
（４）論理コミュニケーション

1 目的

2 実施計画

　現代社会で必要とされる論理的思考力・判
断力・表現力を育成する。

（1）令和４年度（全１６回）取組
第０回：令和４年７月２２日（金）【０段階】
第１回：令和４年７月２５日（月）【対面】
第２回：令和４年７月２６日（火）【１段階】
第３回：令和４年７月２７日（水）【１段階】
第４回：令和４年７月２８日（木）検定
第５回：令和４年１０月２７日（木）【１段階】
第６回：令和４年１１月１０日（木）【１段階】
第７回：令和４年１１月１７日（木）【１段階】
第８回：令和４年１２月１日（木）【１段階】
　　　　検定結果の返却及び解説
第９回：令和４年１２月８日（木）検定
第10回：令和４年１２月１５日（木）【１段階】
第11回：令和４年１２月２２日（木）【１段階】
第12回：令和４年１２月２６日（月）【１段階】
第13回：令和４年１２月２８日（水）【１段階】
第14回：令和５年１月２６日（木）【１段階】
　　　　検定結果の返却及び解説
第15回：令和５年２月２日（木）【１段階】

（2）令和５年度（全９回）取組
第１回：令和５年８月２９日（火）【対面】
第２回：令和５年９月１２日（火）【１段階】
第３回：令和５年９月１３日（水）【１段階】
第４回：令和５年９月２０日（水）検定
第５回：令和５年１０月１８日（水）【２段階】
第６回：令和５年１０月２５日（水）【２段階】
第７回：令和５年１１月１日（水）【２段階】
第８回：令和５年１１月７日（火）【３段階】
　　　　検定結果の返却及び解説
第９回：令和５年１１月１５日（水）検定
※第10回から第15までの６回分は次年度に実施

（3）令和６年度（全１２回＋昨年度の続き）取組
第１回：令和６年６月１２日（水）【対面】
第２回：令和６年６月１９日（水）【対面】
第３回：令和６年７月３日（水）【３段階】
第４回：令和６年８月２８日（水）【４段階】
第５回：令和６年９月１１日（水）検定
第６回：令和６年９月２５日（水）【４段階】
第７回：令和６年１０月２日（水）【４段階】

モデル教室段階

DVDを各教室で再生０段階

1段階

一般教室

Zoomで双方向通信
（ノートPC用ウェブ
カメラ）

糸高チャンネルで映
像配信

2段階

Zoomで双方向通信
（４Kビデオカメラ）

ZoomまたはGoogle
Meetで単一方向通信
（教室側カメラ・マ
イクミュート）

3段階

Zoomで双方向通信
（４Kビデオカメラ，
収音マイク）
手持ちiPadで演習の
様子を中継

ZoomまたはGoogle
Meetで単一方向通信
（教室側カメラ・マイ
クミュート）

4段階

Zoomで双方向通信
（高性能ウェブカメラ，
収音マイク）
書画カメラ６台で演
習の様子を中継

ZoomまたはGoogle
Meetで双方向通信
（教卓上
Chromebookにて）

最終段階

Zoomで双方向通信
（一体型高性能ウェブ
カメラ）
書画カメラ６台で演
習の様子を中継

ZoomまたはGoogle
Meetで双方向通信
（教室前方に高性能
ウェブカメラ）

【論理コミュニケーション講義形態の変遷】

対象生徒：各年度の１学年全員
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3 実践例

4 ３年間の取組を通して

5 講師

　生徒の論理的思考力・判断力・表現力の育
成において個人差はあるものの２回の検定で
評価が上昇している生徒が多く見受けられる。
　また、遠隔同時双方向型授業で学年全員に対
する一斉授業のモデルケースを構築すること
ができた。０段階の動画・スライドによる授業
から段階を上げていくことにより、講師の先生
の指導をリアルタイムで受講することができ、
かつ、講師も生徒の様子を見てとることができ
た。特に４段階において書画カメラで生徒の手
元の映像を講師が見れる状態にすることで、生
徒に対する適切な指導が可能になった。また、
５段階で全教室を同時双方向型にすることに
より、講師から全教室の学習状況をリアルタイ
ムで把握することができ、各教室の担当教員と
の連携を取ることもできた。現場で監督する教
員が、机間指導を行ったり、１クラスに対して
複数の教員が指導・支援に入ったりすることで、
論理コミュニケーションの考え方を受講生徒に
丁寧に説明することができた。段階が上がる
につれ、総合評価の上昇率も向上していた。

第８回：令和６年１０月２４日（木）【５段階】
第９回：令和６年１０月３０日（水）【５段階】
第10回：令和６年１２月４日（水）【５段階】
　　　　検定結果の返却及び解説
第11回：令和６年１２月１１日（水）検定
第12回：令和７年２月２６日（水）【５段階】
　　　　検定結果の返却及び解説
　　　　《次年度からの続き》
第10回：令和７年１月８日（水）【５段階】
第11回：令和７年１月１５日（水）【１段階】
第12回：令和７年１月２２日（水）【１段階】
第13回：令和７年２月１２日（水）【１段階】
第14回：令和７年２月１９日（水）
　　　　検定結果の返却及び解説
第15回：令和７年３月１０日（月）検定

《生徒Bの論理コミュニケーション》

《生徒Aの論理コミュニケーション》

《生徒Cの論理コミュニケーション》

慶應義塾大学SFC研究所上席研究員
井上　孝志　氏

論理コミュニケーションを遠隔同時双方向型授業で受講する様子
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3 実践例

4 ３年間の取組を通して

5 講師

　生徒の論理的思考力・判断力・表現力の育
成において個人差はあるものの２回の検定で
評価が上昇している生徒が多く見受けられる。
　また、遠隔同時双方向型授業で学年全員に対
する一斉授業のモデルケースを構築すること
ができた。０段階の動画・スライドによる授業
から段階を上げていくことにより、講師の先生
の指導をリアルタイムで受講することができ、
かつ、講師も生徒の様子を見てとることができ
た。特に４段階において書画カメラで生徒の手
元の映像を講師が見れる状態にすることで、生
徒に対する適切な指導が可能になった。また、
５段階で全教室を同時双方向型にすることに
より、講師から全教室の学習状況をリアルタイ
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員が、机間指導を行ったり、１クラスに対して
複数の教員が指導・支援に入ったりすることで、
論理コミュニケーションの考え方を受講生徒に
丁寧に説明することができた。段階が上がる
につれ、総合評価の上昇率も向上していた。

第８回：令和６年１０月２４日（木）【５段階】
第９回：令和６年１０月３０日（水）【５段階】
第10回：令和６年１２月４日（水）【５段階】
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第11回：令和６年１２月１１日（水）検定
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　　　　検定結果の返却及び解説
　　　　《次年度からの続き》
第10回：令和７年１月８日（水）【５段階】
第11回：令和７年１月１５日（水）【１段階】
第12回：令和７年１月２２日（水）【１段階】
第13回：令和７年２月１２日（水）【１段階】
第14回：令和７年２月１９日（水）
　　　　検定結果の返却及び解説
第15回：令和７年３月１０日（月）検定

《生徒Bの論理コミュニケーション》

《生徒Aの論理コミュニケーション》

《生徒Cの論理コミュニケーション》

慶應義塾大学SFC研究所上席研究員
井上　孝志　氏

論理コミュニケーションを遠隔同時双方向型授業で受講する様子

（５）国際交流事業（韓国瑞甸高等学校・韓国仁徳科学技術高等学校）

1 目的

　高校教員が国内外の研究者等と自由に協働
できる連携協力体制を構築する取組の一環と
して、以下の２校との交流・共同研究事業を通
じて、様々な問題に取り組むグローバルリーダー
の育成を目指す。
《交流校》
〇韓国瑞甸高等学校
（Seojeon High School）
《主な交流の目的》
　総合的な探究の時間を利用し、探究活動を
両校で共同または協働的に実施することで、
より深化した探究を行い、研究要項を作成
する。
〇韓国仁徳科学技術高等学校
（Induk Science and Technology High School）
《主な交流の目的》
　総合的な探究の時間を利用し、互いの言語
による交流を実施することでより実践的な
言語学習を行う。

2 活動報告

（1）韓国瑞甸高等学校
【令和５年度活動実績】
令和５年３月２９日（水）
韓国教育開発院（KEDI）とのオンライン協議
令和５年４月２８日（金）
韓国瑞甸高校とのオンライン研究
令和５年５月１７日（水）
韓国教育開発院Kwon氏による日韓合同オン
ライン研修会
令和５年７月１１日（火）～１４日（金）
韓国瑞甸高校へ訪韓研修
・瑞甸高校での共同研究
・学校交流会（瑞甸高校文化祭への参加）
・地域文化歴史探訪（鐘博物館、版画美術館
など）
・韓国教育開発院への訪問
令和５年夏季休業期間

生徒間でオンライン共同研究
令和５年１１月１５日（水）
韓国教育開発院Kwon氏による日韓合同オン
ライン研修会
令和６年１月６日（土）
研究要項を第９回高校生国際シンポジウ
ムに提出
令和６年１月１６日（火）
選考結果通知（９件中２件通過）
令和６年１月１７日（水）～２１日（日）
韓国瑞甸高校の来日研修
・糸島高校での共同研究
・大韓民国総領事館への訪問
・九州大学での日韓合同発表会
・学校交流会（観光地案内）
令和６年１月３１日（水）
糸学中間発表会
令和６年２月２１日（水）・２２日（木）
高校生国際シンポジウム発表（鹿児島県宝山
ホール）

【令和６年度活動実績】
令和６年４月１５日（月）
韓国瑞甸高校とのオンライン協議打ち合わせ
令和６年５月７日（火）
韓国瑞甸高校とのオンライン協議
※両校の校長による交流方法を協議し、今年
度は糸島高校の訪韓交流をせず、オンライン
を中心とした交流とした。
令和６年７月１７日（水）
韓国瑞甸高校とのオンライン交流会
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令和７年３月１１日（火）
糸学中間発表会

令和７年１月１７日（金）
選考結果通知（４件中１件通過）
令和７年２月１９日（水）・２０日（木）
高校生国際シンポジウム発表（鹿児島県宝山
ホール）

令和６年８月２２日（木）
韓国瑞甸高校とのオンライン担当者会議
令和６年１０月２４日（木）
総合的な探究の時間の公開授業でスライド発
表を実施
令和６年１１月２８日（木）
韓国瑞甸高校とのオンライン担当者会議
令和７年１月６日（月）
研究要項を第１０回高校生国際シンポジウム
に提出
令和７年１月９日（木）～１２日（日）
韓国瑞甸高校の来日研修
・糸島高校での共同研究
・糸島高校での日韓合同発表会
　※九州大学元兼教授より講評
・学校交流会（観光地案内）
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（2）韓国仁徳科学技術高等学校
【令和６年度活動実績】
令和６年６月１２日（水）
韓国仁徳科学技術高校とのオンライン交流会
令和６年８月２８日（水）
韓国仁徳科学技術高校とのオンライン交流会

令和６年１１月７日（木）
韓国仁徳科学技術高校の来日研修
・全体交流、グループ交流
・昼食会

令和６年１２月１８日（水）
韓国仁徳科学技術高校とのオンライン交流会
令和７年３月１１日（火）
糸学中間発表会

3 国際交流の成果物（研究要項）

【令和５年度】
（高校生国際シンポジウム出場）
「日本と韓国における
  グローバルサプライチェーンの構築」
「医療分野における「言葉の壁」問題」

「ベストセラー作品と社会との関連性」
「LGBTQへの理解と同性婚が認められる社会
の実現に向けて」
「日本と韓国の医療分野におけるグローバル化」
「日本と韓国における海水温上昇が及ぼす生態
系と経済への影響」
「日本と韓国における大学進学と就職率の変遷
について～学歴社会から見える私たちが働く
社会の様子～」
「高校生でも取り組むことができる政府開発援
助の提案」
「多能工化を活用した男女平等の社会の実現」
【令和６年度】
（高校生国際シンポジウム出場）
「納豆とキムチを通じた幻想健康の社会学」

「英語教育が経済に与える影響」
「世界に広がる人口減少と今を生きる私たち
　～Universe25 ～」
「麺～日本と韓国の麺から読み取る貧困問題解
決への糸口～」
「合理的な食文化と歴史的な食文化」
「文化と民族衣装
  ～日本と韓国の伝統衣装とその変遷～」
「コンテンツの貿易の発展と危機について」
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ボ
ス
，

1
9
7
0
）
の
観
点
か
ら
、
納
豆
と
キ
ム
チ
が
伝
統
的
な
価
値
か
ら
形
成
さ
れ
る
健

康
食
品
で
は
な
い
か
ど
う
か
を
研
究
す
る
。
本
研
究
を
通
じ
て
、
情
報
過
多
の
社
会
で
知
ら

ず
知
ら
ず
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
真
偽
を
考
え
直
す
契
機
に
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

定
義

 
幻
想
健
康
（

h
e
a
l
t
h
i
sm

 
ヘ
ル
シ
ズ
ム
）

 

健
康
中
心
主
義
。
言
葉
と
し
て
の
「
健
康
」
は
わ
が
国
に
従
来
か
ら
あ
っ
た
言
葉
で
は
な
く
，
西
欧
の
医
学
と
と
も
に
入
っ

て
き
た
当
初
は
医
学
的
な
概
念
（
医
学
モ
デ
ル
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
（
中
略
）
現
在
で
は
生
活
，
そ
し

て
身
体
と
精
神
の
相
互
作
用
に
注
目
し
，
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
す
る
「
生
活
モ
デ

ル
」
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。
（
園
田
恭
一

(
20
1
1)
『
社
会
的
健
康
論
』
よ
り
抜
粋
）

 

問
 
私
た
ち
の
仮
説

 

本
研
究
で
は
、
納
豆
と
キ
ム
チ
が
従
来
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
的
な
「
社
会
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
た
健
康
食
で
、
現
代
の
幻
想

健
康
に
よ
っ
て
「
医
学
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
根
拠
づ
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 納
豆
と
キ
ム
チ
の
歴
史
を
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
 

（
１
）
納
豆
の
歴
史
を
調
査
す
る
。
（
２
）
キ
ム
チ
の
歴
史
を
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 納
豆
と
キ
ム
チ
が
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
る
過
程
を
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】

 

（
１
）
納
豆
が
健
康
食
と
な
っ
た
経
緯
を
調
査
す
る
。
（
２
）
キ
ム
チ
が
健
康
食
と
な
っ
た
経
緯
を
調
査
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 納
豆
と
キ
ム
チ
の
歴
史
を
調
査
す
る

 

（
１
）
納
豆
の
歴
史
を
調
査
す
る
。

 

納
豆
と
い
う
語
句
が
確
認
で
き
る
最
古
の
書
物
は
、

11
世
紀
半
ば
頃
に
藤
原
明
衡
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
新
猿
楽
記
』

で
あ
る
（
４
）
（
横
山
，

2
01
4
）
。
当
時
で
は
、
塩
辛
納
豆
が
主
流
で
あ
り
、
糸
引
き
納
豆
で
は
、

1
5
世
紀
の
御
伽
草
子

1
日
本

84
.4

6歳

2
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

83
.8

6歳

3
韓
国

83
.8

0歳

4
ス
イ
ス

83
.3

3歳

5
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

83
.1

0歳

1
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

73
.6

5歳

2
日
本

73
.4

0歳

3
韓
国

72
.4

5歳
4

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

71
.3

7歳

5
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

71
.2

3歳

世
界
の
平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
20

24

世
界
の
健
康
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
20

24

図
1 

出
典
：

W
H

O
「

Li
fe

 e
xp

ec
ta

nc
y 

an
d 

 
H

ea
lth

y 
lif

e 
ex

pe
ct

an
cy
」
よ
り
作
成

 

『
精
進
魚
類
物
語
』
が
現
存
す
る
最
古
の
資
料
で
あ
る
。
貴
族
や
武
士
に
と
っ
て
は
保
存
が
で
き
る
貴
重
な
タ
ン
パ
ク

源
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
は
「
納
豆
売
り
」
に
よ
っ
て
民
衆
の
「
お
か
ず
」
に
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
貴

重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
物
流
の
発
展
と
と
も
に
常
食
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

（
２
）
キ
ム
チ
の
歴
史
を
調
査
す
る
。

 

 
詩
集
『
東
國
李
相
國
集
』
（

1
1
68
年

 
-
 
1
2
41
年
）
の
詩
に
「
得
醬
尤
宜
三
夏
食

 
漬
鹽
堪
備
九
冬
支
（
蕪
〈
か
ぶ

ら
〉
は
醤
漬
け
し
て
夏
の

3
か
月
間
に
食
べ
る
の
が
よ
く
、
ま
た
塩
漬
け
し
て

9
か
月
間
の
冬
支
度
に
備
え
る
）
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
（
５
）
（

M
uc
k
en
h
o
u
pt

 M
e
g,
2
01
9）
。
1
6
世
紀
、
文
禄
の
役
の
こ
ろ
に
日
本
か
ら
朝
鮮
半
島
に
唐
辛
子
が

伝
来
す
る
（
５
）
。
そ
の
後
朝
鮮
半
島
に
唐
辛
子
が
普
及
し
、

1
71
5
年
の
『
山
林
経
済
』
に
て
は
じ
め
て
唐
辛
子
と
い
う

単
語
が
現
れ
、

18
27
年
の
『
林
園
十
六
志
』
に
、
は
じ
め
て
現
在
の
加
工
法
に
近
い
「
薀
菜
」
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、

1
9
世
紀
前
後
に
唐
辛
子
が
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

 

調
査
Ⅱ

 納
豆
と
キ
ム
チ
が
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
る
過
程
を
調
査
す
る

 

（
１
）
納
豆
が
健
康
食
と
な
っ
た
経
緯
を
調
査
す
る
。

 

元
禄

10
年
（
1
6
97
年
）
江
戸
時
代
に
著
さ
れ
た
日
本
の
食
物
全
般
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
草
書
『
本
朝
食
鑑
』
に
は
、

「
腹
中
を
と
と
の
え
て
食
を
進
め
、
毒
を
解
す
」
（
４
）
と
明
記
さ
れ
た
り
、
東
北
の
諺
で
「
納
豆
食
う
ひ
と
、
色
白
美
人
」

が
あ
る
な
ど
、
当
時
か
ら
健
康
に
よ
い
食
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

2
0
07
年
テ
レ
ビ
番
組
「
あ
る
あ

る
大
事
典
」
で
納
豆
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
全
国
納
豆
協
同
組
合
連
合
会
が
品
切
れ
に
関
す
る
謝
罪
文
を
出
す

ほ
ど
納
豆
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
納
豆
は
こ
の
こ
と
か
ら
局
所
的
な
地
域
で
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
、

食
べ
ら
れ
て
い
た
「
社
会
モ
デ
ル
」
だ
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
と
と
も
に
医
学
的
な
根
拠
が
示
さ
れ
た
こ
と
で

「
医
学
モ
デ
ル
」
の
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

（
２
）
キ
ム
チ
が
健
康
食
と
な
っ
た
経
緯
を
調
査
す
る
。

 

元
来
は
朝
鮮
半
島
の
厳
寒
期
に
備
え
た
保
存
食
で
あ
り
、
野
菜
を
塩
漬
け
し
た
も
の
だ
っ
た
。
唐
辛
子
の
強
い
刺
激
、

野
菜
の
甘
味
、
乳
酸
発
酵
に
よ
る
酸
味
・
う
ま
味
と
塩
辛
さ
が
複
雑
に
混
じ
り
合
っ
た
風
味
が
特
徴
で
あ
る
。
多
く
の

場
合
は
魚
介
類
（
も
し
く
は
魚
醤
や
塩
辛
や
塩
ア
ミ
な
ど
の
漬
物
）
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
、
強
い
匂
い

と
風
味
を
持
つ
。
そ
の
匂
い
か
ら
外
国
へ
は
勧
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

19
88
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界

的
に
キ
ム
チ
の
認
知
が
進
ん
だ
と
多
く
の
研
究
者
が
か
ん
が
え
て
い
る
。
健
康
食
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
『
韓
流
美

肌
力
』
（
６
）
（
上
田
，

2
0
0
7）
が
日
本
で
販
売
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び

2
01
3
年
に
キ
ム
チ
を
作
り
分
け
合
う
“
キ
ム
ジ

ャ
ン
”
の
風
習
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
キ
ム
チ
が
元
来

健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
根
拠
不
十
分
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
方
が
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
は
「
医
学
的
モ
デ
ル
」
の
健
康
食
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
本
研
究
で
は
、
納
豆
と
キ
ム
チ
が
従
来
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
的
な
「
社
会
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
た
健
康
食
で
、
現
代
の
幻
想

健
康
に
よ
っ
て
「
医
学
モ
デ
ル
」
と
し
て
の
根
拠
づ
け
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
キ
ム
チ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
仮
説
を
証
明
す
る
根
拠
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
間
の
文
化
や
思
想
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
今
に
至
る
の
か
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
と
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
大
学
で
は
人
間
文
化
や
そ
れ
に
伴

う
経
済
学
に
つ
い
て
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
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英
語
教
育
が
経
済
に
与
え
る
影
響
 

Th
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岡
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１
．
研
究
背
景
 

私
た
ち
は
韓
国
瑞
甸
高
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
通
し
て
、
韓
国
の
高
校
生
が
日
本
の
高
校
生
と
比
較
し
て
英
語
が
得
意

で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
実
際
に
、
英
語
能
力
指
数
（

E
F 
E
PI
）
は

11
6
ヵ
国
中
で
日
本
は

9
2
位
、
韓
国
は

5
0
位
と
大
き

な
差
が
あ
っ
た
（
１
）
（
イ
ー

 
エ
フ

 
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 
フ
ァ
ー
ス
ト

,
2
0
24
）
。
さ
ら
に
、

TO
E
IC
で
は

L
i
st
e
ni
ng
＆

R
e
a
di
n
g
の
平
均
ス
コ
ア
で
日
本
の
平
均
が

5
6
1
点
に
対
し
て
、
韓
国
の
平
均
は

6
7
7
点
と

1
00
点
以
上
の
差
が
あ
っ
た
（
２
）

（
一
般
財
団
法
人
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会

,
2
0
2
4
）
。
当
た
り
前
で
は
あ
る
が
、
国
民
に
高
い
英
語
力
が
あ

れ
ば
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
経
済
や
国
際
研
究
な
ど
へ
の
参
画
も
可
能
に
な
る
。
私
た
ち
は
、
英
語
教
育

が
国
の
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
変
遷
か
ら
英
語
教
育
の
特
徴
の
違
い
に
注
目
し
、
両
国
の
英
語
教
育
の
差
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

そ
の
後
、
英
語
力
が
経
済
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
日
本
の
英
語
教
育
を
よ
り
良
く
す

る
方
法
に
つ
い
て
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
に
は
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒
に
対
し
て
英
語
を
学
ぶ
こ
と
で
広
が

る
進
路
に
つ
い
て
根
拠
を
示
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
意
義
が
あ
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
差
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
 

（
１
）
日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
変
遷
に
つ
い
て
調
べ
る
。
（
２
）
日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

調
査
Ⅱ

 英
語
力
が
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】

 

先
行
研
究
や
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、
英
語
力
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
所
得
に
対
し
て
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
差
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

（
１
）

 日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
変
遷
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

日
本
 

韓
国
 

1
9
70
年

 

  1
9
92
年

 

 1
9
96
年

 

 2
0
02
年

 

  

日
本
企
業
の
海
外
進
出
強
化
に
伴
い
、
初
等
学
校
で
の

英
語
教
育
に
関
す
る
提
言
が
出
さ
れ
る
が
、
日
本
語
教

育
を
優
先
す
る
。

 

初
等
学
校
に
英
語
教
育
を
実
験
的
に
実
施
す
る
研
究
開

発
校
が
大
阪
に

2
校
指
定
さ
れ
る
。

 

全
都
道
府
県
に
英
語
教
育
を
実
施
す
る
初
等
学
校
を

1

校
ず
つ
設
置
す
る
。
 

小
学
校

3
年
生
以
上
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

「
国
際
理
解
に
関
す
る
学
習
の
一
環
」
と
し
て
外
国
語

教
育
を
実
施
す
る
。
 

1
9
94
年
 

  1
9
97
年
 

 

世
界
貿
易
機
構
（

WT
O
）
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
初
等
学
校
で
英
語
必
修
化
が
具
体
化
さ
れ

る
。
 

小
学
校

3
年
生
か
ら
英
語
の
授
業
が
週
に

2
時
間
導

入
さ
れ
る
。
 

2
0
1
0
年

 

   2
0
11
年
 

2
0
24
年
 

英
語
教
育
に
お
け
る
教
育
格
差
が
問
題
に
な
り
、

格
差
解
消
の
た
め
に
小
学
校

3,
4
年
生
で
週

2
時
間

増
加
さ
れ
、
検
定
教
科
書
も

10
種
類
以
上
に
増
加

す
る
。
 

小
学
校

5
,6
年
生
で
週

3
時
間
に
な
る
。
 

小
学
校

3
,4
年
生
で
週

2
時
間
、
小
学
校

5
,6
年
生

で
週

3
時
間
の
授
業
が
あ
る
。

 
2
0
2
0
年
 

2
0
24
年

 

小
学
校

3
年
生
か
ら
英
語
教
育
が
義
務
化
さ
れ
る
。

3,
4

年
生
は
「
外
国
語
活
動
」
で
週
に

1
時
間
、

5
,6
年
生
は

「
教
科
」
と
し
て
週
に

2
時
間
が
導
入
さ
せ
る
。
 

（
出
典
：
文
部
科
学
省
「
韓
国
に
お
け
る
小
学
校
英
語
教
育
の
現
状
と
課
題
」
及
び
「
初
等
中
等
教
育
の
英
語
教
育
の
推
進
に
係
る
取
組
」
よ
り
作
成
）
 

 
 
日
本
と
韓
国
で
は
初
等
学
校
（
小
学
校

3
年
生
対
象
）
に
英
語
教
育
を
導
入
す
る
ま
で
に

1
0
年
の
差
が
あ
る
。
英
語
能

力
指
数
（

E
F 
EP
I）
は
成
人
受
験
者
の
中
央
値
が

2
6
歳
（
１
）
で
あ
る
た
め
、

2
0
2
4
年
の
韓
国
の
受
験
者
の
少
な
く
と
も
半
数

は
小
学
校

3
年
生
か
ら
英
語
教
育
を
受
け
て
い
る
。

 

（
２
）

 日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

【
日
本
の
英
語
教
育
の
特
徴
】

 

国
際
理
解
教
育
か
ら
英
語
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
小
学
校
で
は
音
声
学
習
中
心
だ
が
、
中
学
校
で
は
従
来
の
文
法
中
心
の

学
習
と
な
っ
て
お
り
、

AL
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
活
用
し
た
授
業
が
主
流
で
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
初
等
学
校
に
お

け
る
英
語
専
科
教
員
が
少
な
く
、
音
声
学
習
の
練
習
機
会
が
少
な
い
。

 

【
韓
国
の
英
語
教
育
の
特
徴
】

 

児
童
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
体
験
的
な
学
習
を
中
心
と
し
て
い
る
。
中
学
校
で
も

1
99
0
年
代
よ
り
文
法
か
ら
音
声
に
重

点
が
置
か
れ
て
お
り
、
小
中
と
も
に
英
語
専
科
教
員
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
の
英
語
力
が

家
庭
の
経
済
力
と
比
例
し
て
い
る
。

 

調
査
Ⅱ

 英
語
力
が
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
先
行
研
究
】
松
繁
寿
和

(
20
02
)
『
社
会
科
学
系
大
卒
者
の
英
語
力
と
経
済
的
地
位
』

. 
教
育
社
会
学
研
究
第

71
集

2
00
2 

他
言
語
の
習
得
は
経
済
活
動
の
範
囲
を
広
げ
利
益
獲
得
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
。
特
に

,
母
語
よ
り
も
経
済
的
に
優
位
に
あ

る
言
語
の
習
得
は
所
得
を
大
き
く
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
（
３
）
（
松
重
，

2
0
0
2
）
。
こ
の
先
行
研
究
は

2
00
2
年
に
発
表

さ
れ
た
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
日
本
で
小
学
校

3
年
生
対
象
に
外
国
語
教
育
が
導
入
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
。
要
約
す
る
と
、
国

立
大
学
社
会
科
学
系
学
部
卒
業
生
を
対
象
に
行
っ
た
定
性
評
価
で
、
英
語
力
が
間
接
的
に
所
得
を
上
昇
さ
せ
、
将
来
的
に
は
英

語
の
通
用
度
が
経
済
的
地
位
の
決
定
要
因
に
な
り
え
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

 

【
調
査
デ
ー
タ
】

E
F 
E
PI
 
EF
 英
語
能
力
指
数
世
界

1
16
か
国
・
地
域
の
英
語
力
ラ
ン
キ
ン
グ

(
2
0
24
)
レ
ポ
ー
ト

 

英
語
力
は
、
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
、
財
や
サ
ー
ビ
ス

を
生
産
す
る
国
の
能
力
を
示
す
合
理
的
な
指
標
で
あ
り
続

け
て
い
ま
す
。
図

1
は
国
際
貿
易
開
発
会
議

(
2
02
3
年

)の

生
産
性
指
標
と
英
語
能
力
指
数
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。

実
際
に
、

E
F 

E
PI
ス
コ
ア
が
高
い
国
の
生
産
性
が
高
く
、

相
関
係
数
は
正
の
値
を
記
録
し
て
い
る
。

 

【
今
後
必
要
と
な
る
“
英
語
力
”
と
は
何
か
】

 

一
般
財
団
法
人
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
「
英

語
活
用
実
態
調
査

 企
業
・
団
体

 ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
」
（

20
1
9）
に

よ
る
「
企
業
・
団
体
が
考
え
る
重
要
な
ス
キ
ル
と
目
標
と
す
る
英
語

ス
キ
ル
の
水
準
」
で
は
、
海
外
売
上
が

2
0
％
以
上
の
企
業
で
求
め
ら
れ
る
英
語
力
は
「
英
語
で
行
わ
れ
る
会
議
（
テ
レ
カ
ン

を
含
む
）
で
議
論
で
き
る
」
が

19
.
9
%
と
最
大
と
な
っ
て
い
る
（
５
）
と
文
部
科
学
省
は
取
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
従
来

ま
で
の
文
法
中
心
の
英
語
教
育
で
は
な
く
、
「
議
論
・
交
渉
」
が
で
き
る
英
語
教
育
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
本
研
究
で
は
、
日
本
と
韓
国
の
英
語
教
育
の
比
較
か
ら
今
後
求
め
ら
れ
る
英
語
教
育
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
比
較
研
究
を
通

じ
て
、
先
行
研
究
や
調
査
デ
ー
タ
な
ど
多
く
の
資
料
か
ら
取
捨
選
択
し
て
研
究
要
綱
を
作
成
し
た
。
日
本
は
韓
国
の
よ
う
に
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
た
教
員
に
対
す
る
研
修
制
度
（

1
2
0
時
間
程
度
）
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
韓
国
の
課
題
で
あ
る
教
育

格
差
は
経
済
の
問
題
な
の
で
、
今
後
は
経
済
学
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
学
ん
で
い
き
た
い
。
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が
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１
．
研
究
背
景
 

私
た
ち
は
韓
国
瑞
甸
高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
と
韓
国
に
共
通
す
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
調
べ
、
少
子
化
問
題
に
注

目
し
た
。
先
進
国
は
少
子
化
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
や
高
学
歴
化
が
進
む
過
程
で
、
と
く
に
女
性
を
め
ぐ

る
社
会
経
済
的
地
位
の
変
化
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
対
す
る
価
値
観
や
、
そ
れ
ら
の
行
動
に
か
か
わ

る
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
女
性
の
社
会
進
出
と
は
調
和
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
晩
婚
化
、
晩
産
化
と
い
っ
た
行
動
変
化
が

開
始
さ
れ
た
。
（
１
）
（
守
泉
，

2
0
0
7）
。
私
た
ち
が
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
で
活
躍
す
る

10
年
後
の

2
0
34
年
で
は
出
生
数
は

70

万
人
を
割
り
、

6
5
万
人
を
割
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

 
日
本
の
少
子
化
対
策
を
調
査
し
、
そ
の
効
果
を
知
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
ま
た
、
高
校
生
か
ら
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
と
子
育
て
が
両
立
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
考
え
る
機
会
を
本
研
究
の

意
義
と
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 日
本
の
少
子
化
の
状
況
を
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
そ
も
そ
も
日
本
の
少
子
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
調
べ
る
。

 

調
査
Ⅱ

 少
子
化
が
起
こ
っ
た
原
因
を
別
の
側
面
か
ら
考
察
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
「
U
ni
v
e
rs
e
25
」
の
実
験
結
果
か
ら
少
子
化
が
起
き
て
い
る
社
会
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 日
本
の
少
子
化
の
状
況
を
調
査
す
る

 

〈
図
表

3-
1
-2
-
1 
出
生
数
・
合
計
特
殊
出
生
率
・
人
口
置
換
水
準
の

推
移
〉
（
内
閣
府

HP
 
「
選
択
す
る
未
来
」
委
員
会
報
告

 
第
３
章
 

人
口
・
経
済
・
地
域
社
会
を
め
ぐ
る
現
状

 
第
１
節

 人
口
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題
よ
り
抜
粋
）
に
よ
る
と
、

19
80
年
代
以
降
の
少
子
化
の

要
因
は
非
婚
化
・
晩
婚
化
・
晩
産
化
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、

19
80
年
代
に
入
り
、
デ
フ
レ
が
慢
性
化

し
、
雇
用
が
不
安
定
な
男
性
が
増
加
し
、
未
婚
率
が
高
く
な
り
、

1
9
85
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
女
性
の
社

会
進
出
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 

 
し
か
し
、
守
泉
氏
に
よ
る
と
日
本
以
外
の
先
進
諸
国
も
概
ね
こ
の

時
期
に
少
子
化
の
兆
候
が
表
れ
て
い
る
。
経
済
が
停
滞
し
た
こ
と
や
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
だ
け
で
、
本
当
に
少
子
化
が

進
む
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。

 

リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

 

 
少
子
化
が
加
速
理
由
と
し
て
、
ま
っ
た
く
別
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

 

調
査
Ⅱ

 「
Un
i
ve
r
se
2
5
」
の
実
験
結
果
か
ら
少
子
化
が
起
き
て
い
る
社
会
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

調
査
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
動
物
行
動
学
者
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
パ
ス
・
カ
ル
フ
ー
ン

(
Jo
h
n
 
B
u
mp
a
s
s
 
Ca
l
ho
u
n
1
9
17

-
19
9
5)
博

士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「

U
n
iv
e
r
s
e2
5
」
（
２
）
と
い
う
実
験
を
知
っ
た
。
こ
の
実
験
は
死
の
原
因
を
「
移
住
」
「
資
源
不
足
」

「
厳
し
い
気
候
」
「
病
気
」
「
捕
食
」
の

5
つ
に
分
類
し
、
そ
の
す
べ
て
の
原
因
を
取
り
除
い
た
“
楽
園
”
を
疑
似
的
に
作
成

し
。
マ
ウ
ス
に
与
え
た
と
き
の
様
子
を
実
験
・
研
究
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
実
験
の
結
論
は
、
「
爆
発
的
に
増
加
し
た
マ
ウ

ス
は
、
緩
や
か
に
そ
の
数
を
減
少
さ
せ
、
滅
亡
し
た
」
と
あ
る

（
図

1
）
。
カ
ル
フ
ー
ン
博
士
に
よ
る
と
、
マ
ウ
ス
は
次
の

4

フ
ェ
ー
ズ
を
た
ど
っ
て
繁
栄
と
絶
滅
を
し
た
そ
う
だ
。

 

【
フ
ェ
ー
ズ

A
：
初
期
状
態
】
 

最
初
に
持
ち
込
ま
れ
た

4
組
の
マ
ウ
ス
は
、
環
境
に
慣
れ

る
ま
で

10
4
日
間
の
初
期
状
態
を
経
て
、
出
産
し
た
。

 

【
フ
ェ
ー
ズ

B
：
急
速
な
個
体
数
増
加
】

 

約
5
5
日
ご
と
に
個
体
数
が
増
え
て
い
っ
た
。

Un
i
ve
r
s
e
内

は
14
の
自
由
に
行
き
来
が
で
き
る
部
屋
（
セ
グ
メ
ン
ト
）

が
あ
っ
た
が
、
出
生
数
の
多
い
セ
グ
メ
ン
ト
と
低
い
セ
グ
メ

ン
ト
で
は
、

8
倍
以
上
の
差
が
あ
り
、
そ
の
原
因
は
オ
ス
の
活

発
さ
で
あ
っ
た
。

 

【
フ
ェ
ー
ズ

C
：
個
体
数
の
抑
制
、
停
滞
】

 

実
験
開
始
か
ら

3
50
日
目
に
マ
ウ
ス
の
増
加
は
約

14
5
日
で
倍
化
す
る
ペ
ー
ス
に
鈍
化
し
た
。
セ
グ
メ
ン
ト
内
で
オ
ス
同
士

の
闘
い
が
起
こ
り
、
敗
北
し
た
オ
ス
は
非
活
動
的
に
な
り
、
勝
利
し
た
オ
ス
は
セ
グ
メ
ン
ト
内
の
妊
娠
中
の
メ
ス
を
防
衛
す

る
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
受
胎
の
減
少
、
胎
児
死
亡
率
の
増
加
、
離
乳
前
死
亡
率
の
増
加
が
起
き
た
。

 

【
フ
ェ
ー
ズ

D
：
個
体
数
現
象
と
楽
園
の
絶
滅
】

 

実
験
開
始
か
ら

5
60
日
目
、
個
体
数
の
増
加
が
停
止
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ

C
の
終
盤
で
は
メ
ス
は
早
期
に
子
ど
も
マ
ウ
ス
を
放

逐
す
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ス
の
妊
娠
率
は
大
幅
に
低
下
し
、
オ
ス
は
メ
ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
せ
ず
、
セ
グ
メ
ン
ト
内
で
は
オ
ス

同
士
の
闘
い
も
観
測
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
（
同
性
生
殖
の
兆
候
も
見
ら
れ
、
特
に
オ
ス
同
士
の
疑
似
交
尾
が
観
測
さ
れ
て
い

る
。
）
カ
ル
フ
ー
ン
博
士
は
、
闘
い
も
生
殖
も
し
な
く
な
っ
た
マ
ウ
ス
は
怪
我
を
一
切
し
な
い
た
め
「

b
e
au
t
if
u
l 

on
e
s

（
美
し
い
者
た
ち
）
」
ば
か
り
に
な
っ
た
と
表
現
し
た
。
実
験
か
ら

1
78
0
日
で
最
後
の
オ
ス
が
死
亡
し
、
こ
の
実
験
は
終
了

し
た
。

 

先
進
国
で
は
、
基
本
的
に
平
和
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
経
済
力
が
あ
れ
ば
衣
食
住
に
困
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本
的
に
は

自
分
の
こ
と
を
害
そ
う
と
す
る
人
物
な
ど
は
い
な
い
。
今
の
日
本
が
「

U
ni
v
er
s
e2
5
」
の
環
境
に
限
り
な
く
近
い
状
況
で
あ
る

と
仮
定
す
る
と
、
日
本
は
楽
園
の
マ
ウ
ス
と
同
様
に
人
口
は
減
少
す
る
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
こ
の
実
験
結
果
を
受
け
て
、
日
本
は
ま
る
で
フ
ェ
ー
ズ

C
の

状
況
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
（
図

2）
。
カ
ル
フ
ー
ン
博
士
に

よ
る
と
、
実
験
の
マ
ウ
ス
は
社
会
の
中
で
自
己
の
確
立
が
難

し
く
な
り
精
神
的
に
死
に
、
次
に
身
体
的
に
死
ん
だ
と
し

て
、
“
死
の
二
乗
”
が
生
じ
た
と
表
現
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
私
た
ち
は
少
な
く
と
も
“
精
神
的
な
死
”
を
抑
止
す

れ
ば
、
こ
の
状
況
は
改
善
す
る
と
考
え
た
。
日
本
の
若
年
層

（
1
5～

34
歳
）
の
死
因
の

1
位
は
自
殺
で
あ
る
。
少
子
化
問

題
の
解
決
に
は
、
自
殺
防
止
や
若
者
が
生
き
生
き
と
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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１
．
研
究
背
景
 

韓
国
瑞
甸
高
等
学
校
と
の
共
同
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
は
日
本
と
韓
国
の
麺
料
理
に
興
味
を
持
っ
た
。
最
近
で
は
、

日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
も
韓
国
の
辛
ラ
ー
メ
ン
が
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
と
は
麺
の
食
感
が
異
な

る
。
裏
面
の
食
品
表
示
を
見
て
み
る
と
、
韓
国
の
麺
に
は
で
ん
ぷ
ん
粉
や
片
栗
粉
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本

と
韓
国
の
麺
文
化
は
、
共
に
中
国
か
ら
の
“
ラ
ミ
ア
ン
（

la
m
i
a
n
）
”

 中
国
の
福
建
省
が
発
祥
の
地
で
広
東
省
の
中
国
語
で

「
麦
を
引
く
」
と
い
う
意
味
（
１
）
か
ら
派
生
し
て
い
る
（

Ba
r
ak
 
K
u
sh
n
e
r
，

2
01
8
）
。
私
た
ち
は
麺
と
い
う
角
度
か
ら
日
本
と

韓
国
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
探
究
し
、
ラ
ー
メ
ン
が
両
国
に
共
通
し
て
戦
後
の
貴
重
な
栄
養
源
に
な
っ
て
い
た
史
実
に
気
づ

い
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

麺
の
成
分
・
製
造
方
法
の
違
い
か
ら
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
日
本

と
韓
国
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
の
解
決
の
一
助
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 麺
の
成
分
比
較
と
食
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
（
１
）
麺
の
成
分
比
較
と
製
造
工
程
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

（
２
）
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
麺
に
関
わ
る
食
文
化
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
両
国
で
普
及
し
た
ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
一
助
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 麺
の
成
分
比
較
と
食
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

（
１
）

 麺
の
成
分
比
較
と
製
造
工
程
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

【
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
の
麺
】
原
材
料
：
小
麦
粉
（
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が

1
0～

13
％
程
度
の
準
強
力
粉
や
強
力
粉
）

 

「
か
ん
水
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
カ
リ
塩
水
溶
液
（
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
加
え
て
作
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
（
２
）
。
博
多
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
細
麺
に
は
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
比
率
は

7
：
3
程
度
で
配
合
さ

れ
、
麺
の
硬
度
を
出
し
て
い
る
。

 

【
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
の
麺
】
原
材
料
：
小
麦
粉
（
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が

1
0～

13
％
程
度
の
準
強
力
粉
や
強
力
粉
）
 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
ん
粉
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
粉
末
（

5
0％
程
度
の
配
合
）

 

 
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
麺
に
も
「
か
ん
水
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
の
で
ん
粉
や
粉
末
が

麺
の
主
成
分
の

50
％
程
度
配
合
さ
れ
て
い
る
太
麺
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
カ
ム
ジ
ャ
（
감
자
）
麺
」

と
呼
ば
れ
、
カ
ム
ジ
ャ
と
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
を
意
味
す
る
。
グ
ル
テ
ン
の
配
合
量
が
日
本
と
比
較
し
て
非
常
に
多
い
た

め
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
と
な
る
（
３
）
。
 

（
２
）

 日
本
と
韓
国
に
お
け
る
麺
に
関
わ
る
食
文
化
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

【
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
】
 

 
明
治
時
代
（

18
6
8～

19
1
2
年
）
末
期
か
ら
大
正
時
代
（

1
91
2
～
2
6
年
）
に
か
け
て
、
中
国
の
福
建
省
や
広
東
省
か
ら
の

移
民
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
小
麦
粉
を
使
っ
た
麺
料
理
が
起
源
と
さ
れ
、
「
中
華
そ
ば
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
各
地
の
闇
市
で
発
生
し
た
移
動
式
屋
台
ラ
ー
メ
ン
（
通
称
「
夜
鳴
き
そ
ば
」
）
が
発
達
し
、
そ
こ

か
ら
様
々
な
形
に
発
展
を
遂
げ
た
（
１
）
。
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
は
元
来
、
博
多
や
横
浜
な
ど
の
港
町
か
ら
発
展
し
た
た
め
、

ス
ー
プ
は
魚
介
や
鶏
が
ら
ベ
ー
ス
に
醤
油
味
が
基
本
で
あ
る
。

 

【
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
】

 

 
日
清
食
品
の
創
業
者
で
あ
る
安
藤
百
福
が
、

1
95
8
年
に
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
発
売
し
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け
と
な

り
、
韓
国
で
は
、
そ
の

5
年
後
の

19
63
年
に
、
日
本
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
発
売
さ
れ
る
（
４
）
。
朝
鮮
戦
争
後
で
、

食
べ
物
な
ど
が
あ
ま
り
な
く
、
貧
し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
長
期
保
管
が
で
き
て
、
お
湯
が
あ
れ
ば
作
れ
る

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
主
食
の
代
用
食
と
し
て
韓
国
で
定
着
し
て
い
く
。
韓
国
で
発
売
さ
れ
た
最
初
の
ラ
ー
メ
ン
は
、

「
三
養
（
サ
ム
ヤ
ン
）
ラ
ー
メ
ン
」
。
そ
の
後
、
韓
国
で
も
馴
染
み
深
い
牛
骨
（
소
골
ソ
ギ
ョ
ル
）
の
ス
ー
プ
と
合
わ
せ

た
も
の
な
ど
様
々
な
商
品
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

【
日
本
と
韓
国
に
共
通
す
る
ラ
ー
メ
ン
の
食
文
化
】

 

 
日
本
も
韓
国
と
も
に
ラ
ー
メ
ン
は
戦
後
に
普
及
し
た
歴
史

が
あ
り
、
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
て
い
た
。
沸
騰

し
た
お
湯
に
よ
っ
て
簡
単
に
高
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、
衛
生

的
に
も
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
で
も
大
災
害
時
に
は
、
多
く
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
被
災
地
に

寄
付
さ
れ
て
い
る
（
５
）
（
図

1）
。
 

調
査
Ⅱ

 ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

 
ラ
ー
メ
ン
の
麺
は
原
料
が
小
麦
（
炭
水
化
物
）
で
あ
り
、
現
在
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
は
、
ほ
ぼ
ノ
ン
フ
ラ
イ
製
法
に
よ
っ
て

製
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
湯
戻
り
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
長
期
間
の
保
存
が
可
能
で
あ
り
、
水
が
無
い
地
域
で
も
乾
燥

し
た
状
態
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ラ
ー
メ
ン
麺
は
食
料
支
援
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 

【
ラ
ー
メ
ン
に
よ
る
食
糧
支
援
に
つ
い
て
】
 

 
国
際
世
界
食
糧
計
画
（

W
or
ld
 
F
oo
d
 P
r
og
r
am
）
は
、
学
校
給
食
を
入
れ
る
容
器
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
」

（
税
込

50
0
円
）
の
販
売
し
て
お
り
、
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
を
ご
購
入
い
た
だ
く
と
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
国
連

W
FP
の
学
校
給
食

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
付
さ
れ
、
一
個
の
購
入
に
つ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
約
４
日
分
の
給
食
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
図

2）
 

【
図

2
】
緊
急
支
援
す
る
国
一
覧

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

 
イ
エ
メ
ン

 
ウ
ク
ラ
イ
ナ

 
エ
チ
オ
ピ
ア

 
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

 

サ
ヘ
ル

 
シ
リ
ア

 
ス
ー
ダ
ン

 
ソ
マ
リ
ア

 
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

 

ハ
イ
チ

 
パ
レ
ス
チ
ナ

 
ミ
ャ
ン
マ
ー

 
レ
バ
ノ
ン

 
南
ス
ー
ダ
ン

 

（
出
典
：
国
際
世
界
食
糧
計
画

H
P
よ
り
作
成
）

 

『
国
連

W
F
P
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
 

国
連

W
F
P
が
給
食
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
使
っ
て
い
る
赤
い
カ
ッ
プ
を
目
印
に
、

 
レ
ッ
ド

カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
す
る
企
業
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
マ
ー
ク
の
つ
い
た
商
品
が
発

売
さ
れ
、

 対
象
商
品
を
購
入
す
る
と
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
が
企
業
か
ら
寄
付
さ
れ
る
。
 

 
国
際

WE
P
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
日
清
食
品
や
農
心
も
参
加
し
て
い
る
。

 

企
業
名

 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
年
数
（
商
品
）

 
寄
付
金
額
ま
た
は
寄
付
し
た
量

 

日
清
食
品

 
２
０
１
２
年
～
２
０
２
３
年
（
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
等
）

 
累
計
３
億
３
３
０
０
万
円

 

農
心
 

２
０
１
１
年
～
２
０
２
３
年
（
辛
ラ
ー
メ
ン
）

 
累
計
２
６
０
０
万
人
以
上

 

（
出
典
：
日
清
食
品

H
P
及
び
農
心

H
P
よ
り
作
成
）

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
探
究
で
は
、
両
国
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
麺
と
い
う
角
度
か
ら
貧
困
問
題
へ
の
食
糧
支
援
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
に
よ
る
貧
困
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
と
し
て
国
連

WF
P
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
に

よ
っ
て
貧
し
く
暮
ら
す
人
々
が
ラ
ー
メ
ン
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
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麺
－
日
本
と
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国
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麺
か
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読
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取
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解
決
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の
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１
．
研
究
背
景
 

韓
国
瑞
甸
高
等
学
校
と
の
共
同
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
は
日
本
と
韓
国
の
麺
料
理
に
興
味
を
持
っ
た
。
最
近
で
は
、

日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
も
韓
国
の
辛
ラ
ー
メ
ン
が
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
と
は
麺
の
食
感
が
異
な

る
。
裏
面
の
食
品
表
示
を
見
て
み
る
と
、
韓
国
の
麺
に
は
で
ん
ぷ
ん
粉
や
片
栗
粉
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本

と
韓
国
の
麺
文
化
は
、
共
に
中
国
か
ら
の
“
ラ
ミ
ア
ン
（

la
m
i
a
n
）
”

 中
国
の
福
建
省
が
発
祥
の
地
で
広
東
省
の
中
国
語
で

「
麦
を
引
く
」
と
い
う
意
味
（
１
）
か
ら
派
生
し
て
い
る
（

Ba
r
ak
 
K
u
sh
n
e
r
，

2
01
8
）
。
私
た
ち
は
麺
と
い
う
角
度
か
ら
日
本
と

韓
国
の
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
探
究
し
、
ラ
ー
メ
ン
が
両
国
に
共
通
し
て
戦
後
の
貴
重
な
栄
養
源
に
な
っ
て
い
た
史
実
に
気
づ

い
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

麺
の
成
分
・
製
造
方
法
の
違
い
か
ら
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
日
本

と
韓
国
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
の
解
決
の
一
助
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 麺
の
成
分
比
較
と
食
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
（
１
）
麺
の
成
分
比
較
と
製
造
工
程
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

（
２
）
日
本
と
韓
国
に
お
け
る
麺
に
関
わ
る
食
文
化
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
両
国
で
普
及
し
た
ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
一
助
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 麺
の
成
分
比
較
と
食
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

（
１
）

 麺
の
成
分
比
較
と
製
造
工
程
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

【
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
の
麺
】
原
材
料
：
小
麦
粉
（
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が

1
0～

13
％
程
度
の
準
強
力
粉
や
強
力
粉
）

 

「
か
ん
水
」
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
カ
リ
塩
水
溶
液
（
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
加
え
て
作
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
（
２
）
。
博
多
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
細
麺
に
は
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
比
率
は

7
：
3
程
度
で
配
合
さ

れ
、
麺
の
硬
度
を
出
し
て
い
る
。

 

【
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
の
麺
】
原
材
料
：
小
麦
粉
（
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が

1
0～

13
％
程
度
の
準
強
力
粉
や
強
力
粉
）
 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
ん
粉
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
粉
末
（

5
0％
程
度
の
配
合
）

 

 
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
麺
に
も
「
か
ん
水
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
の
で
ん
粉
や
粉
末
が

麺
の
主
成
分
の

50
％
程
度
配
合
さ
れ
て
い
る
太
麺
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
カ
ム
ジ
ャ
（
감
자
）
麺
」

と
呼
ば
れ
、
カ
ム
ジ
ャ
と
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
を
意
味
す
る
。
グ
ル
テ
ン
の
配
合
量
が
日
本
と
比
較
し
て
非
常
に
多
い
た

め
、
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
と
な
る
（
３
）
。
 

（
２
）

 日
本
と
韓
国
に
お
け
る
麺
に
関
わ
る
食
文
化
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

【
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
】
 

 
明
治
時
代
（

18
6
8～

19
1
2
年
）
末
期
か
ら
大
正
時
代
（

1
91
2
～
2
6
年
）
に
か
け
て
、
中
国
の
福
建
省
や
広
東
省
か
ら
の

移
民
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
小
麦
粉
を
使
っ
た
麺
料
理
が
起
源
と
さ
れ
、
「
中
華
そ
ば
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
各
地
の
闇
市
で
発
生
し
た
移
動
式
屋
台
ラ
ー
メ
ン
（
通
称
「
夜
鳴
き
そ
ば
」
）
が
発
達
し
、
そ
こ

か
ら
様
々
な
形
に
発
展
を
遂
げ
た
（
１
）
。
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
は
元
来
、
博
多
や
横
浜
な
ど
の
港
町
か
ら
発
展
し
た
た
め
、

ス
ー
プ
は
魚
介
や
鶏
が
ら
ベ
ー
ス
に
醤
油
味
が
基
本
で
あ
る
。

 

【
韓
国
の
ラ
ー
メ
ン
】

 

 
日
清
食
品
の
創
業
者
で
あ
る
安
藤
百
福
が
、

1
95
8
年
に
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
発
売
し
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け
と
な

り
、
韓
国
で
は
、
そ
の

5
年
後
の

19
63
年
に
、
日
本
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
発
売
さ
れ
る
（
４
）
。
朝
鮮
戦
争
後
で
、

食
べ
物
な
ど
が
あ
ま
り
な
く
、
貧
し
い
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
長
期
保
管
が
で
き
て
、
お
湯
が
あ
れ
ば
作
れ
る

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
主
食
の
代
用
食
と
し
て
韓
国
で
定
着
し
て
い
く
。
韓
国
で
発
売
さ
れ
た
最
初
の
ラ
ー
メ
ン
は
、

「
三
養
（
サ
ム
ヤ
ン
）
ラ
ー
メ
ン
」
。
そ
の
後
、
韓
国
で
も
馴
染
み
深
い
牛
骨
（
소
골
ソ
ギ
ョ
ル
）
の
ス
ー
プ
と
合
わ
せ

た
も
の
な
ど
様
々
な
商
品
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

【
日
本
と
韓
国
に
共
通
す
る
ラ
ー
メ
ン
の
食
文
化
】

 

 
日
本
も
韓
国
と
も
に
ラ
ー
メ
ン
は
戦
後
に
普
及
し
た
歴
史

が
あ
り
、
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
て
い
た
。
沸
騰

し
た
お
湯
に
よ
っ
て
簡
単
に
高
カ
ロ
リ
ー
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、
衛
生

的
に
も
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
で
も
大
災
害
時
に
は
、
多
く
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
被
災
地
に

寄
付
さ
れ
て
い
る
（
５
）
（
図

1）
。
 

調
査
Ⅱ

 ラ
ー
メ
ン
が
貧
困
問
題
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る

 

 
ラ
ー
メ
ン
の
麺
は
原
料
が
小
麦
（
炭
水
化
物
）
で
あ
り
、
現
在
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
は
、
ほ
ぼ
ノ
ン
フ
ラ
イ
製
法
に
よ
っ
て

製
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
湯
戻
り
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
長
期
間
の
保
存
が
可
能
で
あ
り
、
水
が
無
い
地
域
で
も
乾
燥

し
た
状
態
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ラ
ー
メ
ン
麺
は
食
料
支
援
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。

 

【
ラ
ー
メ
ン
に
よ
る
食
糧
支
援
に
つ
い
て
】
 

 
国
際
世
界
食
糧
計
画
（

W
or
ld
 
F
oo
d
 P
r
og
r
am
）
は
、
学
校
給
食
を
入
れ
る
容
器
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
」

（
税
込

50
0
円
）
の
販
売
し
て
お
り
、
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
を
ご
購
入
い
た
だ
く
と
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
国
連

W
FP
の
学
校
給
食

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
付
さ
れ
、
一
個
の
購
入
に
つ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
約
４
日
分
の
給
食
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
図

2）
 

【
図

2
】
緊
急
支
援
す
る
国
一
覧

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

 
イ
エ
メ
ン

 
ウ
ク
ラ
イ
ナ

 
エ
チ
オ
ピ
ア

 
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

 

サ
ヘ
ル

 
シ
リ
ア

 
ス
ー
ダ
ン

 
ソ
マ
リ
ア

 
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

 

ハ
イ
チ

 
パ
レ
ス
チ
ナ

 
ミ
ャ
ン
マ
ー

 
レ
バ
ノ
ン

 
南
ス
ー
ダ
ン

 

（
出
典
：
国
際
世
界
食
糧
計
画

H
P
よ
り
作
成
）

 

『
国
連

W
F
P
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
 

国
連

W
F
P
が
給
食
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
使
っ
て
い
る
赤
い
カ
ッ
プ
を
目
印
に
、

 
レ
ッ
ド

カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
す
る
企
業
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
マ
ー
ク
の
つ
い
た
商
品
が
発

売
さ
れ
、

 対
象
商
品
を
購
入
す
る
と
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
が
企
業
か
ら
寄
付
さ
れ
る
。
 

 
国
際

WE
P
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
日
清
食
品
や
農
心
も
参
加
し
て
い
る
。

 

企
業
名

 
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
年
数
（
商
品
）

 
寄
付
金
額
ま
た
は
寄
付
し
た
量

 

日
清
食
品

 
２
０
１
２
年
～
２
０
２
３
年
（
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
等
）

 
累
計
３
億
３
３
０
０
万
円

 

農
心
 

２
０
１
１
年
～
２
０
２
３
年
（
辛
ラ
ー
メ
ン
）

 
累
計
２
６
０
０
万
人
以
上

 

（
出
典
：
日
清
食
品

H
P
及
び
農
心

H
P
よ
り
作
成
）

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
探
究
で
は
、
両
国
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
麺
と
い
う
角
度
か
ら
貧
困
問
題
へ
の
食
糧
支
援
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
に
よ
る
貧
困
解
決
の
糸
口
に
な
る
可
能
性
と
し
て
国
連

WF
P
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
に

よ
っ
て
貧
し
く
暮
ら
す
人
々
が
ラ
ー
メ
ン
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

（
１
）

Ba
r
ak
 
Ku
s
hn
e
r
，
幾
島

 幸
子
訳

(2
0
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)
.『
ラ
ー
メ
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の
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史
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―
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国
民
食
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店
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大
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製
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.
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具
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薫

 

h
t
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h
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a
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（
５
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Ze
n
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株
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会
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S
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s
を
ビ
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業
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S
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p
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/
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図

1】
 

27



合
理
的
な
食
文
化
と
歴
史
的
な
食
文
化
 

R
at

io
n
al

 f
o
od

 c
u
lt
u
re

 a
n
d
 H

is
to

ri
ca

l 
fo

o
d 

cu
lt
u
re

 

福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校
 
 

 
2
年

9組
 
王
野
心
菜

 
2年

9
組

 
平
田
桃
香
 

2
年

9組
 
持
田
美
虹
 

A
bs

tr
ac

t 
：
 W

e 
su

m
m

ar
iz

ed
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h
e 
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ar

ac
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ri
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ic
s 

o
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p
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e 
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d
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o
re
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o
o
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 c

u
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u
re
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b
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n
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re
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o
u
s 

re
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ar
ch

. 

C
la

ss
if
y 

it
 i
n
to

 r
at

io
n
al

 f
o
o
d
 c

u
lt
u
re

 a
n
d
 h

is
to

ri
ca

l 
fo

o
d
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u
lt
u
re
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T

h
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 h
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p
 d

ee
p
en
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n
d
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st
an

d
in

g 
o
f 
fo

o
d
 c

u
lt
u
re

  

an
d
 d

ee
p
en

 i
n
te

rn
at

io
n
al

 u
n
d
er

st
an

d
in

g.
 

K
ey

w
or

ds
 :

 f
o
o
d
 c

u
lt
u
re

, 
ra

ti
o
n
al

 f
o
o
d
 c

u
lt
u
re

 a
n
d
 h

is
to

ri
ca

l 
fo

o
d
 c

u
lt
u
re

, 
fo

lk
lo

ri
st

ic
s 

１
．
研
究
背
景
 

韓
国
瑞
甸
高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
韓
国
の
食
文
化
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
。
食
器
を
持
ち
上
げ
て
は
い
け
な
い
こ
と

や
少
し
食
材
を
食
べ
残
す
方
が
マ
ナ
ー
で
あ
る
な
ど
、
日
本
と
は
異
な
る
食
文
化
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
と
韓
国
の

食
文
化
を
比
較
し
て
い
く
と
、
そ
の
食
文
化
が
合
理
的
な
理
由
で
存
在
す
る
の
か
、
歴
史
的
な
理
由
で
存
在
す
る
の
か
に
分
類

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
私
た
ち
は
食
文
化
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
研
究
し
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

 
食
文
化
を
歴
史
的
な
理
由
と
合
理
的
な
理
由
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
い
国
際
理
解
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

食
事
を
通
じ
た
交
流
は
、
円
滑
な
人
間
関
係
の
形
成
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
政
治
に
係
る
談
合
は
食
事
中
に

行
わ
れ
て
き
た
。
相
手
国
の
食
文
化
を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と
は
、
関
係
を
よ
り
良
く
さ
せ
る
機
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 日
本
と
韓
国
の
食
文
化
を
比
較
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
 

（
１
）
日
本
の
食
文
化
を
調
査
す
る
。
（
２
）
韓
国
の
食
文
化
を
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 日
本
と
韓
国
の
食
文
化
を
「
合
理
的
な
食
文
化
」
と
「
歴
史
的
な
食
文
化
」
に
分
類
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】

 

調
査
Ⅰ
で
調
査
し
た
食
文
化
を
「
合
理
性
」
と
「
歴
史
性
」
の
観
点
で
評
価
し
、
分
類
す
る
。
 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 日
本
と
韓
国
の
食
文
化
を
比
較
す
る

 

 
欧
米
諸
国
で
は
種
子
を
蒔
く
だ
け
の
小
麦
の
生
産
を
主
と
し
た
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
水
田
を
作
っ
て
、
米
の
生
産
を
主
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
食
事
の
仕
方
も
、
欧
米
諸
国
が
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
う
の
に
対
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
箸

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
動
物
の
肉
を
切
る
た
め
に
は
、
金
属
製
の
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
が
、
米
の
飯
を
食
べ

た
り
、
柔
い
魚
を
挘
る
に
は
箸
の
方
が
便
利
で
あ
る
（
１
）
（
辻
村
明
，

19
9
9）
。
 

 
先
行
研
究
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
と
韓
国
の
類
似
点
と
し
て
箸
を
使
う
こ
と
や
食
事
中
に
「
お
茶
」
を

飲
む
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
辻
村
明
（

1
99
9
）

.
『
食
生
活
の
比
較
文
化
論
―
中
国
・
韓
国
・
日
本
に
お
け

る
食
生
活
の
類
似
性
と
相
違
性
―
』
を
参
考
に
食
文
化
を
調
査
し
、
ま
と
め
た
。

 

（
１
）

 日
本
の
食
文
化
を
調
査
す
る
。

 

飲
食
用
具
：
箸
（
木
）

 

飲
食
用
器
：
陶
磁
器
ま
た
は
木

 

日
本
食
の
特
徴
：
生
の
魚
（
寿
司
、
刺
身
）
や
天
ぷ
ら
な
ど
鮮
度
を
重
視
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
料
理
自
体
の
見

た
目
を
よ
く
す
る
た
め
の
飾
り
つ
け
が
重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
は
食
器
に
も
影
響
し
て
お
り
、
木
に
漆

を
塗
っ
た
漆
器
に
装
飾
を
施
し
た
も
の
が
高
級
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
食
事
は
基
本
的

に
個
有
（
一
人
一
人
に
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
）
す
る
料
理
が
多
く
、
一
般
的
に
分
有
（
大
皿
料
理

を
同
席
者
が
分
け
合
う
）
す
る
料
理
で
は
、
「
採
り
箸
（
取
り
分
け
る
用
の
箸
）
」
を
用
い
て
、
個

有
す
る
。
ま
た
、
箸
や
茶
碗
、
吸
物
椀
を
家
族
内
で
も
分
け
て
使
用
す
る
傾
向
が
強
い
。

 

日
本
の
風
土
：
日
本
列
島
（
島
国
）
。
四
季
が
あ
り
、
気
温
の
変
化
が
時
期
に
よ
る
温
度
差
が
激
し
い
こ
と
と
、
生

の
魚
を
食
べ
、
水
源
が
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
に
、
衛
生
に
つ
い
て
敏
感
で
清
潔
感
を
極
度
に
要
求
す

る
国
民
性
を
も
っ
て
い
る
。

 

（
２
）

 韓
国
の
食
文
化
を
調
査
す
る
。
 

飲
食
用
具
：
箸
（
木
ま
た
は
金
属
）
、
ス
プ
ー
ン
（
木
ま
た
は
金
属
）

 

飲
食
用
器
：
陶
磁
器
ま
た
は
金
属
器

 

韓
国
食
の
特
徴
：
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
に
代
表
さ
れ
る
香
辛
料
（
唐
辛
子
）
に
よ
る
保
存
を
利
用
し
た
料
理
が
多
い
。
魚
と

肉
（
牛
と
豚
、
鶏
）
を
同
程
度
食
べ
て
お
り
、
料
理
は
基
本
的
に
大
皿
で
提
供
さ
れ
る
た
め
分
有
す

る
。
食
卓
を
埋
め
尽
く
す
こ
と
が
礼
儀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
差
を
つ
け
た
配
膳
は
さ
れ
ず
、
多

種
多
様
な
小
鉢
の
料
理
が
あ
る
。
箸
や
食
器
は
、
歴
史
的
に
は
銀
な
ど
の
金
属
製
が
好
ま
れ
、
毒
物

の
混
入
を
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
、
武
器
に
な
る

2
つ
の
利
点
が
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
箸

の
お
き
方
は
縦
置
き
で
、
箸
先
は
相
手
を
向
い
て
い
る
。
金
属
器
は
熱
伝
導
率
が
大
き
い
た
め
、
食

器
を
持
ち
上
げ
る
文
化
は
な
く
、
代
わ
り
に
ス
プ
ー
ン
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
移
り
箸
」
や

「
迷
い
箸
」
「
箸
渡
し
」
は
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
が
あ
る
と
し
て
、
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

 

韓
国
の
風
土
：
朝
鮮
半
島
（
半
島
）
。
内
陸
地
と
沿
岸
部
に
よ
っ
て
地
理
的
な
条
件
が
異
な
る
。
緯
度
が
高
い
た
め

冬
季
の
気
温
が
低
く
、
香
辛
料
（
唐
辛
子
）
に
よ
る
保
存
・
発
酵
が
発
展
し
た
。

 

調
査
Ⅱ

 日
本
と
韓
国
の
食
文
化
を
「
合
理
的
な
食
文
化
」
と
「
歴
史
的
な
食
文
化
」
に
分
類
す
る

 

【
前
提
条
件
】

 

 
本
研
究
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
を
調
査
し
た
が
「
合
理
的
な
食
文
化
」
「
歴
史
的
な
食
文
化
」
と
い
う
言
葉
は
見
つ
け
ら
れ

ず
、
こ
れ
は
「
食
文
化
」
と
い
う
言
葉
に
「
合
理
的
」
か
つ
「
歴
史
的
」
な
要
素
を
内
包
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
研
究
は
国
際
理
解
を
深
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
「
合
理
的
な
食
文
化
」
と
「
歴
史
的
な
食
文
化
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

 

「
合
理
的
な
食
文
化
」
の
定
義
：
地
理
的
な
条
件
や
民
族
性
、
生
活
様
式
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
食
文
化

 

「
歴
史
的
な
食
文
化
」
の
定
義
：
慣
習
や
歴
史
的
な
背
景
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
食
文
化

 

【
合
理
的
な
食
文
化
】

 

日
本
：
タ
ン
パ
ク
質
を
魚
や
豆
類
、
米
が
主
食
で
あ
っ
た
た
め
、
飲
食
用
具
で
箸
を
用
い
た
。
生
の
魚
を
食
し
て
い
た
こ
と
か

ら
衛
生
に
敏
感
で
、
基
本
的
に
料
理
を
個
有
す
る
た
め
食
器
を
持
つ
文
化
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
熱
が
伝
わ
り
に

く
い
陶
磁
器
や
木
が
飲
食
用
器
に
用
い
ら
れ
た
。

 

韓
国
：
中
国
か
ら
の
文
化
が
直
接
流
入
し
た
こ
と
と
米
が
主
食
で
あ
っ
た
た
め
、
飲
食
用
具
で
箸
を
用
い
た
。
分
有
す
る
料
理

が
多
い
こ
と
と
飲
食
用
器
に
金
属
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
食
器
を
持
ち
上
げ
な
い
文
化
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
汁

物
を
掬
っ
て
食
べ
る
た
め
に
ス
プ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

【
歴
史
的
な
食
文
化
】

 

日
本
：
国
風
文
化
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し
い
美
的
感
覚
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
料
理
や
食
器
を

“
飾
る
”
風
潮
が
あ
る
。
そ
の
風
潮
と
衛
生
に
敏
感
な
日
本
人
の
気
質
か
ら
、
箸
先
が
机
に
つ
か
な
い
よ
う
に
主
と
し

て
陶
器
の
「
箸
置
き
」
と
い
う
文
化
が
あ
る
。
こ
れ
は
料
理
を
個
有
す
る
考
え
方
の
古
く
は
奈
良
時
代
と
さ
れ
、
一
人

一
人
が
銘
々
膳
を
用
い
て
い
た
（
２
）
（
車
政
弘
，

1
9
9
7
）
歴
史
か
ら
共
同
膳
形
式
（
ち
ゃ
ぶ
台
や
食
卓
な
ど
）
に
変
遷

し
て
い
く
過
程
で
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
。

 

韓
国
：
王
侯
貴
族
の
食
事
に
毒
物
が
混
入
さ
れ
て
い
な
い
か
を
視
認
す
る
た
め
に
、
銀
な
ど
の
金
属
器
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
朝
鮮
時
代
の
宮
廷
料
理
か
ら
派
生
し
た
韓
定
食
が
影
響
し
て
い
る
た
め
、
食
卓
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
料
理

を
提
供
す
る
こ
と
が
良
い
と
す
る
文
化
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
共
同
膳
形
式
の
文
化
と
分
有
す
る
料
理
の
文
化

が
発
展
し
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
日
本
と
韓
国
の
食
文
化
に
注
目
し
、
食
文
化
を
合
理
的
な
食
文
化
と
歴
史
的
な
食
文
化
に
分
け
て
考
え
た
が
、
研
究
を
は
じ

め
る
に
あ
た
り
、
時
間
軸
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
元
来
は
合
理
的
な
理
由
か
ら
形
成
さ
れ
た
食
文
化
が
途
中
で
変
化

し
、
歴
史
的
な
食
文
化
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
柄
が
多
々
あ
っ
た
。
人
間
文
化
の
研
究
を
大
学
で
行
う
際
に
は
、
し
っ
か
り
と

時
間
軸
を
設
定
し
た
い
と
思
う
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

（
１
）
辻
村
明
（

1
9
9
9
）

.
『
食
生
活
の
比
較
文
化
論
―
中
国
・
韓
国
・
日
本
に
お
け
る
食
生
活
の
類
似
性
と
相
違
性
―
』

.
流

通
経
済
大
学
論
集

 

（
２
）
車
政
弘
（

1
9
9
7
）

.『
「
食
習
採
集
手
帖
」

 
に
み
る
食
卓
・
膳
の
使
わ
れ
方
』

.
 
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
研
究
報
告

第
3
0巻
及
び
日
本
デ
ザ
イ
ン
学
会
研
究
発
表
大
会
概
要
集

4
4 
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文
化
と
民
族
衣
装
―
日
本
と
韓
国
の
伝
統
衣
装
と
そ
の
変
遷
―
 

C
u
lt
ur

e 
an

d 
tr

ad
it
io

na
l 
co

st
u
m

es
 

―
T

ra
d
it
io

n
al

 c
o
st

u
m

es
 o

f 
Ja

p
an

 a
nd

 K
o
re

a 
an

d
 t

h
ei

r 
tr

an
si

ti
on
―

 

福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校
 
 

2
年

4
組

 庄
司
実
由

 
2年

5
組

 
川
邊
樹

 
2
年
5
組

 
佐
藤
杏
果

 
2年

5
組

 藤
波
伊
織

 

A
bs

tr
ac

t 
：
 W

e 
fo

cu
se

d
 o

n
 J

ap
an

es
e 

an
d
 K

o
re

an
 f
as

h
io

n
 a

n
d
 i
n
ve

st
ig

at
ed

 w
h
et

h
er

 i
t 

is
 a

 c
u
lt
u
re

 f
o
rm

ed
 f
ro

m
  

tr
ad

it
io

n
al

 c
o
st

u
m

es
. 

In
 c

o
n
cl

u
si

o
n
, 
it
 w

as
 f
o
u
n
d
 t

h
at

 J
ap

an
es

e 
an

d
 K

o
re

an
 f
as

h
io

n
s 

ar
e 

tr
an

sf
o
rm

in
g 

fr
o
m

 c
u
lt
u
ra

l 
 

co
st

u
m

es
 t

o
 c

u
lt
u
re

-
fo

rm
in

g 
co

st
u
m

es
. 

W
e 

w
as

 a
b
le

 t
o
 l
ea

rn
 w

h
y 

tr
ad

it
io

n
al

 e
th

n
ic

 c
o
st

u
m

es
 a

re
 s

o
 s

p
ec

ia
l.
 

K
ey

w
or

ds
 :

 c
u
lt
u
re

, 
fo

lk
lo

re
, 
tr

ad
it
io

n
al

 c
o
st

u
m

e
s,

 s
u
b
cu

lt
u
re

 

１
．
研
究
背
景
 

韓
国
瑞
甸
高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
と
韓
国
の
伝
統
的
な
衣
装
で
あ
る
「
和
装
（
き
も
の
）
」
と
「
韓
服
（
ハ
ン
ボ

ク
）
」
が
世
界
的
に
も
有
名
な
民
族
衣
装
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
の
衣
装
も
そ
の

国
の
文
化
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
「
振
袖
」
は
未
婚
女
性
の
第
一
礼
装
で
あ
る
が
、
韓

国
に
も
同
様
に
未
婚
女
性
が
着
る
こ
と
が
で
き
る
「
真
紅
の
チ
マ
」
と
「
黄
色
の
チ
ョ
ゴ
リ
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
両
国
の
文
化
と
し
て
「
家
」
と
い
う
概
念
が
あ
り
、
結
婚
は
「
家
に
嫁
ぐ
」
と
い
う
ほ
ど
人
で
は
な
く
「
家
柄
」
を

重
視
し
て
き
た
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
衣
装
で
あ
る
。
私
た
ち
は
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
衣
装
に
つ
い
て
探
究
し
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

 
日
本
と
韓
国
の
伝
統
的
な
衣
装
が
、
両
国
に
共
通
す
る
独
特
な
文
化
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
現

代
の
衣
装
に
お
け
る
新
し
い
文
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
研
究
は
、
文
化
が
衣
装
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 男
性
と
女
性
の
伝
統
衣
装
の
差
を
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
日
本
と
韓
国
そ
れ
ぞ
れ
の
男
性
と
女
性
の
衣
装
が
生
ま
れ
た
経
緯
を
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 現
代
の
日
本
と
韓
国
の
衣
装
の
変
化
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
日
本
と
韓
国
の
現
代
の
文
化
と
衣
装
に
つ
い
て
の
共
通
点
と
相
違
点
を
ま
と
め
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 男
性
と
女
性
の
伝
統
衣
装
の
差
を
調
査
す
る

 

日
本
の
男
性
衣
装
：
黒
羽
二
重
五
つ
紋
付

 

男
性
の
第
一
礼
装
で
あ
り
、
年
齢
問
わ
ず
冠
婚
葬
祭
で
着
用
さ
れ
る
。
「
袴
」
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本

書
紀
』
に
も
登
場
す
る
ほ
ど
歴
史
が
深
い
が
、
男
袴
や
馬
乗
り
袴
と
い
わ
れ
る
股
の
割
れ
た
も
の
が
礼
服

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
武
家
文
化
と
い
わ
れ
て
い
る
（
１
）
。
 

韓
国
の
男
性
衣
装
：
パ
ジ

 チ
ョ
ゴ
リ
（
바
지
저
고
리
）

 

パ
ジ
と
呼
ば
れ
る
ズ
ボ
ン
と
男
性
韓
服
（
「
チ
ョ
ゴ
リ
」
は
上
衣
の
こ
と
）
を
あ
わ
せ
た
も
の
。
祝
い
の

席
に
着
用
す
る
。
元
来
は
紀
元
前

3
世
紀
の
高
句
麗
古
墳
に
描
か
れ
て
い
る
騎
馬
民
族
の
衣
装
「
胡
服
」
が

源
流
と
な
っ
て
い
る
（
２
）
。
 

日
本
の
女
性
衣
装
：
黒
留
袖

 

女
性
の
第
一
礼
装
で
あ
り
、
既
婚
女
性
が
冠
婚
葬
祭
で
着
用
す
る
。
色
留
袖
は
未
婚
既
婚
に
関
わ
ら
ず
礼

装
と
し
て
着
用
さ
れ
る
。
現
代
の
留
袖
は
江
戸
時
代
の
化
政
文
化
で
芸
者
か
ら
流
行
し
た
と
言
わ
れ
、
こ

れ
は
婚
礼
衣
装
で
あ
っ
た
振
袖
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
も
の
だ
っ
た
（
３
）
。
 

韓
国
の
女
性
衣
装
：
チ
マ

 チ
ョ
ゴ
リ
（
치
마
저
고
리
）

 

チ
マ
と
呼
ば
れ
る
ス
カ
ー
ト
と
男
性
よ
り
短
い
チ
ョ
ゴ
リ
を
あ
わ
せ
た
も
の
。
パ
ジ

 
チ
ョ
ゴ
リ
と
同
様
に

高
句
麗
古
墳
の
壁
画
か
ら
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
儒
教
を
基
盤
と
し
た
身
分
制
度
に
よ
っ
て
、
元
来

は
身
分
や
年
齢
に
よ
っ
て
、
色
や
素
材
が
決
め
ら
れ
て
い
た
（
２
）
。
 

 
こ
の
調
査
か
ら
、
日
本
の
和
装
（
き
も
の
）
に
比
べ
、
韓
国
の
韓
服
（
ハ
ン
ボ
ク
）
の
歴
史
が
深
く
、
か
つ
宗
教
色
が
強
い

衣
装
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
日
本
の
和
装
（
き
も
の
）
の
変
遷
は
、
長
い
武
家
社
会
と
い
う
身
分
社
会
の
中
で

生
ま
れ
、
そ
れ
が
庶
民
の
生
活
の
中
で
年
々
変
容
し
た
た
め
「
社
会
文
化
モ
デ
ル
」
の
伝
統
衣
装
と
す
る
。
ま
た
、
韓
国
の
韓

服
（
ハ
ン
ボ
ク
）
の
変
遷
は
、
中
国
か
ら
の
儒
教
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
た
め
、
政
や
宗
教
的
な
祭
事
に
よ
り
チ
マ
の
長
さ

以
外
は
大
き
な
変
更
な
く
変
容
し
た
た
め
「
宗
教
文
化
モ
デ
ル
」
の
伝
統
衣
装
と
す
る
。
以
下
の
調
査
Ⅱ
で
は
、
「
社
会
文
化

モ
デ
ル
」
の
日
本
と
「
宗
教
文
化
モ
デ
ル
」
の
韓
国
と
い
う
視
点
で
現
代
の
両
国
の
衣
装
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

調
査
Ⅱ

 現
代
の
日
本
と
韓
国
の
衣
装
の
変
化
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

（
１
）
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
輸
入

 

 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（

f
a
s
h
i
o
n
）
と
は
、
人
々
の
間
で
流
行
し
て
い
る
服
装
を
指
す
言
葉
だ
が
、
元
来
日
本
語
や
韓
国
語

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
念
＊
を
表
す
言
葉
は
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
も
韓
国
も
“

f
a
s
h
i
o
n
”
を
“
流
行
”
“
패
션
”
と

訳
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
の
衣
装
は
、
文
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ら
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ

る
も
の
に
変
容
し
た
。

 

＊
f
as
h
io
nの
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の

f
a
ct
i
oに
あ
り
、
こ
れ
は
「
作
る
こ
と
、
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
 

（
２
）
「
社
会
文
化
モ
デ
ル
」
の
日
本

 

 
2
0
0
0
年
以
降
、
日
本
で
は
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
全
国
規
模
で
広
が
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
広
が
り
、
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
さ
ら
に
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
急
速
に
変
容

し
て
い
っ
た
。
和
装
（
き
も
の
）
が
民
衆
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
っ
た
「
社
会
文
化
モ
デ
ル
」
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、

多
種
多
様
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
発
達
し
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
こ
で
の
“
サ
ブ
”
と
は
、
上
位
文
化
に
対
す

る
下
位
文
化
と
い
う
認
識
を
よ
く
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
上
位
文
化
・
全
体
文
化
・
主
流
文
化
・
通
念
的
文
化
の

4
つ
の

観
点
が
あ
る
（
４
）
（
難
波

,
2
0
0
6
）
。
日
本
の
現
代
の
衣
装
は
、
和
装
（
き
も
の
）
を
上
位
文
化
や
通
念
的
文
化
と
し
て

捉
え
て
い
る
傾
向
が
強
い
。

 

（
３
）
「
宗
教
文
化
モ
デ
ル
」

 

 
朝
鮮
戦
争
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
救
済
品
と
し
て
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
普
及
し
、
時
代
と
と
も
に
韓
服
は
祭

事
に
着
用
す
る
特
別
な
衣
装
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
た
。
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
登
場
し
た
際
に
は
、
政
府
が
取
り
締
ま
る

な
ど
衣
装
の
変
容
に
対
す
る
対
処
は
、
韓
国
が
「
宗
教
文
化
モ
デ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。

19
8
0年

代
か
ら
は
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
基
本
的
に
は
日
本
と
同
様
に
多
種
多
様
な
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
が
発
展
し
て
い
っ
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
探
究
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
着
用
し
て
い
る
洋
服
が
“
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
”
と
い
う
作
り
出
す
概
念
が
入

っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
も
韓
国
も
文
化
か
ら
形
成
さ
れ
る
衣
装
を

着
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
文
化
を
上
位
文
化
や
通
念
的
文
化
と
し
て
“
特
別
な
”
文
化
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
物
を

作
り
出
す
余
白
を
形
成
し
て
い
た
（
図

1
）
。
こ
こ
か
ら
、

私
た
ち
は
今
後
も
同
様
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
の
文
化

を
新
し
い
何
か
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
新
た
な
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
も
社
会
の
動
向
に
注
目

し
、
文
化
と
衣
装
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
研

究
し
続
け
た
い
。

 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

（
１
）
佐
藤
真
理
子

,
熊
谷
伸
子

,
小
出
治
都
子
（

2
0
1
9
）

.
『
和
装
に
お
け
る
袴
の
存
在
意
義

 
:
 
市
場
の
現
状
と
マ
ン
ガ
分
析
、

機
能
性
検
討
、
そ
し
て
新
た
な
可
能
性
を
探
る
』

.
 フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
論
文
誌

 

（
２
）
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
韓
服
」

.
 
h
tt
p
s:
/
/j
a
.w
i
ki
p
ed
i
a
.
or
g
/w
i
ki
/
%E
9
%9
F
%9
3
%E
6%
9
C
%8
D
 

（
３
）
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
留
袖
」

.
 
h
tt
p
s:
/
/j
a
.w
i
ki
p
ed
i
a
.
or
g
/w
i
ki
/
%E
7
%9
5
%9
9
%E
8%
A
2
%9
6
 

（
４
）
難
波
功
士
（

2
0
06
）
.『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
概
念
の
現
状
を
め
ぐ
っ
て
』

.
 関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要

 

文
化

文
化

文
化

fa
sh

io
nの
概
念
で

作
り
出
し
た
文
化

和
装
（
き
も
の
）

図
1
 
元
来
の
文
化
を
置
き
換
え
る
図
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コ
ン
テ
ン
ツ
の
貿
易
の
発
展
と
危
機
に
つ
い
て
 

A
b
ou

t 
th

e 
d
ev

el
op

m
en

t 
an

d 
cr

is
is

 o
f 
co

n
te

n
t 

tr
ad

e 

福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校
 
 
 
 
 
2
年

2組
 
馬
塲
曜
平

 
2年

5
組

 
中
西
海
斗
 

2
年

7
組

 
今
村
優
斗
 

2
年

10
組

 
坂
本
椋
平
 

A
bs

tr
ac

t 
：
 J

ap
an

's
 a

n
im

at
io

n
 i
n
d
u
st

ry
 c

an
 b

e 
p
ro

u
d
 t

o
 t

h
e 

w
o
rl
d
. 

H
o
w

ev
er

, 
Ja

p
an

's
 c

o
n
te

n
t 

tr
ad

e 
h
as

 n
o
t 

b
ee

n
 a

b
le

 t

o
 d

o
m

in
at

e 
th

e 
w
o
rl
d
 m

ar
ke

t.
 I
t 

tu
rn

s 
o
u
t 

th
at

 t
h
e 

ca
u
se

s 
o
f 
th

is
 a

re
 "

Ja
p
an

es
e 

la
n
gu

ag
e"

 a
n
d
 "

m
an

ga
 c

u
lt
u
re

."
 
T

h
ey

 

se
ar

ch
ed

 f
o
r 

w
ay

s 
to

 e
xp

an
d
 t

h
e 

m
ar

ke
t 

si
ze

 w
h
ile

 p
re

se
rv

in
g 

th
e 

cu
lt
u
re

 o
f 
Ja

p
an

es
e 

an
im

at
io

n
. 

K
ey

w
or

ds
 :

 J
ap

an
es

e 
an

im
at

io
n
, 
co

n
te

n
t 

tr
ad

e,
 p

la
tf

o
rm

 

１
．
研
究
背
景
 

韓
国
瑞
甸
高
校
と
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
と
韓
国
と
の
貿
易
は
半
導
体
が
主
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
同
時
に
日
本
か

ら
海
外
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
輸
出
も
半
導
体
に
迫
る
ほ
ど
大
き
な
シ
ェ
ア
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
特
に
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
は
海
外
に
お
い
て
“
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
”
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
世
界
的
に
も
評
価
が
高
い
（
１
）
（
日
経
ク
ロ
ス
ト
レ
ン
ド

,
2
0

2
4
）
。
し
か
し
、
視
聴
覚
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
は
、
世
界
貿
易
機
関
に
よ
る
と
日
本
は
全
体
の

3
.
2
%
し
か
な
く
、

N
e
t
f
l
i
xや

A
m
a
z
o
n
 
P
r
i
m
e
 
v
i
d
e
o
な
ど
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
“
お
家
芸
”
と
も
言
わ
れ
て
い
る
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
は
現
在
で
は
海
外
に
市
場
の

6
割
も
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
日
常
的
に
身
近
な
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
一
体
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、
研
究
し
た
。

 

 ２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

 
コ
ン
テ
ン
ツ
貿
易
に
お
け
る
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
な
ぜ
海
外
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
守
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
輸
出
額
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経
済
的
に
も
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ３
．
研
究
方
法

 

 
【
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
】

 

手
書
き
ア
ニ
メ
―
シ
ョ
ン
（
２
）
（
高
橋
・
津
堅

,2
0
11
）
。
現
在
の
商
業
的
主
流
を
占
め
て
お
り
、
海
外
で
は

 A
n
im
e
 と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
デ
ジ
タ
ル
手
書
き
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
る
。

 

 

日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
な
ぜ
世
界
的
に
人
気
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
界
市
場
を
取
れ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め

に
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ

 日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
的
に
人
気
の
理
由
を
調
査
す
る

 

調
査
Ⅱ

 日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
の
市
場
を
席
捲
で
き
な
い
理
由
を
調
査
す
る

 

 ４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
的
に
人
気
の
理
由
を
調
査
す
る

 

 
日
本
ア
ニ
メ
は
他
国
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
り
、
自
由
で
独
創
的
な
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。

 
登
場
人
物
の
心
情
描

写
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
豊
富
で
、
共
感
し
や
す
く
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
多
い
。

 
テ
ー
マ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
社
会
問

題
や
人
間
の
内
面
に
深
く
踏
み
込
ん
で
お
り
、
視
聴
者
に
共
感
を
生
む
（
３
）
（
【
最
新
版

2
0
2
4
】
海
外
で
人
気
の
ア
ニ
メ
を
徹

底
解
説

,
2
0
2
4
）
。
ま
た
、
日
本
の
“
オ
タ
ク
文
化
”
も
人
気
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ニ
メ
関

連
商
品
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
、
単
な
る
視
聴
か
ら
体
験
と
消
費
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

【
海
外
で
人
気
の
ア
ニ
メ
作
品
】

 

1 位
 

ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル

 
2 位
 

ワ
ン
ピ
―
ス
 

3
位
 
ナ
ル
ト

 
4 位
 

ポ
ケ
ッ
ト
 

モ
ン
ス
タ
ー
 

5 位
 

ジ
ョ
ジ
ョ
の

奇
妙
な
冒
険
 

6 位
 

銀
魂

 
7 位
 

ハ
ン
タ
ー
 

ハ
ン
タ
ー
 

8
位
 
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン

 

9 位
 

カ
ウ
ボ
ー
イ
 

ビ
バ
ッ
プ
 

1
0

位
 

進
撃
の
巨
人
 

（
出
典
：
専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
東
京
の
デ
ー
タ
よ
り
作
成
）
 

 
な
お
、

2
0
2
4
年
現
在
に
人
気
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は

1
位
「
鬼
滅
の
刃
」

2
位
「
呪
術
廻
戦
」

3
位
「
進
撃
の
巨
人
」
で
あ
る

（
専
門
学
校
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
東
京

,
2
0
2
4
）
。
い
ず
れ
も
独
創
的
な
世
界
観
が
あ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
日
本
特
有
の
世
界

観
で
制
作
さ
れ
た
漫
画
＊
か
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

＊
日
本
の
漫
画
は
“

c
o
mi
c”
で
は
な
く
、
“

MA
N
GA
”
と
表
記
さ
れ
る
ほ
ど
世
界
の
共
通
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

 

 
こ
こ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
世
界
的
に
も
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
世
界
中
を
魅
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、

世
界
の
市
場
を
席
捲
で
き
て
い
な
い
。

 

調
査
Ⅱ

 日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
の
市
場
を
席
捲
で
き
な
い
理
由
を
調
査
す
る

 

 
調
査
Ⅰ
で
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
人
気
の
理
由
を
調
査
し
た
。
調
査
の
結
果
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
海
外
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較
し
て
も
質
が
よ
い
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
れ
も
長
編
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
量

が
関
係
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
「
日
本
語
」
に
注
目
し
た
。

 

（
１
）
視
聴
覚
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
外
国
企
業
で
あ
る

 

日
本
語
は
言
語
と
し
て
難
し
い
。
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（

U
N
E
S
C
O
）
に
よ
る
と
、
日
本
語
は
世
界
の
難
し

い
言
語
ラ
ン
キ
ン
グ
で

5
位
で
あ
る
。

N
e
t
f
l
i
x
タ
イ
ト
ル
数
は
英
語
の
次
に
日
本
語
が
多
い
が
、
翻
訳
が
で
き
て
い
な

い
関
係
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
が
で
き
て
お
ら
ず
、
地
域
限
定
配
信
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
限
ら
な
い

が
、
日
本
語
の
視
聴
覚
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
言
語
が
日
本
語
で
あ
る
こ
と
が
市
場
の
規
模
を
狭
く
し
て
い
る
（
図

1）
。
 

（
２
）
漫
画
を
原
作
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い

 

 
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に

漫
画
を
原
作
に
し
て
い
る
た
め
、
タ
イ
ム

ラ
グ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
」
は

1
9
9
4
年
か
ら
連
載
が
始
ま
り
、

1
9
9

6
年
に
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
が
、
韓
国
で
そ
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
放
送
さ
れ
た
の
は

2
0
0

0
年
で
あ
る
（
小
学
館

H
P
参
照
）
。
す
な
わ

ち
、
原
作
が
連
載
さ
れ
て
か
ら

6
年
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
間
に
社
会
は
劇
的
に
変
化

し
て
い
る
。
現
在
で
は
漫
画
原
作
で
あ
っ

て
も
早
く
ア
ニ
メ
化
し
て
、
海
外
に
輸
出
し
て
い

る
が
、
原
作
が
ア
ニ
メ
化
す
る
と
、
原
作
に
追
い
つ
い
て
し
ま
い
、
世
界
観
を
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
原
作

フ
ァ
ン
の
多
い
海
外
で
人
気
を
落
と
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

 

 ５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
本
研
究
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
の
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
に
は
制
作
物
が
「
日
本
語
」
で
あ
る
こ
と
と
「
漫
画
が
原
作
」
で
あ
る
問

題
点
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

2
点
は
海
外
か
ら
模
倣
さ
れ
に
く
い
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
参
入
障
壁
機
能
も
果
た
し

て
い
る
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
解
決
方
法
は

N
e
t
f
l
i
x
と
同
規
模
の
視
聴
覚
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

日
本
企
業
で
つ
く
り
、
日
本
語
コ
ン
テ
ン
ツ
を
優
先
的
に
海
外
向
け
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の

G
A
F
A
に
対

抗
で
き
る
資
本
を
持
つ
企
業
を
日
本
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。
世
界
市
場
を
広
げ
る
こ
と
と
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
を
守
る

2
つ
を
同
時
に
解
決
す
る
方
法
は
難
し
い
が
今
後
も
研
究
を
継
続
し
た
い
。

 

 参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

（
１
）
日
経
ク
ロ
ス
ト
レ
ン
ド
（

2
0
1
4
）

.
「
海
外
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を
調
査

 
1
2
カ
国
で
最
も
視
聴
さ
れ
た
日
本
ア
ニ
メ
は
？
」

. 

h
t
t
ps
:
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ni
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e
nt
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２
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光
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版
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３
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0
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図
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出
典
：
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
よ
り
引
用

 （６）地域連携事業（棚田を用いての農業に関する探究活動）

1 目的

　教科等横断的カリキュラムの一環として、糸
島市にある棚田を活用した農業に関する探究
を実施する。その過程で農業に関わる問題点や、
他校、地域との協働学習を行うことで、探究活
動の充実を図る。

《協力していただいた方》
二丈赤米産直センター　
吉住公洋 氏（糸島高校OB）
【令和６年度活動実績】
令和６年３月２６日（火）
二丈赤米産直センターで吉住氏と協議
令和６年５月２２日（水）
二丈赤米産直センターの現地視察打ち合
わせ
令和６年６月１２日（水）
二丈赤米産直センターの現地視察

令和６年８月夏季休業中
二丈赤米産直センター現地視察
令和６年８月２２日（木）
総合的な探究の時間の公開授業でスライド
発表準備
令和６年１０月２４日（木）
総合的な探究の時間の公開授業でスライド
発表を実施
令和６年１１月６日（水）
宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校との交流
令和６年１１月２０日（水）
佐賀県立伊万里実業高等学校との交流
令和７年１月６日（月）
研究要項を第１０回高校生国際シンポジウ
ムに提出
令和７年１月１７日（金）
選考結果通知（５件中１件通過）
令和７年２月１９日（水）・２０日（木）
高校生国際シンポジウム発表（鹿児島県宝山
ホール）

2 活動報告
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（６）地域連携事業（棚田を用いての農業に関する探究活動）

1 目的

　教科等横断的カリキュラムの一環として、糸
島市にある棚田を活用した農業に関する探究
を実施する。その過程で農業に関わる問題点や、
他校、地域との協働学習を行うことで、探究活
動の充実を図る。

《協力していただいた方》
二丈赤米産直センター　
吉住公洋 氏（糸島高校OB）
【令和６年度活動実績】
令和６年３月２６日（火）
二丈赤米産直センターで吉住氏と協議
令和６年５月２２日（水）
二丈赤米産直センターの現地視察打ち合
わせ
令和６年６月１２日（水）
二丈赤米産直センターの現地視察

令和６年８月夏季休業中
二丈赤米産直センター現地視察
令和６年８月２２日（木）
総合的な探究の時間の公開授業でスライド
発表準備
令和６年１０月２４日（木）
総合的な探究の時間の公開授業でスライド
発表を実施
令和６年１１月６日（水）
宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校との交流
令和６年１１月２０日（水）
佐賀県立伊万里実業高等学校との交流
令和７年１月６日（月）
研究要項を第１０回高校生国際シンポジウ
ムに提出
令和７年１月１７日（金）
選考結果通知（５件中１件通過）
令和７年２月１９日（水）・２０日（木）
高校生国際シンポジウム発表（鹿児島県宝山
ホール）

2 活動報告
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3 探究活動の成果物（研究要項）

（高校生国際シンポジウム出場）
「持続的生産を可能にする水田の酸化還元反応
について」

「赤米が赤い理由について」
「赤米の果皮・種皮が固い理由」
「江戸時代の主食について」
「赤米と白米の栄養価と育成期間の違い」
「赤米の活用方法」
「赤米の栄養が高い理由」
「赤米の伝来と発展」

令和７年３月１１日（火）
　糸学中間発表会
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「赤米の活用方法」
「赤米の栄養が高い理由」
「赤米の伝来と発展」

令和７年３月１１日（火）
　糸学中間発表会

持
続
的
生
産
を
可
能
に
す
る
水
田
の
酸
化
還
元
反
応
に
つ
い
て
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１
．
研
究
背
景
 

福
岡
県
糸
島
市
二
丈
の
山
間
部
に
は
広
大
な
棚
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
赤
米
」
が
育
て

ら
れ
て
い
る
。
実
地
調
査
を
行
っ
た
際
、
棚
田
を
管
理
す
る
吉
住
氏
か
ら
「
島
国
で
山
の
多
い
日
本
で
、
こ
れ
だ
け
膨
大
な
人

間
の
食
糧
を
賄
い
続
け
て
き
た
米
作
り
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
持
続
可
能
な
農
業
だ
。
同
じ
品
種
を
作
り
続
け
て
も
土
地

が
痩
せ
な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
た
。
確
か
に
、
日
本
の
田
園
風
景
は
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
景
色
で
あ
り
、
日
本
各
地
ど
こ
で

も
稲
作
は
行
わ
れ
て
い
る
。
当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
水
田
で
は
毎
年
米
を
生
産
し
て
お
り
、
土
地
が
痩
せ
て
稲
が
育
た
な
い
こ

と
や
水
稲
に
連
作
障
害
が
発
生
す
る
な
ど
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
は
水
田
だ
け
が
も
つ
特
徴
に
注
目
し
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

灌
水
時
と
落
水
時
に
お
け
る
土
壌
の
酸
化
還
元
反
応
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
水
田
が
持
続
的
生
産
を
可
能
に
す
る
理
由
に
つ

い
て
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
研
究
を
通
じ
て
、
農
林
水
産
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
人
に
と
っ
て

の
食
料
安
全
保
障
の
要
で
あ
る
お
米
（
１
）
に
注
目
し
、
私
た
ち
世
代
が
農
業
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
義
と
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
と
調
査
Ⅱ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
水
田
の
構
造
と
イ
ネ
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
（
１
）
水
田
の
構
造
や
土
壌
の
特
徴
（
２
）
他
の
植
物
と
比
較
し
た
イ
ネ
の
特
徴
を
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅱ
水
田
土
壌
の
酸
化
還
元
反
応
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
水
田
土
壌
に
お
い
て
落
水
時
（
田
面
に
水
を
張
っ
て
い
な
い
時
期
）
と
灌
水
時
（
田
面
に
水
を
張
っ

て
い
る
時
期
）
の
土
壌
の
酸
化
還
元
反
応
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ
水
田
の
構
造
と
イ
ネ
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

（
１
）

 水
田
の
構
造
と
土
壌
の
特
徴
に
つ
い
て

 

灌
水
時
の
水
田
は
大
き
く
３
層
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
（
図

1）
。
水

田
に
張
っ
て
い
る
田
面
水
が

10
c
m
程
度
で
あ
る
。
田
面
水
の
下
に
は
作

土
層
が
あ
り
、
厚
さ
は

1
0～

13
c
m
程
度
し
か
な
い
が
、
水
田
生
態
系
を
支
え
る
主
要
な
土
壌
部
分
で
あ
っ
て
、
イ
ネ
の
根
が

集
中
し
て
お
り
、
耕
作
、
施
肥
、
水
管
理
な
ど
、
イ
ネ
の
生
育
に
と
っ
て
重
要
な
層
で
あ
る
（
２
）
（
土
壌
微
生
物
研
究
会
，

1
9
9
6）
。
作
土
層
の
下
に
は
、
作
土
下
の
土
層
が
あ
り
、
そ
の
境
界
線
に
鋤
床
層
が
存
在
す
る
。
物
理
的
な
圧
力
や
コ
ロ
イ
ド

現
象
、
酸
化
鉄
や
酸
化
マ
ン
ガ
ン
の
沈
殿
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
鋤
床
層
が
あ
る
た
め
、
水
田
で
は
水
を
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
水
田
土
壌
の
一
般
的
な
性
質
は
、
粘
質
で
透
水
係
数
が
小
さ
く
、
気
相
割
合
（
土
壌
組
成
に
お
け
る
気
体
の
容
積
の
割

合
）
が
少
な
く
、
多
水
分
で
あ
る
（
３
）
（
駒
村
・
中
村
・
桝
田
，

2
00
0）
。
 

（
２
）

 イ
ネ
の
特
徴
に
つ
い
て

 

 
イ
ネ
科
イ
ネ
属
の
植
物
。
イ
ネ
科
イ
ネ
属
の
植
物
に
は

2
3
種

7
7
系
統
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

2
0
種
が
野
生
イ

ネ
で
あ
り
、

2
種
が
栽
培
イ
ネ
で
あ
る
（
４
）
（
森
島
，

1
9
9
9
）
。
私
た
ち
が
日
本
で
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種

（
日
本
型

 
Or
yz

a 
sa

ti
va
 
su
bs

p.
 
ja
po

ni
ca
）
で
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
、
中
国
な
ど
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
地
域
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
イ
ネ
は
真
の
水
生
植
物
で
は
な
い
（
５
）
（

J
oy
 
Ti
v
y
，

1
9
94
）
。
イ
ネ
は
水
分
が
飽
和
し
た
土
壌
で
よ
く
生
育
す

る
が
、
そ
れ
は
茎
葉
か
ら
根
へ
の
通
気
組
織
が
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
大
気
中
の
酸
素
が
植
物
体
内
を
通
し
て
根
へ
と
送
ら
れ

や
す
い
た
め
、
根
が
酸
素
欠
乏
に
な
り
に
く
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
特
に
根
は
浅
く
横
に
拡
張
す
る
と
と
も
に

気
孔
の
ス
ペ
ー
ス
が
空
気
を
維
持
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
嫌
気
的
状
況
で
有
利
な
生
育
を
す
る
た
め
、
雑
草
の
繁
茂
に

よ
る
競
争
も
な
く
、
あ
る
程
度
の
距
離
で
密
集
さ
せ
て
栽
培
す
る
と
、
イ
ネ
は
よ
く
生
育
す
る
た
め
、
日
本
の
田
園
風
景
は
イ

ネ
の
生
育
を
熟
知
し
た
非
常
に
理
に
か
な
っ
た
景
色
だ
っ
た
。

 

10
cm

程
度

10
cm

程
度

1m
程
度

作
土
層
（
さ
く
ど
そ
う
）

鋤
床
層
（
す
き
ど
こ
そ
う
）

（
作
土
下
の
土
層
）

畔
（
あ
ぜ
）

田
面
水

図
1 

調
査
Ⅱ
水
田
土
壌
の
酸
化
還
元
反
応
に
つ
い
て
調
査
す
る

 

【
実
地
調
査
場
所
】
 

福
岡
県
糸
島
市
二
丈
吉
井
９
８
３

 

年
間
を
通
し
て
水
田
に
よ
る
栽
培
は
イ
ネ
の
み
で
あ
り
、
冬
季
に
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
は
作
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
輪
作
農
業

は
実
施
し
て
い
な
い
。

 

【
イ
ネ
に
よ
る
土
壌
へ
の
影
響
に
つ
い
て
】
 

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
の
イ
ネ
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ
ム
ギ
な
ど
と
同
様
な
Ｃ

3
植
物
（

R
u
bi
s
Co
酵
素
に
よ
る
カ
ル
ビ
ン
・
ベ
ン
ソ

ン
回
路
に
よ
っ
て
Ｃ

3
型
光
合
成
を
行
う
植
物
）
で
あ
る
。
一
般
的
な
畑
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
土
壌
と
空
気
が
接
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
お
こ
る
ガ
ス
交
換
は
、
灌
水
時
に
は
起
こ
ら
ず
、
気
相
割
合
が
少
な
い
が
、
イ
ネ
は
通
気
組
織
に
よ
っ
て
根
が
好
気
的
に

呼
吸
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
イ
ネ
か
ら
何
ら
か
の
栄
養
素
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
土
壌
を
持
続
的
に
生
産
可
能

な
状
態
に
し
て
い
る
可
能
性
は
低
い
。

 

【
文
献
に
よ
る
調
査
と
実
地
に
よ
る
調
査
結
果
】
 

 
作
土
層
は
灌
水
時
に
は
水
で
飽
和
さ
れ
、
団
粒
構
造
（

0
.2
mm
以
上
の
団
粒
に
よ
る
土
壌
）
が
破
壊
さ
れ
、
泥
状
（

0.
0
62
5m
m

以
下
）
に
な
る
こ
と
で
土
壌
の
隙
間
ま
で
水
が
入
る
こ
と
で
還
元
状
態
に
な
る
。
し
か
し
、
田
面
水
内
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

も
同
様
な
光
合
成
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
は
田
面
水
の
О
２
濃
度
を
過
飽
和
に
高
め
る
た
め
、
田
面
水
か
ら
О
２
を
供
給

さ
れ
て
い
る
作
土
層
上
部
数

mm
は
酸
化
状
態
に
な
る
。
そ
の
数

m
m
を
「
酸
化
層
」
、
そ
れ
以
外
の
作
土
層
を
「
還
元
層
」
と

い
う
。
水
田
に
お
け
る
最
大
の
特
長
は
、
こ
の
酸
化
層
と
還
元
層
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
酸
化
還
元
反
応
で
あ
る
と
同
時
に
、
植

物
に
と
っ
て
重
要
な
三
大
肥
料
で
あ
る
窒
素
を
固
定
す
る
窒
素
固
定
が
４
つ
の
有
機
体
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

あ
る
（
５
）
（

Jo
y
 T
i
vy
，
1
9
94
）
。

 

①
藍
藻
類
（
ら
ん
そ
う
る
い
）

 

 
田
面
水
に
生
息
し
、

ha
あ
た
り

70
kg
以
上
の
窒
素
固
定

が
で
き
る
。
死
骸
は
土
壌
に
吸
収
さ
れ
る
。

 

②
浮
き
羊
歯
類
（
シ
ダ
類
）
 

 
田
面
水
に
生
息
し
、

ha
あ
た
り

70
-
11
0
kg
の
窒
素
固
定

が
で
き
る
。
死
骸
は
土
壌
に
吸
収
さ
れ
る
。

 

③
従
属
栄
養
生
物
（
有
機
栄
養
生
物
）

 

 
イ
ネ
の
根
圏
に
生
息
す
る
細
菌
、
古
細
菌
、
真
核
生
物

な
ど
。
植
物
か
ら
炭
水
化
物
、
脂
肪
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど

の
電
子
源
と
し
て
還
元
炭
素
化
合
物
を
利
用
し
、
少
量
の
窒
素
固
定
を
す
る
（
５
）
（

Jo
y
 T
i
vy
，

1
99
4
）
。
 

④
従
属
栄
養
生
物
（
無
機
栄
養
生
物
）

 

 
低
酸
素
環
境
で
発
酵
を
行
う
通
性
嫌
気
性
菌
や
偏
性
嫌
気
性
菌
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
、
亜
硝
酸
塩
、
硫
黄

な
ど
の
無
機
化
合
物
を
使
用
し
て
電
子
を
取
得
す
る
。
落
水
時
の
土
壌
に
戻
さ
れ
る
稲
わ
ら
の
量
に
よ
っ
て

ha
あ
た
り

6-
2
5k
g

の
窒
素
固
定
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
水
田
か
ら
メ
タ
ン
や
硫
化
水
素
が
発
生
す
る
原
因
に
も
な
る
。

 

実
地
調
査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
）

 

 
①
～
④
の
４
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
土
壌
に
層
が
形
成
さ
れ
る
と
わ
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
実
地
調
査
の
水
田
が
落
水
し
た
直

後
に

3
0
cm
程
度
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
と
、
確
か
に
肉
眼
で
分
か
る
ほ
ど
は
っ
き
り
と
層
に
な
っ
て
い
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
古
く
か
ら
日
本
人
の
主
食
を
担
っ
て
き
た
米
の
持
続
的
生
産
が
可
能
な
原
因
を
土
壌
に
注
目
し
て
研
究

し
て
き
た
。
し
か
し
、
リ
ン
や
カ
リ
な
ど
は
水
田
に
流
入
す
る
水
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
や
落
水
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
要
物
を
排
斥
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
稲
作
は
様
々
な
変
数
に
よ
っ
て
作
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
も
日

本
人
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
田
園
風
景
を
維
持
す
る
た
め
に
も
研
究
を
進
め
た
い
。
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藻
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が
赤
い
理
由
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１
．
研
究
背
景
 

福
岡
県
糸
島
市
二
丈
の
山
間
部
に
は
広
大
な
棚
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
赤
米
」
が
育
て

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
赤
米
の
赤
い
稲
穂
を
初
め
て
見
た
と
き
、
率
直
に
「
な
ぜ
緑
の
稲
穂
が
赤
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
を

持
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
に
お
い
て
農
業
従
事
者
へ
の
取
材
や
農
業
高
校
と
の
交
流
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
疑
問
は
「
白
米

と
は
品
種
が
違
う
か
ら
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
理
由
で
し
か
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
米
に
は
、
玄
米
が
着
色
し
て
い
る
着
色
米
と

呼
ば
れ
る
種
類
が
あ
り
、
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
白
米
（
無
着
色
米
）
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7
）
。
私

た
ち
は
な
ぜ
赤
米
が
赤
い
の
か
に
つ
い
て
調
べ
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

赤
米
は
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抗
酸
化
機
能
に
富
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
単
体

で
炊
き
、
食
べ
て
み
る
と
食
感
が
固
く
、
お
い
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
赤
米
が
な
ぜ
赤
い
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
栄
養
価

の
高
い
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
本
研
究
は
赤
米
が
な
ぜ
赤
く
な
る
の
か
に
つ
い
て

調
べ
、
そ
の
生
育
条
件
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
れ
ば
、
白
米
の
よ
う
に
美
味
し
く
栄
養
価
の
高
い
新
た
な
米

を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
れ
を
栽
培
方
法
や
赤
米
が
赤
く
な
る
化
学
反
応
か
ら
模
索
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
～
調
査
Ⅲ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
先
行
研
究
の
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
「
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
」
（
門
脇
光
一
，

2
0
07
）
か
ら
赤
米
の
遺
伝
的
性
質
に
つ
い

て
調
べ
る
。

 

調
査
Ⅱ
赤
米
の
赤
色
の
原
因
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

調
査
Ⅲ
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
る
か
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 

玄
米
の
色
は

R
c
と

R
d
の
２
つ
の
遺
伝
子
で
制
御
さ
れ
て
い
る
（
長
尾
・
高

橋
，

1
9
47
）
。
ど
ち
ら
も
メ
ン
デ
ル
の
法
則
で
遺
伝
し
、
大
文
字
の

Rc
・
R
d
と

小
文
字
の

r
c
・

r
d
は
遺
伝
子
の
顕
性
と
潜
性
を
表
し
て
い
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
。
こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
（
図

1）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
米

に
も
共
通
に
存
在
す
る
遺
伝
子
で
は
あ
る
が
、
赤
色
が
濃
く
出
る
に
は

R
c（
遺
伝
子
発
現
を
調
整
す
る
因
子
で
あ
る

b
HL
H
タ
ン

パ
ク
質
）
と

R
d（
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
）
の
遺
伝
子
が
と
も
に
顕
性
で
あ
る
と
き
で

,
特
に

Rc
が
存
在
す
る
と
き
、
玄
米
が
赤
色

ま
た
は
赤
褐
色
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
門
脇
氏
に
よ
る
と
、
現
在
食
べ
ら
れ
て
い
る
白
米
の

R
c
遺
伝
子
の
内
部
で

1
4
塩

基
の

D
NA
配
列
が
欠
失
し
て
お
り
、

r
c
Rd

 r
c
rd
の
変
異
体
が
積
極
的
に
選
択
さ
れ
、
白
米
が
主
流
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

調
査
Ⅱ

 

①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
嫌
気
性
の
細
菌
で
あ
り
、
灌
水
時
に
田
面
水
に
よ
っ
て
空
気
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
積
極
的
に

光
合
成
が
な
さ
れ
る
。
紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
太
陽
光
の
明
暗
に
関
係
な
く
増
殖
し
（
た
だ
し
、
太
陽
光
が
明
る
い
方
が
増

Rc
Rd

rc
rd

Rc
Rc
Rd

赤
色

Rc
rd

赤
褐
色

Rd
赤

rc
Rd
白
色
（
無
着
色
）
rc
rd
白
色
（
無
着
色
）

rc
白

rd
赤
褐
色

白

図
1 

殖
し
や
す
い
）
、
目
視
で
確
認
で
き
る
ほ
ど
水
が
赤
く
な
る
。
稲
の
稈
内
部
は

有
機
栄
養
微
生
物
の
活
動
で
還
元
状
態
に
な
り
、
有
機
酸
が
集
積
し
、
窒
素
を

蓄
え
や
す
く
な
る
た
め
紅
色
非
硫
黄
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
稲

の
稈
は
赤
く
な
る

(
図

2
)
。
た
だ
し
、
こ
の
菌
に
よ
っ
て
種
皮
・
果
皮
・
胚
乳

は
赤
く
は
な
ら
な
い
。

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

 
赤
米
の
色
の
主
成
分
は
タ
ン
ニ
ン
で
あ
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
植
物
起
源
の
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
で
、
タ
ン
パ
ク
質
や
塩
基
性
物
質
、
金
属
な
ど
に
強
い
親
和
性
を

示
し
、
難
溶
性
の
沈
殿
を
形
成
し
や
す
い
性
質
を
も
つ
分
子
量

5
0
0
以
上
の
化

合
物
群
で
あ
る
（
寺
尾
純
二
，

2
0
2
3
）
。
タ
ン
ニ
ン
は
高
分
子
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
で
あ
り
、
赤
米
を
含
め
穀
物
類
に
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
（
図

3）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
赤
米
に
は
カ
テ
キ

ン
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
カ
テ
キ
ン
は
酸
化
重
合
反
応
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
赤
米
を

含
む
多
く
の
古
代
米
（
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
緑
米
な
ど
）
に
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
か

は
不
明
だ
っ
た
。
佐
賀
県
立
伊
万
里
実
業
高
等
学
校
と
の
交
流
か
ら
、
赤
米
は
原
種
に
近
い
品
種
の
た
め
、
果
物
な
ど
で

も
赤
色
が
多
い
の
と
同
様
に
、
動
物
（
穀
物
は
主
と
し
て
鳥
類
）
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
で
生
息
域
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
赤
米
も
同
様
な
理
由
で
赤
く
な
る
よ
う
に
進
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
 

調
査
Ⅲ

 

①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
二
丈
赤
米
直
産
セ
ン
タ
ー
の
吉
住
公
洋
氏
に
よ
る
説
明
で
は
、
赤
米
と
白
米
で
の
栽
培
方
法
に
収
穫
時
期
以
外
に
差
異

は
な
い
。
吉
住
氏
も
育
て
方
で
白
米
が
赤
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
一
の
水
田
で
栽
培
し
て
も

赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
赤
米
が
赤
く
な
る
の
は
、

R
c
が
発
現
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
が
形
成
さ
せ
る
た
め
で

あ
る
。
白
米
は

rc
が
発
現
し
な
い
た
め
、
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
の
形
成
が
難
し
く
、
外
的
な
化
学
反
応
と
し
て
赤
く
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
交
配
育
種
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
こ
と
と
、
吉
住
氏

が
実
際
に
赤
米
を
品
種
改
良
し
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
配
育
種
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を

付
加
で
き
る
と
考
え
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
「
な
ぜ
赤
米
は
赤
い
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
赤
米
が
赤
い
理
由
に
つ
い
て
探
究
し
た
。
赤
米

は
栄
養
価
が
高
く
、
地
域
の
特
産
品
で
も
あ
る
た
め
、
よ
り
広
く
の
人
に
二
丈
の
赤
米
を
知
っ
て
も
ら
う
方
法
と
し
て
、
赤
米

が
赤
い
理
由
か
ら
、
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
吉
住
氏
の
話
や
参
考
文
献
で

書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
交
配
育
種
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
農
学
部
に
進
学
し
、
深
く
探
究
し
た
い
と
考
え
る
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

・
門
脇
光
一
（

20
0
7）

.『
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
』
.
養
賢
堂

 

・
寺
尾
純
二
，
下
位
香
代
子
（

2
0
2
3）

.『
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
科
学

 
基
礎
科
学
か
ら
健
康
機
能
ま
で
』

.
朝
倉
書
店

 

・
佐
々
木
健
，
佐
々
木
慧
，
竹
野
健
次
（

2
01
6）

.『
光
合
成
細
菌
の
農
業
，
環
境
，
医
療
，
健
康
分
野
へ
の
応
用
と
将
来
』

.
 

2
0
1
6
年
第
３
号
生
物
工
学
第

94
巻
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米
が
赤
い
理
由
に
つ
い
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岡
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１
．
研
究
背
景
 

福
岡
県
糸
島
市
二
丈
の
山
間
部
に
は
広
大
な
棚
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
赤
米
」
が
育
て

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
赤
米
の
赤
い
稲
穂
を
初
め
て
見
た
と
き
、
率
直
に
「
な
ぜ
緑
の
稲
穂
が
赤
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
を

持
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
に
お
い
て
農
業
従
事
者
へ
の
取
材
や
農
業
高
校
と
の
交
流
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
疑
問
は
「
白
米

と
は
品
種
が
違
う
か
ら
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
理
由
で
し
か
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
米
に
は
、
玄
米
が
着
色
し
て
い
る
着
色
米
と

呼
ば
れ
る
種
類
が
あ
り
、
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
白
米
（
無
着
色
米
）
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7
）
。
私

た
ち
は
な
ぜ
赤
米
が
赤
い
の
か
に
つ
い
て
調
べ
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

赤
米
は
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抗
酸
化
機
能
に
富
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
単
体

で
炊
き
、
食
べ
て
み
る
と
食
感
が
固
く
、
お
い
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
赤
米
が
な
ぜ
赤
い
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
栄
養
価

の
高
い
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
本
研
究
は
赤
米
が
な
ぜ
赤
く
な
る
の
か
に
つ
い
て

調
べ
、
そ
の
生
育
条
件
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
れ
ば
、
白
米
の
よ
う
に
美
味
し
く
栄
養
価
の
高
い
新
た
な
米

を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
れ
を
栽
培
方
法
や
赤
米
が
赤
く
な
る
化
学
反
応
か
ら
模
索
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
～
調
査
Ⅲ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
先
行
研
究
の
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
「
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
」
（
門
脇
光
一
，

2
0
07
）
か
ら
赤
米
の
遺
伝
的
性
質
に
つ
い

て
調
べ
る
。

 

調
査
Ⅱ
赤
米
の
赤
色
の
原
因
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

調
査
Ⅲ
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
る
か
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 

玄
米
の
色
は

R
c
と

R
d
の
２
つ
の
遺
伝
子
で
制
御
さ
れ
て
い
る
（
長
尾
・
高

橋
，

1
9
47
）
。
ど
ち
ら
も
メ
ン
デ
ル
の
法
則
で
遺
伝
し
、
大
文
字
の

Rc
・
R
d
と

小
文
字
の

r
c
・

r
d
は
遺
伝
子
の
顕
性
と
潜
性
を
表
し
て
い
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
。
こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
（
図

1）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
米

に
も
共
通
に
存
在
す
る
遺
伝
子
で
は
あ
る
が
、
赤
色
が
濃
く
出
る
に
は

R
c（
遺
伝
子
発
現
を
調
整
す
る
因
子
で
あ
る

b
HL
H
タ
ン

パ
ク
質
）
と

R
d（
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
）
の
遺
伝
子
が
と
も
に
顕
性
で
あ
る
と
き
で

,
特
に

Rc
が
存
在
す
る
と
き
、
玄
米
が
赤
色

ま
た
は
赤
褐
色
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
門
脇
氏
に
よ
る
と
、
現
在
食
べ
ら
れ
て
い
る
白
米
の

R
c
遺
伝
子
の
内
部
で

1
4
塩

基
の

D
NA
配
列
が
欠
失
し
て
お
り
、

r
c
Rd

 r
c
rd
の
変
異
体
が
積
極
的
に
選
択
さ
れ
、
白
米
が
主
流
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

調
査
Ⅱ

 

①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
嫌
気
性
の
細
菌
で
あ
り
、
灌
水
時
に
田
面
水
に
よ
っ
て
空
気
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
積
極
的
に

光
合
成
が
な
さ
れ
る
。
紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
太
陽
光
の
明
暗
に
関
係
な
く
増
殖
し
（
た
だ
し
、
太
陽
光
が
明
る
い
方
が
増

Rc
Rd

rc
rd

Rc
Rc
Rd

赤
色

Rc
rd

赤
褐
色

Rd
赤

rc
Rd
白
色
（
無
着
色
）
rc
rd
白
色
（
無
着
色
）

rc
白

rd
赤
褐
色

白

図
1 

殖
し
や
す
い
）
、
目
視
で
確
認
で
き
る
ほ
ど
水
が
赤
く
な
る
。
稲
の
稈
内
部
は

有
機
栄
養
微
生
物
の
活
動
で
還
元
状
態
に
な
り
、
有
機
酸
が
集
積
し
、
窒
素
を

蓄
え
や
す
く
な
る
た
め
紅
色
非
硫
黄
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
稲

の
稈
は
赤
く
な
る

(
図

2
)
。
た
だ
し
、
こ
の
菌
に
よ
っ
て
種
皮
・
果
皮
・
胚
乳

は
赤
く
は
な
ら
な
い
。

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

 
赤
米
の
色
の
主
成
分
は
タ
ン
ニ
ン
で
あ
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
植
物
起
源
の
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
で
、
タ
ン
パ
ク
質
や
塩
基
性
物
質
、
金
属
な
ど
に
強
い
親
和
性
を

示
し
、
難
溶
性
の
沈
殿
を
形
成
し
や
す
い
性
質
を
も
つ
分
子
量

5
0
0
以
上
の
化

合
物
群
で
あ
る
（
寺
尾
純
二
，

2
0
2
3
）
。
タ
ン
ニ
ン
は
高
分
子
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
で
あ
り
、
赤
米
を
含
め
穀
物
類
に
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
（
図

3）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
赤
米
に
は
カ
テ
キ

ン
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
カ
テ
キ
ン
は
酸
化
重
合
反
応
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
赤
米
を

含
む
多
く
の
古
代
米
（
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
緑
米
な
ど
）
に
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
か

は
不
明
だ
っ
た
。
佐
賀
県
立
伊
万
里
実
業
高
等
学
校
と
の
交
流
か
ら
、
赤
米
は
原
種
に
近
い
品
種
の
た
め
、
果
物
な
ど
で

も
赤
色
が
多
い
の
と
同
様
に
、
動
物
（
穀
物
は
主
と
し
て
鳥
類
）
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
で
生
息
域
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
赤
米
も
同
様
な
理
由
で
赤
く
な
る
よ
う
に
進
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
 

調
査
Ⅲ

 

①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
二
丈
赤
米
直
産
セ
ン
タ
ー
の
吉
住
公
洋
氏
に
よ
る
説
明
で
は
、
赤
米
と
白
米
で
の
栽
培
方
法
に
収
穫
時
期
以
外
に
差
異

は
な
い
。
吉
住
氏
も
育
て
方
で
白
米
が
赤
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
一
の
水
田
で
栽
培
し
て
も

赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
赤
米
が
赤
く
な
る
の
は
、

R
c
が
発
現
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
が
形
成
さ
せ
る
た
め
で

あ
る
。
白
米
は

rc
が
発
現
し
な
い
た
め
、
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
の
形
成
が
難
し
く
、
外
的
な
化
学
反
応
と
し
て
赤
く
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
交
配
育
種
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
こ
と
と
、
吉
住
氏

が
実
際
に
赤
米
を
品
種
改
良
し
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
配
育
種
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を

付
加
で
き
る
と
考
え
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
「
な
ぜ
赤
米
は
赤
い
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
赤
米
が
赤
い
理
由
に
つ
い
て
探
究
し
た
。
赤
米

は
栄
養
価
が
高
く
、
地
域
の
特
産
品
で
も
あ
る
た
め
、
よ
り
広
く
の
人
に
二
丈
の
赤
米
を
知
っ
て
も
ら
う
方
法
と
し
て
、
赤
米

が
赤
い
理
由
か
ら
、
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
吉
住
氏
の
話
や
参
考
文
献
で

書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
交
配
育
種
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
農
学
部
に
進
学
し
、
深
く
探
究
し
た
い
と
考
え
る
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

・
門
脇
光
一
（

20
0
7）

.『
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
』
.
養
賢
堂

 

・
寺
尾
純
二
，
下
位
香
代
子
（

2
0
2
3）

.『
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
科
学

 
基
礎
科
学
か
ら
健
康
機
能
ま
で
』

.
朝
倉
書
店

 

・
佐
々
木
健
，
佐
々
木
慧
，
竹
野
健
次
（

2
01
6）

.『
光
合
成
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の
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業
，
環
境
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医
療
，
健
康
分
野
へ
の
応
用
と
将
来
』

.
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１
．
研
究
背
景
 

総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
私
た
ち
の
学
校
が
あ
る
糸
島
市
に
「
赤
米

(
図

1
)
」
と

い
う
特
産
品
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
赤
米
は
古
代
米
の
一
種
で
、
名
の
通
り
稲
穂

が
赤
く
な
り
、
可
食
部
も
赤
い
。
実
際
に
授
業
で
赤
米
を
単
体
で
炊
い
て
食
べ
て
み

る
と
白
米
に
比
べ
て
非
常
に
硬
く
、
通
常
の
玄
米
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
固
い
印
象

を
持
っ
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

本
研
究
で
は
、
赤
米
が
白
米
の
玄
米
以
上
に
固
い
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
同

時
に
、
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
栄
養

価
の
高
い
赤
米
を
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
食
べ
や
す
い
食
品
と
し
て
、
地
域
の
特
産

品
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
～
調
査
Ⅲ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
赤
米
の
炊
飯
に
つ
い
て
実
際
に
試
行
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
赤
米
の
炊
飯
の
工
程
か
ら
赤
米
の
硬
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
実
験
す
る
。

 

調
査
Ⅱ
赤
米
の
果
皮
・
種
皮
が
固
い
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
赤
米
の
赤
さ
の
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
の
性
質
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

②
 
赤
米
の
胚
乳
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅲ
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
化
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 

実
験
に
用
い
た
赤
米
：
福
岡
県
糸
島
市
二
丈
産

 
単
一
原
料
米

 
品
種
（
も
ち
米
）

 

一
般
的
な
炊
飯
方
法
：
（
方
法
①
）
水
洗
い
後
、
半
日
（
６
～
１
２
時
間
）
程
度
水
に
浸
し
て
お
く
。
炊
き
時
間
は
白
米
と

同
程
度
（
炊
飯
器
で
約
６
０
分
程
度
）
で
よ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
方
法
②
）
沸
騰
し
た
お
湯
で
１
５
分
間
茹
で
る
。
そ
の
後
、
目
の
細
か
い
茶
こ
し
等
で
取
り
上
げ

る
。
炊
き
時
間
は
白
米
と
同
程
度
（
炊
飯
器
で
約
６
０
分
程
度
）
で
よ
い
。

 

（
※
炊
飯
方
法
①
②
は
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
）

 

 
白
米
（
も
ち
米
）
の
玄
米
な
ら
ば
デ
ン
プ
ン
層
が
流
出
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
が
、
赤
米
は
形
状
を
保
っ
て
い
た
。

 

赤
米

量
赤

米
へ

の
処

理
炊

飯
時

間
（

炊
飯

器
を

使
用

）
白

米
と

の
相

対
的

な
硬

さ
常

温
の

水
に

0分
の

浸
漬

60
分

非
常

に
硬

い
常

温
の

水
に

60
分

の
浸

漬
60

分
非

常
に

硬
い

常
温

の
水

に
12

0分
の

浸
漬

60
分

非
常

に
硬

い
常

温
の

水
に

36
0分

の
浸

漬
60

分
硬

い
常

温
の

水
に

72
0分

の
浸

漬
60

分
硬

い
常

温
の

水
に

14
40

分
の

浸
漬

60
分

硬
い

沸
騰

し
た

お
湯

に
15

分
60

分
硬

い
沸

騰
し

た
お

湯
に

30
分

60
分

同
等

沸
騰

し
た

お
湯

に
60

分
60

分
柔

ら
か

い

0.5
合

（
73

.53
g）

図
1
 
 二
丈
赤
米
直
産
セ
ン
タ
ー
（
９
月
）

 

出
典
：
二
丈
赤
米
直
産
セ
ン
タ
ー

HP
 

h
t
t
p
s
:
//
w
w
w
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k
a
m
ai
.
j
p
/
 

調
査
Ⅱ

 

①
 
赤
米
の
赤
さ
の
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
の
性
質
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

赤
米
は
タ
ン
ニ
ン
（

t
a
n
n
i
n
）
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
高
分
子
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ほ
ぼ
全

て
の
植
物
が
持
つ
色
素
の
成
分
で
あ
り
、
縮
合
型
タ
ン
ニ
ン
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
（

p
r
o
a
n
t
h
o
c
y
a
n
i
d
i
n
）
で
、

穀
類
な
ど
に
多
量
に
含
有
さ
れ
て
い
る
（
寺
尾
・
下
位
，

2
0
2
3
）
。
一
般
的
に
縮
合
度
の
高
い
高
分
子
ほ
ど
水
溶
性
が
低

い
が
、
赤
米
を
実
際
に
浸
漬
し
た
水
は
赤
く
染
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
が
分
解
さ
れ
た
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ジ
ン
が
溶
け
出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
に
糖
や
有
機
酸
が
結
合
し
た
も
の
は
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
と
呼
ば
れ
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
は
不
安
定
だ
が
、
糖
や
有
機
酸
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
し
、
水
に
溶
け
や

す
く
な
る
。
な
お
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
活
性
酸
素
を
取
り
除
き
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
す
る
機
能
が
あ
る
。

 

②
 
赤
米
の
胚
乳
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

 
図

2
は
食
用
植
物
の
可
食
部
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
ま
と

め
た
表
か
ら
赤
米
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
（
木
村
・
中
林
・
加
藤
，

19
9
5）
。
 

  

赤
米
は
、
胚
乳
も
う
っ
す
ら
赤
い
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
が

原
因
で
あ
る
。
た
だ
し
、
赤
米
に
も
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
が
微
量
に
存
在
す
る
と
の

報
告
も
あ
る
（
伊
藤
・
大
原
・
小
林

 
他
，

2
0
1
1
）
が
，
本
実
験
で
は
赤
米
お
よ
び

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
総
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
含
量
は
定
量
限
界
以
下
で
あ
っ
た
。
 

調
査
Ⅲ

 プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
が
分
解
さ
れ
た
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
は
糖
や
有
機
酸
が

結
合
す
る
こ
と
で
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
親
水
性
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
酢
酸
（
濃
度
の
高
い
料
理
酢
）
を
浸
漬
す
る
水
に
混
ぜ
る
こ
と
で

よ
り
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
実
際
に
、

0
.
5
合
の
赤
米
に

浸
漬
す
る
際
に
濃
度
の
高
い
料
理
酢
を
大
さ
じ
１
杯
（

1
5
m
l
）
を
入
れ
る
と
、
浸
漬
し

た
水
が
発
色
の
よ
い
赤
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
浸
漬
時
間
を

6
0
分
に
設
定
し
て
、
炊
飯
器
で
炊
飯
し
た
が
、
相
対
的
な
硬

さ
と
し
て
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
赤
米
を
実
際
に
食
べ
た
感
想
か
ら
赤
米
が
な
ぜ
固
い
の
か
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
赤
米
の
赤
さ
の
原
因

で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
か
ら
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
あ
ま
り
理
解
で
き
な
い
部
分
が
多
々
あ
っ
た
。
実
際
に
、

本
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
有
機
酸
、
し
か
も
水
に
溶
け
や
す
い
分
子
量
の
小
さ
い
酢
酸
を
使
用
し
た
が
、
実
験
結
果
と
し
て
、

あ
ま
り
柔
ら
か
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
周
り
で
も
食
事
の
準
備
に
２
時
間
も
か
け
る
家
庭
は
少
な
い
た
め
、
２
時
間

以
上
の
調
理
時
間
を
必
要
と
す
る
赤
米
が
家
庭
に
普
及
し
な
い
の
は
納
得
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
た
め
、
栄
養
価
の
高
い
赤
米
を
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
食
べ
や
す
い
食
品
と
し
て
宣
伝
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
研
究
を
継

続
し
た
い
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

・
寺
尾
純
二
，
下
位
香
代
子
（

2
0
2
3）

.『
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
科
学

 
基
礎
科
学
か
ら
健
康
機
能
ま
で
』

.
朝
倉
書
店

 

・
木
村
進
，
中
林
敏
郎
，
加
藤
博
通
（

19
9
5）

,『
食
品
の
変
色
の
化
学
』

,
光
琳
 

・
伊
藤
満
敏
，
大
原
絵
里
，
小
林
篤
，
山
﨑
彬
，
梶
亮
太
，
山
口
誠
之
，
石
崎
和
彦
，
奈
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坪
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1
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米
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ノ
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定
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図
3
 

食
品

名
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シ
ア

ニ
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類
コ
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（

赤
米

）
胚

珠
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赤
米
が
赤
い
理
由
に
つ
い
て
 

A
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岡
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立
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組

 
田
代
あ
き
な
 

2
年

1
組
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１
．
研
究
背
景
 

福
岡
県
糸
島
市
二
丈
の
山
間
部
に
は
広
大
な
棚
田
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
赤
米
」
が
育
て

ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
赤
米
の
赤
い
稲
穂
を
初
め
て
見
た
と
き
、
率
直
に
「
な
ぜ
緑
の
稲
穂
が
赤
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
を

持
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
に
お
い
て
農
業
従
事
者
へ
の
取
材
や
農
業
高
校
と
の
交
流
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の
疑
問
は
「
白
米

と
は
品
種
が
違
う
か
ら
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
理
由
で
し
か
説
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
米
に
は
、
玄
米
が
着
色
し
て
い
る
着
色
米
と

呼
ば
れ
る
種
類
が
あ
り
、
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
白
米
（
無
着
色
米
）
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7
）
。
私

た
ち
は
な
ぜ
赤
米
が
赤
い
の
か
に
つ
い
て
調
べ
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

赤
米
は
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抗
酸
化
機
能
に
富
ん
で
い
る
が
、
実
際
に
単
体

で
炊
き
、
食
べ
て
み
る
と
食
感
が
固
く
、
お
い
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
赤
米
が
な
ぜ
赤
い
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
栄
養
価

の
高
い
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
本
研
究
は
赤
米
が
な
ぜ
赤
く
な
る
の
か
に
つ
い
て

調
べ
、
そ
の
生
育
条
件
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
れ
ば
、
白
米
の
よ
う
に
美
味
し
く
栄
養
価
の
高
い
新
た
な
米

を
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
れ
を
栽
培
方
法
や
赤
米
が
赤
く
な
る
化
学
反
応
か
ら
模
索
す
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
～
調
査
Ⅲ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
先
行
研
究
の
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
「
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
」
（
門
脇
光
一
，

2
0
07
）
か
ら
赤
米
の
遺
伝
的
性
質
に
つ
い

て
調
べ
る
。

 

調
査
Ⅱ
赤
米
の
赤
色
の
原
因
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

調
査
Ⅲ
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
が
付
加
で
き
る
か
を
調
査

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 

玄
米
の
色
は

R
c
と

R
d
の
２
つ
の
遺
伝
子
で
制
御
さ
れ
て
い
る
（
長
尾
・
高

橋
，

1
9
47
）
。
ど
ち
ら
も
メ
ン
デ
ル
の
法
則
で
遺
伝
し
、
大
文
字
の

Rc
・
R
d
と

小
文
字
の

r
c
・

r
d
は
遺
伝
子
の
顕
性
と
潜
性
を
表
し
て
い
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
。
こ
れ
を
表
に
ま
と
め
る
と
（
図

1）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
米

に
も
共
通
に
存
在
す
る
遺
伝
子
で
は
あ
る
が
、
赤
色
が
濃
く
出
る
に
は

R
c（
遺
伝
子
発
現
を
調
整
す
る
因
子
で
あ
る

b
HL
H
タ
ン

パ
ク
質
）
と

R
d（
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
）
の
遺
伝
子
が
と
も
に
顕
性
で
あ
る
と
き
で

,
特
に

Rc
が
存
在
す
る
と
き
、
玄
米
が
赤
色

ま
た
は
赤
褐
色
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
門
脇
氏
に
よ
る
と
、
現
在
食
べ
ら
れ
て
い
る
白
米
の

R
c
遺
伝
子
の
内
部
で

1
4
塩

基
の

D
NA
配
列
が
欠
失
し
て
お
り
、

r
c
Rd

 r
c
rd
の
変
異
体
が
積
極
的
に
選
択
さ
れ
、
白
米
が
主
流
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

調
査
Ⅱ

 

①
 
紅
色
非
硫
黄
細
菌
に
よ
る
稲
の
稈
の
染
色
に
つ
い
て

 

紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
嫌
気
性
の
細
菌
で
あ
り
、
灌
水
時
に
田
面
水
に
よ
っ
て
空
気
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
積
極
的
に

光
合
成
が
な
さ
れ
る
。
紅
色
非
硫
黄
細
菌
は
太
陽
光
の
明
暗
に
関
係
な
く
増
殖
し
（
た
だ
し
、
太
陽
光
が
明
る
い
方
が
増

Rc
Rd

rc
rd

Rc
Rc
Rd

赤
色

Rc
rd

赤
褐
色

Rd
赤

rc
Rd
白
色
（
無
着
色
）
rc
rd
白
色
（
無
着
色
）

rc
白

rd
赤
褐
色

白

図
1 

殖
し
や
す
い
）
、
目
視
で
確
認
で
き
る
ほ
ど
水
が
赤
く
な
る
。
稲
の
稈
内
部
は

有
機
栄
養
微
生
物
の
活
動
で
還
元
状
態
に
な
り
、
有
機
酸
が
集
積
し
、
窒
素
を

蓄
え
や
す
く
な
る
た
め
紅
色
非
硫
黄
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
稲

の
稈
は
赤
く
な
る

(
図

2
)
。
た
だ
し
、
こ
の
菌
に
よ
っ
て
種
皮
・
果
皮
・
胚
乳

は
赤
く
は
な
ら
な
い
。

 

②
 
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
タ
ン
ニ
ン
）
の
形
成
に
つ
い
て

 

 
赤
米
の
色
の
主
成
分
は
タ
ン
ニ
ン
で
あ
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
植
物
起
源
の
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
で
、
タ
ン
パ
ク
質
や
塩
基
性
物
質
、
金
属
な
ど
に
強
い
親
和
性
を

示
し
、
難
溶
性
の
沈
殿
を
形
成
し
や
す
い
性
質
を
も
つ
分
子
量

5
0
0
以
上
の
化

合
物
群
で
あ
る
（
寺
尾
純
二
，

2
0
2
3
）
。
タ
ン
ニ
ン
は
高
分
子
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
で
あ
り
、
赤
米
を
含
め
穀
物
類
に
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
（
図

3）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
赤
米
に
は
カ
テ
キ

ン
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
カ
テ
キ
ン
は
酸
化
重
合
反
応
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
赤
米
を

含
む
多
く
の
古
代
米
（
紫
黒
米
、
赤
米
、
赤
褐
米
、
緑
米
な
ど
）
に
カ
テ
キ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
か

は
不
明
だ
っ
た
。
佐
賀
県
立
伊
万
里
実
業
高
等
学
校
と
の
交
流
か
ら
、
赤
米
は
原
種
に
近
い
品
種
の
た
め
、
果
物
な
ど
で

も
赤
色
が
多
い
の
と
同
様
に
、
動
物
（
穀
物
は
主
と
し
て
鳥
類
）
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と
で
生
息
域
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
赤
米
も
同
様
な
理
由
で
赤
く
な
る
よ
う
に
進
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
 

調
査
Ⅲ

 

①
 
栽
培
方
法
で
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
二
丈
赤
米
直
産
セ
ン
タ
ー
の
吉
住
公
洋
氏
に
よ
る
説
明
で
は
、
赤
米
と
白
米
で
の
栽
培
方
法
に
収
穫
時
期
以
外
に
差
異

は
な
い
。
吉
住
氏
も
育
て
方
で
白
米
が
赤
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
話
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
一
の
水
田
で
栽
培
し
て
も

赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

 

②
 
化
学
反
応
か
ら
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を
付
加
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

 

 
赤
米
が
赤
く
な
る
の
は
、

R
c
が
発
現
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
が
形
成
さ
せ
る
た
め
で

あ
る
。
白
米
は

rc
が
発
現
し
な
い
た
め
、
タ
ン
ニ
ン
や
カ
テ
キ
ン
の
形
成
が
難
し
く
、
外
的
な
化
学
反
応
と
し
て
赤
く
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
交
配
育
種
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
（
門
脇
光
一
，

2
0
0
7）
こ
と
と
、
吉
住
氏

が
実
際
に
赤
米
を
品
種
改
良
し
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
配
育
種
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
白
米
に
赤
米
の
栄
養
素
を

付
加
で
き
る
と
考
え
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
「
な
ぜ
赤
米
は
赤
い
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
か
ら
赤
米
が
赤
い
理
由
に
つ
い
て
探
究
し
た
。
赤
米

は
栄
養
価
が
高
く
、
地
域
の
特
産
品
で
も
あ
る
た
め
、
よ
り
広
く
の
人
に
二
丈
の
赤
米
を
知
っ
て
も
ら
う
方
法
と
し
て
、
赤
米

が
赤
い
理
由
か
ら
、
赤
米
の
栄
養
素
を
白
米
に
付
加
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
吉
住
氏
の
話
や
参
考
文
献
で

書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
交
配
育
種
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
農
学
部
に
進
学
し
、
深
く
探
究
し
た
い
と
考
え
る
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

・
門
脇
光
一
（

20
0
7）

.『
赤
米
が
白
米
に
な
っ
た
原
因
を
解
明
』
.
養
賢
堂

 

・
寺
尾
純
二
，
下
位
香
代
子
（

2
0
2
3）

.『
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
科
学

 
基
礎
科
学
か
ら
健
康
機
能
ま
で
』

.
朝
倉
書
店

 

・
佐
々
木
健
，
佐
々
木
慧
，
竹
野
健
次
（

2
01
6）

.『
光
合
成
細
菌
の
農
業
，
環
境
，
医
療
，
健
康
分
野
へ
の
応
用
と
将
来
』

.
 

2
0
1
6
年
第
３
号
生
物
工
学
第

94
巻
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赤
米
の
果
皮
・
種
皮
が
固
い
理
由
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１
．
研
究
背
景
 

総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
私
た
ち
の
学
校
が
あ
る
糸
島
市
に
「
赤
米

(
図

1
)
」
と

い
う
特
産
品
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
赤
米
は
古
代
米
の
一
種
で
、
名
の
通
り
稲
穂

が
赤
く
な
り
、
可
食
部
も
赤
い
。
実
際
に
授
業
で
赤
米
を
単
体
で
炊
い
て
食
べ
て
み

る
と
白
米
に
比
べ
て
非
常
に
硬
く
、
通
常
の
玄
米
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
固
い
印
象

を
持
っ
た
。

 

２
．
研
究
目
的
・
意
義

 

本
研
究
で
は
、
赤
米
が
白
米
の
玄
米
以
上
に
固
い
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
同

時
に
、
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
栄
養

価
の
高
い
赤
米
を
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
食
べ
や
す
い
食
品
と
し
て
、
地
域
の
特
産

品
を
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

３
．
研
究
方
法

 

 
研
究
を
行
う
上
で
、
以
下
の
調
査
Ⅰ
～
調
査
Ⅲ
を
行
っ
た
。

 

調
査
Ⅰ
赤
米
の
炊
飯
に
つ
い
て
実
際
に
試
行
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
赤
米
の
炊
飯
の
工
程
か
ら
赤
米
の
硬
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
実
験
す
る
。

 

調
査
Ⅱ
赤
米
の
果
皮
・
種
皮
が
固
い
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
①
 
赤
米
の
赤
さ
の
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
の
性
質
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

②
 
赤
米
の
胚
乳
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

調
査
Ⅲ
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
。

 

【
具
体
的
な
調
査
内
容
】
化
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
。

 

４
．
結
果
・
考
察
 

調
査
Ⅰ

 

実
験
に
用
い
た
赤
米
：
福
岡
県
糸
島
市
二
丈
産

 
単
一
原
料
米

 
品
種
（
も
ち
米
）

 

一
般
的
な
炊
飯
方
法
：
（
方
法
①
）
水
洗
い
後
、
半
日
（
６
～
１
２
時
間
）
程
度
水
に
浸
し
て
お
く
。
炊
き
時
間
は
白
米
と

同
程
度
（
炊
飯
器
で
約
６
０
分
程
度
）
で
よ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
方
法
②
）
沸
騰
し
た
お
湯
で
１
５
分
間
茹
で
る
。
そ
の
後
、
目
の
細
か
い
茶
こ
し
等
で
取
り
上
げ

る
。
炊
き
時
間
は
白
米
と
同
程
度
（
炊
飯
器
で
約
６
０
分
程
度
）
で
よ
い
。

 

（
※
炊
飯
方
法
①
②
は
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
）

 

 
白
米
（
も
ち
米
）
の
玄
米
な
ら
ば
デ
ン
プ
ン
層
が
流
出
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
が
、
赤
米
は
形
状
を
保
っ
て
い
た
。

 

赤
米

量
赤

米
へ

の
処

理
炊

飯
時

間
（

炊
飯

器
を

使
用

）
白

米
と

の
相

対
的

な
硬

さ
常

温
の

水
に

0分
の

浸
漬

60
分

非
常

に
硬

い
常

温
の

水
に

60
分

の
浸

漬
60

分
非

常
に

硬
い

常
温

の
水

に
12

0分
の

浸
漬

60
分

非
常

に
硬

い
常

温
の

水
に

36
0分

の
浸

漬
60

分
硬

い
常

温
の

水
に

72
0分

の
浸

漬
60

分
硬

い
常

温
の

水
に

14
40

分
の

浸
漬

60
分

硬
い

沸
騰

し
た

お
湯

に
15

分
60

分
硬

い
沸

騰
し

た
お

湯
に

30
分

60
分

同
等

沸
騰

し
た

お
湯

に
60

分
60

分
柔

ら
か

い

0.5
合

（
73

.53
g）
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調
査
Ⅱ

 

①
 
赤
米
の
赤
さ
の
主
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
の
性
質
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

赤
米
は
タ
ン
ニ
ン
（

t
a
n
n
i
n
）
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
高
分
子
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ほ
ぼ
全

て
の
植
物
が
持
つ
色
素
の
成
分
で
あ
り
、
縮
合
型
タ
ン
ニ
ン
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
（

p
r
o
a
n
t
h
o
c
y
a
n
i
d
i
n
）
で
、

穀
類
な
ど
に
多
量
に
含
有
さ
れ
て
い
る
（
寺
尾
・
下
位
，

2
0
2
3
）
。
一
般
的
に
縮
合
度
の
高
い
高
分
子
ほ
ど
水
溶
性
が
低

い
が
、
赤
米
を
実
際
に
浸
漬
し
た
水
は
赤
く
染
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
が
分
解
さ
れ
た
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ジ
ン
が
溶
け
出
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
に
糖
や
有
機
酸
が
結
合
し
た
も
の
は
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
と
呼
ば
れ
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
は
不
安
定
だ
が
、
糖
や
有
機
酸
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
し
、
水
に
溶
け
や

す
く
な
る
。
な
お
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
活
性
酸
素
を
取
り
除
き
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
す
る
機
能
が
あ
る
。

 

②
 
赤
米
の
胚
乳
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

 

 
図

2
は
食
用
植
物
の
可
食
部
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
に
つ
い
て
ま
と

め
た
表
か
ら
赤
米
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
（
木
村
・
中
林
・
加
藤
，

19
9
5）
。
 

  

赤
米
は
、
胚
乳
も
う
っ
す
ら
赤
い
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
類
が

原
因
で
あ
る
。
た
だ
し
、
赤
米
に
も
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
が
微
量
に
存
在
す
る
と
の

報
告
も
あ
る
（
伊
藤
・
大
原
・
小
林

 
他
，

2
0
1
1
）
が
，
本
実
験
で
は
赤
米
お
よ
び

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
総
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
含
量
は
定
量
限
界
以
下
で
あ
っ
た
。
 

調
査
Ⅲ

 プ
ロ
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
が
分
解
さ
れ
た
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ジ
ン
は
糖
や
有
機
酸
が

結
合
す
る
こ
と
で
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
生
成
さ
れ
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
親
水
性
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
酢
酸
（
濃
度
の
高
い
料
理
酢
）
を
浸
漬
す
る
水
に
混
ぜ
る
こ
と
で

よ
り
赤
米
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
実
際
に
、

0
.
5
合
の
赤
米
に

浸
漬
す
る
際
に
濃
度
の
高
い
料
理
酢
を
大
さ
じ
１
杯
（

1
5
m
l
）
を
入
れ
る
と
、
浸
漬
し

た
水
が
発
色
の
よ
い
赤
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
浸
漬
時
間
を

6
0
分
に
設
定
し
て
、
炊
飯
器
で
炊
飯
し
た
が
、
相
対
的
な
硬

さ
と
し
て
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

 

５
．
結
論
及
び
今
後
の
展
望
 

 
今
回
の
研
究
で
は
、
赤
米
を
実
際
に
食
べ
た
感
想
か
ら
赤
米
が
な
ぜ
固
い
の
か
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
赤
米
の
赤
さ
の
原
因

で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
か
ら
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
あ
ま
り
理
解
で
き
な
い
部
分
が
多
々
あ
っ
た
。
実
際
に
、

本
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
有
機
酸
、
し
か
も
水
に
溶
け
や
す
い
分
子
量
の
小
さ
い
酢
酸
を
使
用
し
た
が
、
実
験
結
果
と
し
て
、

あ
ま
り
柔
ら
か
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
の
周
り
で
も
食
事
の
準
備
に
２
時
間
も
か
け
る
家
庭
は
少
な
い
た
め
、
２
時
間

以
上
の
調
理
時
間
を
必
要
と
す
る
赤
米
が
家
庭
に
普
及
し
な
い
の
は
納
得
で
あ
る
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
地
域
の
特
産
品
で

あ
る
た
め
、
栄
養
価
の
高
い
赤
米
を
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
食
べ
や
す
い
食
品
と
し
て
宣
伝
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
研
究
を
継

続
し
た
い
。
 

参
考
文
献
・
引
用
文
献
 

・
寺
尾
純
二
，
下
位
香
代
子
（

2
0
2
3）

.『
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
科
学

 
基
礎
科
学
か
ら
健
康
機
能
ま
で
』

.
朝
倉
書
店

 

・
木
村
進
，
中
林
敏
郎
，
加
藤
博
通
（

19
9
5）

,『
食
品
の
変
色
の
化
学
』

,
光
琳
 

・
伊
藤
満
敏
，
大
原
絵
里
，
小
林
篤
，
山
﨑
彬
，
梶
亮
太
，
山
口
誠
之
，
石
崎
和
彦
，
奈
良
悦
子
，
大
坪
研
一
（

2
0
1
1
）

,
『
有

色
素
米
の
抗
酸
化
能
と
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
量
の
測
定
』

,
 日
本
食
品
科
学
工
学
会
誌
第

5
8巻
第

1
2号

20
1
1年

12
月
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図
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江
戸
時
代
の
主
食
に
つ
い
て
 

Th
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fo

od
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 p
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岡
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高
等
学
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年
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年
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K
ey

w
or

ds
: r

ed
 ri

ce
, a

gr
ic

ul
tu

re
  

1
.
研
究
背
景

 

 
高
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
福
岡
県
糸
島
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
家

の
話
を
聞
く
中
で
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
赤
米
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
と
知
っ
た
が
、
時
代
劇
を
見
て
み
る
と
食
事
シ
ー
ン

で
は
白
米
を
食
べ
て
い
る
印
象
が
強
い
。
農
家
の
方
の
話
と
の
違
い
に
疑
問
を
持
ち
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
本
研
究
で
は
時
代
劇
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
江
戸
時
代
に
注
目
し
、
江
戸
時
代
の
主
食
は
白
米
だ
っ
た
の
か
、

赤
米
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤
米
の
歴
史
的
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
数
少
な
い
赤

米
の
生
産
地
で
あ
る
糸
島
市
の
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

3
.
研
究
方
法

 

 
研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
赤
米
を
生
産
、
発
信
さ
れ
て
い
る
農
家
に
赤
米
に
関
す
る
話
を

聞
く
と
と
も
に
、
先
行
研
究
の
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。
主
な
調
査
内
容
と
し
て
は
①
日
本
に
お
け
る
赤
米
の
歴
史
、
②

江
戸
時
代
の
米
食
の
二
つ
で
あ
る
。
 

4
.
結
果
・
考
察
 

①
日
本
に
お
け
る
赤
米
の
歴
史
 

 
日
本
に
稲
作
が
伝
来
し
た
の
は
弥
生
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
く
に
は
奈
良
時
代
に
は
記
録
と
し
て
登
場
し
て
い

る
。
赤
米
は
藁
の
背
丈
が
高
い
こ
と
か
ら
、
風
害
に
弱
い
と
い
う
弱
点
は
あ
っ
た
も
の
の
、
湿
田
、
乾
田
問
わ
ず
育
つ
作

物
で
あ
り
、
台
風
が
来
る
前
に
収
穫
が
可
能
な
早
稲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
各
地
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
赤

米
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
た
び
た
び
新
し
い
品
種
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
の
各
地
で
赤
米
が
栽
培
さ
れ

て
い
た
要
因
の
一
つ
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
赤
米
と
一
言
に
い
っ
て
も
日
本
型
赤
米
と
印
度
型
赤
米
に
分
か
れ
て
お
り
、

特
に
赤
米
と
は
っ
き
り
わ
か
る
も
の
に
関
し
て
は
大
唐
米
を
は
じ
め
と
し
た
印
度
型
赤
米
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
西

日
本
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
、
主
要
な
産
地
と
し
て
、
鹿
児
島
県
や
高
知
県
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
唐
米
と
呼
ば
れ

た
赤
米
は
江
戸
時
代
で
最
も
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
赤
米
の
特
徴
と
し
て
風
害
に
は
弱
い
も

の
の
、
台
風
襲
来
前
に
収
穫
が
可
能
で
あ
る
早
稲
で
あ
り
、
虫
害
に
強
く
、
脱
穀
が
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
農
民
に
と
っ

て
栽
培
の
し
や
す
い
か
つ
安
定
し
た
収
穫
が
見
込
め
る
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
 

 
し
か
し
な
が
ら
赤
米
は
栽
培
の
最
盛
期
を
迎
え
た
江
戸
時
代
に
は
悪
米
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

通
常
の
白
米
に
比
べ
食
味
が
劣
る
こ
と
、
炊
き
増
し
は
す
る
が
、
腹
持
ち
が
悪
い
こ
と
か
ら
商
品
作
物
と
し
て
の
換
金
価

値
が
低
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
江
戸
時
代
で
は
赤
米
の
栽
培
は
続
け
ら
れ
て
い

た
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
や
む
な
く
育
て
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
積
極
的
な
赤
米
の
駆
逐

政
策
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
赤
米
は
田
ん
ぼ
の
雑
草
と
し
て
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
現
代
で
は
日
本
各
地
に
赤
米
の
産
地

が
点
在
し
て
い
る
。
 

②
江
戸
時
代
に
お
け
る
米
食
 

 
日
本
の
主
食
と
し
て
根
付
い
て
い
る
米
で
あ
る
が
、
住
む
場
所
や
生
活
に
よ
っ
て
食
べ
る
米
は
違
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

特
に
都
市
生
活
者
と
農
民
の
差
は
大
き
か
っ
た
。
赤
米
に
関
し
て
は
江
戸
中
期
の
食
物
本
草
書
で
あ
る
『
本
朝
食
鑑
』
に

は
飯
に
す
る
と
倍
に
増
え
る
が
、
味
は
よ
く
な
く
、
腹
が
減
り
や
す
い
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
好
色
一
代
女
』
に

は
赤
米
は
下
等
米
と
し
て
扱
わ
れ
、
白
米
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
都
市
生
活
者
か
ら
す
れ
ば
、

赤
米
は
下
等
米
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
赤
米
は
農
民
の
自
給
米
と
し
て
し
ば

し
ば
食
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
赤
米
が
都
市
生
活
者
か
ら
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
農
書
な
ど
に
お
い

て
も
赤
米
を
食
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
は
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
農
民
の
長
命
の
た
め
に
赤
米
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
農
民
は
米
だ
け
で
食
べ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
平
野
（

2
01
9
）
に
よ
れ
ば
、
1
8
00
年
ご
ろ
の
農
民
の
飯
は
、
「
米
一
升
に
稗

7
合
ほ
ど
の

割
合
が
憧
れ
の
「
極
上
上
々
の
食
べ
物
」」
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
米
だ
け
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
こ
か
ら

3
0
年
た
っ
た
江
戸
時
代
で
言
え
ば
幕
末
の
こ
ろ
で
あ
る
。
米
だ
け
を
食
べ
る
風
潮
に
関
し
て
は
飢
饉
が
起
こ
る
こ
と
で
、

一
旦
は
な
く
な
る
も
の
の
飢
饉
の
風
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
再
び
米
だ
け
の
食
事
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
 

 
都
市
生
活
者
が
白
米
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
農
民
よ
り
も
早
く
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
す
で
に
玄
米
で
は
な

く
、
白
米
だ
け
の
食
事
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
玄
米
で
補
っ
て
い
た
ビ
タ
ミ
ン

B
1
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
、

江
戸
時
代
の
都
市
生
活
者
中
心
に
脚
気
が
は
や
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
 

た
だ
、
都
市
生
活
者
に
全
く
赤
米
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
赤
米
が
胃
に
優
し
い
と
の
こ
と
か

ら
病
人
食
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
白
米
と
比
べ
劣
っ
た
米
と
扱
わ
れ
た
赤
米
で
は
あ
っ
た
が
、
役
割

を
分
担
す
る
こ
と
で
生
き
残
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ほ
か
に
も
、
薬
と
し
て
の
役
割
が
見
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小

川
（

2
00
8
）
に
よ
れ
ば
現
代
の
博
物
学
と
薬
物
学
の
組
み
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
学
問
で
あ
る
江
戸
時
代
の
本
草
学
に
お
い

て
赤
米
は
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
嘔
吐
や
痰
の
か
ら
み
、
口
の
渇
き
に
対
し
て
効
果
的
で
あ
り
、
他
に
も
利

尿
作
用
や
胃
の
働
き
、
母
乳
の
出
な
ど
を
良
く
す
る
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
が
江
戸
時
代
の
多
く
の

本
草
学
を
扱
う
書
物
で
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
赤
米
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
漢
方
な
ど
の
薬
や
お
茶
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
 

 
こ
の
よ
う
に
赤
米
は
そ
の
味
の
悪
さ
か
ら
主
食
と
し
て
見
出
さ
れ
た
の
は
主
に
農
民
を
は
じ
め
と
し
た
庶
民
た
ち
に
よ

っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
人
々
は
基
本
的
に
白
米
を
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
赤
米
が
全
く
食
べ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
薬
や
病
人
食
な
ど
療
養
の
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
目
し
た

い
。
 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
白
米
を
食
べ
る
と
い
う
生
活
に
関
し
て
は
江
戸
時
代
後
期
の
都
市
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
言
に

時
代
劇
と
い
っ
て
も
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
時
代
の
限
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
一
概
に
判
断
は
つ
か
な
い
と
考
え
た
。
そ

の
た
め
、
今
後
は
時
代
劇
の
限
定
と
共
に
、
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
 

引
用
文
献

 

・
猪
谷
富
雄
，
小
川
正
巳
(
20
0
8
)
.
『
赤
米
の
博
物
誌
』

.大
学
教
育
出
版
 

・
平
野
哲
也
(
2
0
19
)
.「
江
戸
時
代
北
関
東
に
お
け
る
食
と
農
‐
下
野
国
の
主
穀
の
生
産
・
流
通
・
消
費
を
事
例
に
‐
」

.

『
農
業
史
研
究

 
第

53
号
』
 

・
村
岡
祥
次
.
「
江
戸
の
外
食
・
醤
油
文
化
」

.『
日
本
食
文
化
の
醤
油
を
知
る
』
.
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赤
米
と
白
米
の
栄
養
価
と
育
成
期
間
の
違
い

 

D
iff
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en
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福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校

 
2
年

1
組
水
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愛
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生

 
2
年

2
組
松
尾
咲
音
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年
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保
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K

ey
w

or
ds

: r
ed

 ri
ce

, n
ut

ri
tio

na
l v

al
ue

, g
ro

w
in

g 
pe

ri
od

 
1
.
研
究
背
景

 

私
達
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
中
で
赤
米
と
い
う
お
米
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
の
中
で
も
私
達
が
注
目
し
た
の
は
赤

米
の
栄
養
価
と
育
成
期
間
で
あ
る
。
白
米
よ
り
も
栄
養
価
が
高
い
赤
米
の
ほ
う
が
栄
養
を
蓄
え
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と

予
想
し
、
白
米
よ
り
も
赤
米
の
ほ
う
が
実
際
の
収
穫
に
時
間
が
か
か
る
と
仮
定
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
赤
米
と
白
米
の
栄
養
価
、
育
成
期
間
の
違
い
を
調
べ
る
こ
と
で
、
お
米
に
含
ま
れ
て
い
る
栄
養
の
量
が
育
成
期
間
に
影
響

を
も
た
ら
す
の
か
を
調
べ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤
米
の
有
用
性
や
解
決
す
る
べ
き
問
題
点
を
見
つ
け
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の

人
に
赤
米
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
義
と
す
る
。
 

3
.
研
究
方
法

 

福
岡
県
糸
島
市
で
は
「
二
丈
赤
米
」
と
呼
ば
れ
る
古
代
米
で

あ
る
赤
米
と
現
代
の
糯
米
種
の
交
配
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
品
種

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
赤
米
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
か

ら
赤
米
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
行
研

究
を
基
に
以
下
の
内
容
を
調
査
し
た
。
 

調
査

1:
赤
米
と
白
米
の
栄
養
量
の
違
い
 

調
査

2:
栽
培
す
る
環
境
に
よ
っ
て
育
成
期
間
は
変
わ
る
の
か
 

調
査

3:
品
種
に
よ
っ
て
育
成
期
間
は
変
わ
る
の
か
 

4
.
結
果
・
考
察

 

調
査

1 

こ
の
図
１
は
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
資

料
で
あ
る
。
図
Ⅰ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
赤
米
は
白
米
よ
り
も
ほ

と
ん
ど
の
栄
養
価
に
お
い
て
多
く
栄
養
価
を
含
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
体
の
酵
素
の
活
性
化
に
必
要
な
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や

骨
の
形
成
に
も
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
、
そ
し
て
一
番
差
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン

B2
と
い
っ
た
現
代
人
が
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
多

く
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
ま
で
で
白
米
と
赤
米
の

栄
養
価
の
違
い
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
次
の
課
題
と
し
て

は
こ
れ
ら
栄
養
素
が
稲
の
成
長
の
ど
の
時
期
で
蓄
え
ら
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

図
１

 
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

 
 

第
49
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00
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00
2
号

 

成
分
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（
5
分
搗
き
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米
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搗
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ナ
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リ
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カ
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ビ
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0.
05

 
0.
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m
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10
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こ
こ
で
は
栄
養
が
蓄
え
ら
れ
る
の
は
出
稲
期
と
成
熟
期
の
間
な
の
で
こ
の
時
期
に
蓄
え
ら
れ
る
と
仮
定
し
て
調
査

2
を

行
う
。
 

調
査

2 

こ
の
図

2
は
西
南
赤
米

1
3
7
号
と
呼
ば
れ
る
赤
米
の
品
種
の
栽
培
特
性
を
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
較
し
た
図
で
あ
る
。
図

2

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
稲
の
出
穂
期
か
ら
成
熟
期
ま
で
に
か
か
る
日
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
斐
市
で
栽
培
し
た
白

米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
は

36
、
赤
米
（
西
南
赤
糯

13
7
号
）
は

3
9
日
。
富
士
吉
田
市
で
栽
培
し
た
白
米
は

4
1
日
、
赤
米
は

4
4
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
お
米
で
も
環
境
に
よ
っ
て
育
成
期
間
が
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

図
２
 

 

調
査

3 

こ
の
図
３
か
ら
移
植
期
か
ら
出
穂
期
ま
で
の
期
間
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

65
日
、
中
生
新
千
本
は

7
4

日
、
つ
く
し
赤
も
ち
は

85
日
、
総
社
赤
米
は

8
7
日
、
ベ
ニ
ロ

マ
ン
は

8
9
日
、
赤
糯
は

1
03
日
か
か
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ

っ
て
品
種
に
よ
っ
て
も
育
成
期
間
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
赤
米
は
白
米
よ
り
も
比
較
的
に
育
成

期
間
が
長
い
こ
と
が
考
察
で
き
る
。
 

5
.
結
論
お
よ
び
今
後
の
展
望

 

 
今
回
の
研
究
で
は
白
米
と
赤
米
の
育
成
期
間
の
違
い
に
つ

い
て
研
究
し
た
。
結
果
と
し
て
は
白
米
よ
り
も
赤
米
の
ほ
う

が
育
成
期
間
は
長
い
と
言
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、

品
種
や
栽
培
環
境
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
の
で
、

赤
米
の
ほ
う
が
栄
養
を
蓄
え
る
時
間
が
長
い
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
に
今
後
も
研
究
を
進
め
た
い
。
 

引
用
文
献
 

・
石
井
利
幸
.
「
酒
造
米
お
よ
び
有
色
素
米
の
栽
培
と
利
用
に
関
す
る
研
究
」
.
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・
猪
谷
富
雄
（
2
02
1
）
.
『
赤
米
、
紫
黒
米
、
香
り
米
：
「
古
代
米
」
の
品
種
、
栽
培
、
加
工
、
利
用
』

.
 農
山
漁
村
文

化
協
会
 

・
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
.福
岡
県
糸
島
市
【
二
丈
赤
米
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
.
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t
p
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0
2
4
年

1
2
月

1
日
参
照
 

図
３

 

品
種
名

 
種
類

 
移
植
期

 
出
穂
期

 
日
数

 

コ
シ
ヒ
カ
リ

 
白
米

 
6
月

4
日

 
8
月

8
日

 
65
日

 

中
生
新
千
本

 
白
米

 
6
月

4
日

 
8
月

17
日

 
74
日

 

つ
く
し
赤
も
ち

 
赤
米

 
6
月

4
日

 
8
月

28
日

 
85
日

 

総
社
赤
米

 
赤
米

 
6
月

4
日

 
8
月

30
日

 
87
日

 

ベ
ニ
ロ
マ
ン

 
赤
米

 
6
月

4
日

 
9
月

1
日

 
89
日

 

赤
糯

 
赤
米

 
6
月

4
日

 
9
月

15
日

 
10

3
日
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赤
米
の
活
用
方
法
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岡
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w
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1
.
研
究
背
景

 

 
学
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
こ
の
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
最
初
赤
米
を
食
べ
た
と
き
に
白
米

と
は
異
な
る
苦
み
や
食
感
が
あ
り
、
や
や
食
べ
づ
ら
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
赤
米
を
地
域
発
展
の
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
に

は
米
と
し
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
以
外
の
工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
過
去
の
活
用
事
例
を
参
考
に
現
代
に
お

け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
赤
米
を
主
食
以
外
で
活
用
で
き
る
方
法
が
な
い
か
を
過
去
の
事
例
を
参
考
に
調
べ
、
現
代
で
応
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る

事
例
を
発
見
す
る
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
日
本
で
数
少
な
い
赤
米
の
生
産
地
で
あ
る
糸
島
市
の
地
域
発
展
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
栄
養
価
の
高
い
赤
米
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
現
代
人
の
健
康
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

 

3
.
研
究
方
法

 

 
糸
島
市
で
赤
米
の
生
産
、
全
国
へ
の
発
信
活
動
を
行
っ
て
い
る
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
を
訊
ね
、
赤
米
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
行
研
究
を
も
と
に
、
特
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
を
調
べ
た
。

 

4
.
結
果
・
考
察

 

①
赤
米
の
活
用
事
例

 
 

 
ま
ず
、
何
故
赤
米
を
地
域
発
展
に
用
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
赤
米
は
白
米
と
比
べ
、
栄
養
価
が
非
常
に

高
い
。
具
体
的
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

B
2
が
豊
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
は
現
代
の
若

者
に
目
立
つ
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
的
で
あ
る
。
赤
米
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
実
例
を
赤
米
に

関
す
る
多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
江
戸
時
代
か
ら
探
っ
て
い
く
。

 

 
赤
米
は
収
穫
が
早
く
、
土
壌
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
育
つ
こ
と
か
ら
、
主
に
西
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
赤
米

は
人
為
的
な
駆
逐
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
明
治
時
代
ま
で
は
農
家
を
中
心
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
赤
米
に
対
す

る
評
価
は
当
時
か
ら
高
か
っ
た
と
は
言
い
に
く
い
。
江
戸
中
期
の
食
物
本
草
書
で
あ
る
『
本
朝
食
鑑
』
に
は
飯
に
す
る
と

倍
に
増
え
る
が
、
味
は
よ
く
な
く
、
腹
が
減
り
や
す
い
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
好
色
一
代
女
』
に
は
赤
米
は
下
等

米
と
い
し
て
扱
わ
れ
、
白
米
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
都
市
生
活
者
か
ら
す
れ
ば
、
赤
米
は
下
等

米
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
赤
米
は
農
民
の
自
給
米
と
し
て
し
ば
し
ば
食
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
赤
米
が
都
市
生
活
者
か
ら
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
農
書
な
ど
に
お
い
て
も
赤
米
を

食
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

農
民
の
長
命
の
た
め
に
赤
米
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
で
は
、
当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
赤

米
を
食
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
番
は
そ
の
ま
ま
主
食
と
し
て
、
食
べ
る
方
法
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

菓
子
の
材
料
と
し
て
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
で
最
初
の
菓
子
製
法
の
専
門
書
で
あ
る
『
御
前
菓

子
秘
伝
抄
』
に
は

1
0
5
種
の
菓
子
製
法
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

1
5
種
に
は
米
の
一
種
で
あ
る
大
唐
米
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

 

 
こ
の
よ
う
に
食
事
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
赤
米
の
活
用
と
し
て
目
立
つ
の
は
薬
と
し
て
で
あ
る
。

元
々
、
赤
米
は
米
の
性
が
薄
い
と
し
て
、
病
人
食
と
し
て
の
活
用
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
江
戸
時
代
に
発
達
し

た
学
問
で
も
あ
る
本
草
学
で
は
赤
米
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
胃
に
優
し
い
こ
と
か
ら
、
嘔
吐
を
予
防
し
た
り
、
胃
の

働
き
を
助
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
と
さ
れ
る
赤
米
を
用
い
た
薬
と
し
て
の
事
例
と
し
て
は
、

ま
ず
、
香
煎
の
活
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
代
で
い
う
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
米
と
生
薬
を
調
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
胃
に
や
さ
し
く
、
食
欲
増
進
や
風
邪
に
対
し
て
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
現
代
で
も
漢
方

の
粳
米
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陳
倉
米
と
呼
ば
れ
る
保
存
食
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
赤
米
を
長
期
保
存
し
た
も
の

で
あ
り
、
赤
米
の
利
点
で
も
あ
る
炊
き
増
え
が
増
す
と
と
も
に
、
消
化
吸
収
能
力
が
高
く
、
滋
養
作
用
も
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

 

 
ほ
か
に
も
赤
米
の
活
用
方
法
と
し
て
、
丸
薬
の
制
作
に
用
い
る
糊
や
藁
の
使
用
が
確
認
で
き
、
味
が
よ
く
な
い
か
ら
と

除
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
様
々
な
活
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

②
赤
米
の
活
用
事
例

 

 
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
赤
米
に
関
し
て
は
現
代
の
も
ち
米
種
と
交
配
さ
れ
た
「
二
丈
赤
米
」
と

呼
ば
れ
る
品
種
で
あ
り
、
赤
米
の
栄
養
価
は
維
持
し
つ
つ
も
本
来
の
赤
米
よ
り
も
食
べ
や
す
く
な
っ
て
い
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
菓
子
製
法
本
が
現
代
で
再
現
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
赤
米
を
用
い
た
レ
シ

ピ
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
薬
と
し
て
の
活
用
は
あ
ま
り
見
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
今
後
の
活
用
が
待
た
れ
る
。

 

③
考
察

 

 
糸
島
の
赤
米
を
発
信
し
て
い
く
た
め
の
方
法
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
赤
米
の
栄
養
価
に
着
目
し
た
も
の
、
赤
米

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
は
赤
米
を
用
い
た
料
理

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
糸
島
高
校
の
生
徒
に
赤
米
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
反
応
と
し
て
は
積
極
的
に
食
べ

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
白
米
が
主
流
で
あ
る
中
で
赤
米
を
勧
め
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
と
感
じ

る
。
そ
の
た
め
赤
米
を
実
際
の
食
と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
餅
や
菓
子
な
ど
加
工
を
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
も

う
一
つ
の
活
用
と
し
て
は
赤
米
が
持
つ
栄
養
価
の
高
さ
で
あ
る
。
現
代
で
も
漢
方
と
し
て
粳
米
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
赤

米
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
現
代
に
お
け
る

赤
米
の
役
割
が
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。

 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
今
回
は
日
本
で
も
数
少
な
い
赤
米
の
生
産
地
で
も
あ
る
福
岡
県
糸
島
市
の
地
域
発
展
の
た
め
に
、
赤
米
の
過
去
の
活
用

事
例
か
ら
現
代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
。
今
回
は
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
に
注
目
し
、
健
康
商
品

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
こ
れ
で
は
対
象
年
齢
に
偏
り
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
他
の
活
用
方
法

を
考
え
る
と
と
も
に
発
信
方
法
な
ど
具
体
的
な
実
践
方
法
を
調
べ
て
い
き
た
い
。

 

引
用
文
献

 

・
猪
谷
富
雄
、
小
川
正
巳
（
20
0
8
）

.『
赤
米
の
博
物
誌
』
.大
学
教
育
出
版
 

・
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
.福
岡
県
糸
島
市
【
二
丈
赤
米
】
産
直
セ
ン
タ
ー
.
 h
t
tp
s
:
//
w
w
w
.
ak
a
m
ai
.
j
p/
.
2
02
4
年

12

月
5
日
参
照
 

38



赤
米
の
活
用
方
法

 

Th
e 

w
ay

 h
ow

 to
 u

se
 re

d 
ric

e 
福
岡
県
立
糸
島
高
校
 

2
年

8
組
 
松
岡
奏
汰
 

2
年

9
組

 
梅
田
祥
大

 
田
﨑
爽
真
 
辻
川
大
揮

 

Ab
st

ra
ct

: W
e 

re
se

ar
ch

ed
 th

e 
w

ay
 h

ow
 to

 u
se

 re
d 

ri
ce

. R
ed

 ri
ce

 h
as

 h
ig

he
r n

ut
ri

tio
na

l v
al

ue
 th

an
 w

hi
te

 
ri

ce
. W

e 
fo

un
d 

th
at

 re
d 

ri
ce

 w
as

 u
se

d 
as

 s
to

m
ac

h 
m

ed
ic

in
e 

in
 E

do
 p

er
io

d.
 In

 m
od

er
n 

tim
es

, p
eo

pl
e 

pr
on

e 
to

 g
et

 li
fe

st
yl

e-
re

la
te

d 
di

se
as

es
, s

o 
w

e 
th

in
k 

th
at

 re
d 

ri
ce

 w
ill

 b
e 

us
ef

ul
 a

s n
ew

 m
ed

ic
in

e.
 

K
ey

w
or

ds
: r

ed
 ri

ce
, m

ed
ic

in
e 

1
.
研
究
背
景

 

 
学
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
こ
の
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
最
初
赤
米
を
食
べ
た
と
き
に
白
米

と
は
異
な
る
苦
み
や
食
感
が
あ
り
、
や
や
食
べ
づ
ら
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
赤
米
を
地
域
発
展
の
き
っ
か
け
に
す
る
た
め
に

は
米
と
し
て
そ
の
ま
ま
食
べ
る
以
外
の
工
夫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
過
去
の
活
用
事
例
を
参
考
に
現
代
に
お

け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
赤
米
を
主
食
以
外
で
活
用
で
き
る
方
法
が
な
い
か
を
過
去
の
事
例
を
参
考
に
調
べ
、
現
代
で
応
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る

事
例
を
発
見
す
る
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
日
本
で
数
少
な
い
赤
米
の
生
産
地
で
あ
る
糸
島
市
の
地
域
発
展
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
栄
養
価
の
高
い
赤
米
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
現
代
人
の
健
康
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

 

3
.
研
究
方
法

 

 
糸
島
市
で
赤
米
の
生
産
、
全
国
へ
の
発
信
活
動
を
行
っ
て
い
る
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
を
訊
ね
、
赤
米
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
行
研
究
を
も
と
に
、
特
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
を
調
べ
た
。

 

4
.
結
果
・
考
察

 

①
赤
米
の
活
用
事
例

 
 

 
ま
ず
、
何
故
赤
米
を
地
域
発
展
に
用
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
赤
米
は
白
米
と
比
べ
、
栄
養
価
が
非
常
に

高
い
。
具
体
的
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

B
2
が
豊
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
は
現
代
の
若

者
に
目
立
つ
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
的
で
あ
る
。
赤
米
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
実
例
を
赤
米
に

関
す
る
多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
江
戸
時
代
か
ら
探
っ
て
い
く
。

 

 
赤
米
は
収
穫
が
早
く
、
土
壌
が
整
っ
て
い
な
く
て
も
育
つ
こ
と
か
ら
、
主
に
西
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
赤
米

は
人
為
的
な
駆
逐
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
明
治
時
代
ま
で
は
農
家
を
中
心
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
赤
米
に
対
す

る
評
価
は
当
時
か
ら
高
か
っ
た
と
は
言
い
に
く
い
。
江
戸
中
期
の
食
物
本
草
書
で
あ
る
『
本
朝
食
鑑
』
に
は
飯
に
す
る
と

倍
に
増
え
る
が
、
味
は
よ
く
な
く
、
腹
が
減
り
や
す
い
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
好
色
一
代
女
』
に
は
赤
米
は
下
等

米
と
い
し
て
扱
わ
れ
、
白
米
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
都
市
生
活
者
か
ら
す
れ
ば
、
赤
米
は
下
等

米
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
避
け
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
赤
米
は
農
民
の
自
給
米
と
し
て
し
ば
し
ば
食
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
赤
米
が
都
市
生
活
者
か
ら
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
農
書
な
ど
に
お
い
て
も
赤
米
を

食
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

農
民
の
長
命
の
た
め
に
赤
米
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
で
は
、
当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
赤

米
を
食
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
番
は
そ
の
ま
ま
主
食
と
し
て
、
食
べ
る
方
法
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

菓
子
の
材
料
と
し
て
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
で
最
初
の
菓
子
製
法
の
専
門
書
で
あ
る
『
御
前
菓

子
秘
伝
抄
』
に
は

1
0
5
種
の
菓
子
製
法
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

1
5
種
に
は
米
の
一
種
で
あ
る
大
唐
米
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

 

 
こ
の
よ
う
に
食
事
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
赤
米
の
活
用
と
し
て
目
立
つ
の
は
薬
と
し
て
で
あ
る
。

元
々
、
赤
米
は
米
の
性
が
薄
い
と
し
て
、
病
人
食
と
し
て
の
活
用
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
江
戸
時
代
に
発
達
し

た
学
問
で
も
あ
る
本
草
学
で
は
赤
米
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
胃
に
優
し
い
こ
と
か
ら
、
嘔
吐
を
予
防
し
た
り
、
胃
の

働
き
を
助
け
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
と
さ
れ
る
赤
米
を
用
い
た
薬
と
し
て
の
事
例
と
し
て
は
、

ま
ず
、
香
煎
の
活
用
が
あ
げ
ら
れ
る
。
現
代
で
い
う
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
米
と
生
薬
を
調
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
胃
に
や
さ
し
く
、
食
欲
増
進
や
風
邪
に
対
し
て
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
現
代
で
も
漢
方

の
粳
米
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陳
倉
米
と
呼
ば
れ
る
保
存
食
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
赤
米
を
長
期
保
存
し
た
も
の

で
あ
り
、
赤
米
の
利
点
で
も
あ
る
炊
き
増
え
が
増
す
と
と
も
に
、
消
化
吸
収
能
力
が
高
く
、
滋
養
作
用
も
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

 

 
ほ
か
に
も
赤
米
の
活
用
方
法
と
し
て
、
丸
薬
の
制
作
に
用
い
る
糊
や
藁
の
使
用
が
確
認
で
き
、
味
が
よ
く
な
い
か
ら
と

除
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
様
々
な
活
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

②
赤
米
の
活
用
事
例

 

 
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
赤
米
に
関
し
て
は
現
代
の
も
ち
米
種
と
交
配
さ
れ
た
「
二
丈
赤
米
」
と

呼
ば
れ
る
品
種
で
あ
り
、
赤
米
の
栄
養
価
は
維
持
し
つ
つ
も
本
来
の
赤
米
よ
り
も
食
べ
や
す
く
な
っ
て
い
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
菓
子
製
法
本
が
現
代
で
再
現
さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
赤
米
を
用
い
た
レ
シ

ピ
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
薬
と
し
て
の
活
用
は
あ
ま
り
見
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
今
後
の
活
用
が
待
た
れ
る
。

 

③
考
察

 

 
糸
島
の
赤
米
を
発
信
し
て
い
く
た
め
の
方
法
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
赤
米
の
栄
養
価
に
着
目
し
た
も
の
、
赤
米

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
は
赤
米
を
用
い
た
料
理

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
糸
島
高
校
の
生
徒
に
赤
米
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
反
応
と
し
て
は
積
極
的
に
食
べ

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
白
米
が
主
流
で
あ
る
中
で
赤
米
を
勧
め
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
や
や
難
し
い
と
感
じ

る
。
そ
の
た
め
赤
米
を
実
際
の
食
と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
餅
や
菓
子
な
ど
加
工
を
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
も

う
一
つ
の
活
用
と
し
て
は
赤
米
が
持
つ
栄
養
価
の
高
さ
で
あ
る
。
現
代
で
も
漢
方
と
し
て
粳
米
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
赤

米
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
現
代
に
お
け
る

赤
米
の
役
割
が
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。

 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
今
回
は
日
本
で
も
数
少
な
い
赤
米
の
生
産
地
で
も
あ
る
福
岡
県
糸
島
市
の
地
域
発
展
の
た
め
に
、
赤
米
の
過
去
の
活
用

事
例
か
ら
現
代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
。
今
回
は
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
に
注
目
し
、
健
康
商
品

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
こ
れ
で
は
対
象
年
齢
に
偏
り
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
他
の
活
用
方
法

を
考
え
る
と
と
も
に
発
信
方
法
な
ど
具
体
的
な
実
践
方
法
を
調
べ
て
い
き
た
い
。
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１
．
研
究
背
景
 

現
代
社
会
で
は
、
糖
尿
病
や
心
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
え
て
お
り
、
予
防
の
た
め
に
健
康
的
な
食
生
活
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
 忙
し
い
生
活
や
外
食
の
増
加
に
伴
い
、
食
事
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
健
康
や

栄
養
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
食
生
活
の
改
善
や
病
気
予
防
の
観
点
か
ら
、
栄
養
価
の
高
い
食
品
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
赤
米
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
て
、
赤
米
は
、
特
定
の
品
種
で
あ
り
、
栄
養
成
分
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。
 

２
．
研
究
目
的
・
意
義
 

研
究
目
的
は
、
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
と
人
体
へ
の
良
い
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
数
少
な
い
赤
米
の
生
産
地
で
も
あ
る
糸
島
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

３
．
研
究
方
法

 

 
本
校
の

OB
で
も
あ
り
、
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
赤
米
に
つ
い
て
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
伊
万
里
実
業
高

校
と
も
連
携
し
、
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
た
。
 

 
調
査
内
容
は
①
赤
米
と
白
米
の
成
分
の
違
い
、
②
赤
米
が
白
米
よ
り
も
栄
養
価
が
高
い
理
由
、
③
赤
米
の
活
用
方
法
の

3
つ
で
あ
る
。
 

４
．
結
果
・
考
察

 

 
今
回
取
り
上
げ
る
赤
米
は
福
岡
県
糸
島
市
の
二
丈
で
生
産
さ
れ
て
い

る
「
二
丈
赤
米
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
赤
米
は

古
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
白
米
の
品
種
改
良
が
進
む
中
で
、
食

味
が
劣
る
と
し
て
、
次
第
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
二

丈
赤
米
」
は
古
代
よ
り
の
赤
米
と
現
代
の
糯
米
種
と
の
交
配
の
結
果
誕

生
し
て
お
り
、
食
味
に
関
し
て
も
白
米
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
 

①
赤
米
と
白
米
の
成
分
の
違
い

 

右
の
表
は
白
米
を
含
め
た
一
般
米
の
成
分
と
赤
米
の
成
分
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
赤
米
は
一
般
米
と
比
較
し
て
も
多

く
の
栄
養
価
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
ビ
タ
ミ
ン

B
2、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
骨
の
形

成
に
関
わ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
と
酵
素
の
活
性
化
に
役
立
つ
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
現
代
人
に
は
不
足
気
味
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
生
活
習
慣
病
防
止
の
観
点
か
ら
赤
米
の
重
要
性
が
見
て
取
れ
る
。
 

②
赤
米
が
白
米
よ
り
も
栄
養
価
が
高
い
理
由
 

 
「
二
丈
赤
米
」
は
一
般
的
な
米
と
比
較
し
て
み
て
も
、
収
穫
時
期
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
価 

に
違
い
が
あ
る
理
由
と
し
て
、
２
つ
考
え
ら
れ
る
。
1
つ
目
の
理
由
は
食
べ
る
箇
所
の
違
い
で
あ
る
。
赤
米
は
糠
層
も
含
め

て
食
べ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
糠
層
に
多
く
の
栄
養
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
赤
米
の
栄
養
価
が
高
い
と
い
え
る
。

2
つ
目
の
理
由
と
し
て
古
代
種
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
赤
米
は
日
本
型
の
白
米
と
比
べ
、
発
芽
す
る
期
間
や
地
上
部

の
伸
長
期
間
が
短
く
、
土
壌
条
件
が
悪
く
て
も
育
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
赤
米
は
日
本
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

た
過
去
を
持
つ
が
、
こ
れ
を
伊
万
里
実
業
高
校
農
業
科
の
先
生
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
赤
米
と
い
う
品
種
が
品
種
改
良
さ
れ

て
い
な
い
古
代
種
で
あ
る
こ
と
が
一
番
の
理
由
だ
ろ
う
と
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
 

③
赤
米
の
活
用
方
法
 

 
こ
の
よ
う
に
赤
米
は
白
米
と
比
べ
て
も
栄
養
価
が
高
く
、
現
代
の
病
気
に
対
し
て
も
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
丈
赤

米
産
直
セ
ン
タ
ー
で
は
赤
米
を
用
い
た
料
理
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
他
に
も
漢
方
と
し
て
の
粳
米
や
お
茶
な
ど
の
健

康
食
品
と
し
て
の
活
用
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
現
代
で
は
品
種
改
良
が
進
ん
だ
結
果
、
白
米
を
食
べ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
覆
す
の
は
難
し
い
。
江
戸
時
代
で
も
小
川
（
2
0
0
8）
が
示
し
た
よ
う
に
病
人
食
と
し
て
赤
米
を
活
用

す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
赤
米
の
特
徴
と
し
て
、
胃
に
や
さ
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
嘔
吐
を
防
ぎ
、
胃
の

働
き
を
高
め
る
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
赤
米
は
痰
の
絡
み
や
口
の
渇
き
に
対
し
て
も
効
果
的
で
あ
る
と
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
病
人
に
対
し
て
赤
米
を
用
い
た
粥
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
書
物
が
存
在
す
る
。

 

江
戸
時
代
で
示
さ
れ
た
効
能
は
現
代
の
赤
米
の
栄
養
価
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
や
や
異
な
る
と
い
え
ど
も
、
す

で
に
赤
米
の
栄
養
価
の
高
さ
自
体
は
注
目
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
倣
い
、
現
代
で
も

身
近
な
健
康
食
品
と
し
て
活
用
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
特
に
現
代
の
若
者
に
多
い
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
対
し
て
効
果

的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
赤
米
を
有
効
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
今
回
、
赤
米
の
栄
養
価
に
焦
点
を
当
て
、
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
赤
米
に
関
し
て
は
食
べ
る
箇
所
が
白
米
と
異
な

り
、
糠
層
の
存
在
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
白
米
で
は
な
く
、
食
べ
る
箇
所
が
比
較
的
似
て
い
る
玄
米
に
着
目

し
、
赤
米
の
栄
養
価
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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研
究
背
景

 

本
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
お
い
て
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
主
食
と
い
え
ば
白
米
で
あ

る
が
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
赤
米
を
は
じ
め
と
す
る
古
米
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
代
で
は
福
岡
県
糸
島

市
を
は
じ
め
と
し
て
、
わ
ず
か
な
地
域
で
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。
赤
米
が
現
代
日
本
で
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
理

由
が
気
に
な
っ
た
。
 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
赤
米
が
現
代
日
本
で
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
赤
米
が
伝
来
し
た
古
代
よ
り
さ
か
の
ぼ
り
、
日
本
に
お
い

て
赤
米
が
重
要
視
さ
れ
た
背
景
か
ら
考
察
す
る
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
赤
米
の
意
義
を
再
定
義
す

る
と
と
も
に
、
現
代
日
本
で
赤
米
の
活
用
意
義
を
見
出
す
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
日
本
で
も
数
少
な
い
赤

米
の
生
産
地
で
あ
る
福
岡
県
糸
島
市
の
地
域
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

3
.
研
究
方
法

 

 
今
回
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
行
研
究
を
用
い
る
と
と
も
に
、
福
岡
県
糸
島
市
で
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

赤
米
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ん
だ
。
内
容
と
し
て
は
①
赤
米
の
伝
来
、
②
赤
米
の
衰
退
の
二
つ
で
あ
る
。
 

4
.
結
果
・
考
察

 

①
赤
米
の
伝
来
 

 
日
本
に
は
古
く
か
ら
古
米
と
し
て
赤
米
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
言
に
赤
米
と
い
っ
て
も

2
種
類
存
在
す
る
。

1
つ
は

日
本
型
稲
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う

1
つ
は
印
度
型
稲
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
育
つ
た
め
に
必
要

な
適
温
や
粒
の
形
、
収
穫
時
期
な
ど
や
や
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
稲
に
関
し
て
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
佐
藤

ら
（

2
02
4
）
の
日
本
史
探
究
の
教
科
書
に
は
「
中
国
に
お
け
る
農
耕
文
化
の
発
達
は
、
周
辺
地
域
に
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ

し
、
農
耕
は
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
列
島
に
も
波
及
し
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
か
ら
や
っ
て
き

た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
や
っ
て
き
た
米
に
関
し
て
は
現
在
の
よ
う
な
白
米
で
は
な
く
野
生
種
で
あ
る
赤
米
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
型
稲
の
特
徴
と
し
て
、
低
温
に
お
い
て
も
発
芽
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嵐
（
1
9
7
4）
に
よ
れ
ば
、
稲
が
日
本
に
伝
来
し
た
時
点
で
持
っ
て
い
た
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
稲
が
東
北
に
も
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
嵐
（
1
97
4
）
に
よ
れ
ば

東
北
地
方
に
持
ち
込
ま
れ
た
稲
作
は
気
候
条
件
の
異
な
る
九
州
地
方
の
稲
作
技
術
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
た
め
東
北
地
方
に
お

け
る
稲
作
の
浸
透
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

一
方
、
印
度
型
稲
に
関
し
て
は
日
本
で
は
「
大
唐
米
」
の
名
称
で
知
ら
れ
て
お
り
、
小
川
ら
（
2
0
0
8）
に
よ
れ
ば
、
11

世
紀
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国
に
導
入
さ
れ
た
稲
の
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
の
中
世
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
わ
ず
か
な
資
料
に
し
か
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
わ
ず
か
な
範
囲

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
世
に
は
そ
の
脱
穀
の
し
や
す
さ
を
高
く
評
価
さ
れ
、
農
民
の
自
給
米
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
。
 

②
赤
米
の
衰
退
 

 
中
世
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
大
唐
米
は
各
地
で
名
称
は
変
え
な
が
ら
も
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
近
世
に
か

け
て
多
く
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
赤
米
、
特
に
大
唐
米
の
脱
穀
の
し
や
す
さ
も
そ

う
で
あ
る
が
、
吉
住
氏
か
ら
学
ん
だ
も
の
に
よ
る
と
、
赤
米
は
虫
害
に
強
い
品
種
で
あ
り
、
収
穫
時
期
も
一
般
米
と
比
べ

比
較
的
早
く
、
さ
ら
に
土
壌
が
十
分
で
は
な
く
て
も
育
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
は
当
時
の
農
民
か
ら
す
れ
ば
重
宝

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
消
費
者
か
ら
す
れ
ば
赤
米
は
あ
り
が
た
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
人
見
（

1
69
7
）
に
よ
れ
ば
赤

米
は
炊
け
ば
二
倍
に
な
る
た
め
庶
民
が
食
べ
る
に
は
よ
い
が
、
味
は
良
い
と
は
言
え
ず
、
腹
が
減
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
消
費
者
か
ら
は
好
ん
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
使
用
用
途
と
し
て
は
胃
に
優
し
い
こ
と
か
ら

病
人
食
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
都
市
生
活
者
を
中
心
に
白
米
の
み
を
食
べ
る
風
潮

が
広
ま
っ
て
お
り
、
農
村
に
お
い
て
も
江
戸
時
代
末
期
に
お
い
て
そ
の
風
潮
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
に

お
け
る
赤
米
の
栽
培
は
あ
く
ま
で
農
民
の
自
給
米
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
年
貢
米
と
し
て
納
め
る
白
米

の
周
辺
に
植
え
て
栽
培
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
る
な
ど
、
最
盛
期
に
お
い
て
も
大
々
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
は

言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
の
た
め
明
治
時
代
以
降
特
に
印
度
型
稲
の
大
唐
米
の
駆
除
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
の
赤
米
が
駆
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
赤
米
は
穂
数
が
多
い
こ
と
と
、
古
代
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
生
命
力
が
強
く
、
土
壌
条
件
が
十
分
整
っ
て
い
な
く
と
も
栽
培
で
き
る
こ
と
か
ら
各
地
で
野
生
化
し
、
ま
た
白
米

と
交
配
す
る
種
も
現
れ
た
。
ま
た
、
脱
穀
の
し
や
す
さ
か
ら
土
に
実
が
落
ち
や
す
く
な
っ
て
お
り
そ
の
す
べ
て
を
回
収
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
赤
米
の
野
生
化
に
関
し
て
は
今
も
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

一
方
日
本
型
稲
に
関
し
て
は
一
部
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
小
川
ら
（
2
0
0
8）
に
よ
れ
ば
日
本
の
い
く
つ
か

の
神
社
で
今
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
赤
米
自
体
は
古
代
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
の
近
世
を
中
心
に
発
展
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
盛
期
の

近
世
に
お
い
て
も
食
用
と
し
て
は
劣
っ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
白
米
が
主
流
で
あ
る
現
代
で
も
食
味
の
分

野
で
活
用
す
る
に
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
今
後
は
近
世
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
調
べ
る
と
と
と
も
に
、
現

代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
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（７）企業連携事業（衛星データの利活用・プロジェクションマッピングの
　　作成・データを活用した糸島の観光分析）

1 目的

　教科等横断的カリキュラムの一環として、地
域企業と連携することで、外部の人的資源と協
働し、探究活動を深化させることを目的とする。

【令和５年度実績報告】
《連携企業一覧》
一般社団法人　Ｊ＋
さくらインターネット株式会社
国立研究開発法人　宇宙航空研究開発機構（JAXA）
株式会社　Fusic
公益財団法人　日本青年会議所
一般社団法人　福岡青年会議所
一般社団法人　糸島青年会議所

令和５年５月１７日（水）
第０回　特別講演会（オリエンテーション）
国立研究開発法人　宇宙航空研究開発
機構（JAXA）新事業促進部　事業開発グルー
プ長　
上村　俊作　氏

令和５年７月５日（水）
第１回　特別講演会・講習会
さくらインターネット株式会社　
宙畑（そらばたけ）　菅谷　智洋　氏

令和５年８月２４日（木）
第２回　特別講演会・講習会
株式会社　Fusic
技術本部先進技術部門先端技術チーム
エンジニア　石橋　龍　氏

令和５年９月３０日（土）
令和５年度ふくおかミナクルフェスタ2023
（アイランドアイ　シティフォーラムホール）
で研究成果発表

2 活動報告

赤
米
の
伝
来
と
発
展
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1
.
研
究
背
景

 

本
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
お
い
て
赤
米
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
主
食
と
い
え
ば
白
米
で
あ

る
が
、
か
つ
て
の
日
本
で
は
赤
米
を
は
じ
め
と
す
る
古
米
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
代
で
は
福
岡
県
糸
島

市
を
は
じ
め
と
し
て
、
わ
ず
か
な
地
域
で
し
か
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。
赤
米
が
現
代
日
本
で
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
理

由
が
気
に
な
っ
た
。
 

2
.
研
究
目
的
・
意
義

 

 
赤
米
が
現
代
日
本
で
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
赤
米
が
伝
来
し
た
古
代
よ
り
さ
か
の
ぼ
り
、
日
本
に
お
い

て
赤
米
が
重
要
視
さ
れ
た
背
景
か
ら
考
察
す
る
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
赤
米
の
意
義
を
再
定
義
す

る
と
と
も
に
、
現
代
日
本
で
赤
米
の
活
用
意
義
を
見
出
す
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
日
本
で
も
数
少
な
い
赤

米
の
生
産
地
で
あ
る
福
岡
県
糸
島
市
の
地
域
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

3
.
研
究
方
法

 

 
今
回
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
先
行
研
究
を
用
い
る
と
と
も
に
、
福
岡
県
糸
島
市
で
二
丈
赤
米
産
直
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

赤
米
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ん
だ
。
内
容
と
し
て
は
①
赤
米
の
伝
来
、
②
赤
米
の
衰
退
の
二
つ
で
あ
る
。
 

4
.
結
果
・
考
察

 

①
赤
米
の
伝
来
 

 
日
本
に
は
古
く
か
ら
古
米
と
し
て
赤
米
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
言
に
赤
米
と
い
っ
て
も

2
種
類
存
在
す
る
。

1
つ
は

日
本
型
稲
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う

1
つ
は
印
度
型
稲
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
育
つ
た
め
に
必
要

な
適
温
や
粒
の
形
、
収
穫
時
期
な
ど
や
や
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
稲
に
関
し
て
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
佐
藤

ら
（

2
02
4
）
の
日
本
史
探
究
の
教
科
書
に
は
「
中
国
に
お
け
る
農
耕
文
化
の
発
達
は
、
周
辺
地
域
に
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ

し
、
農
耕
は
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
列
島
に
も
波
及
し
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
か
ら
や
っ
て
き

た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
や
っ
て
き
た
米
に
関
し
て
は
現
在
の
よ
う
な
白
米
で
は
な
く
野
生
種
で
あ
る
赤
米
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
型
稲
の
特
徴
と
し
て
、
低
温
に
お
い
て
も
発
芽
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嵐
（

1
9
7
4）
に
よ
れ
ば
、
稲
が
日
本
に
伝
来
し
た
時
点
で
持
っ
て
い
た
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
稲
が
東
北
に
も
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
嵐
（
1
97
4
）
に
よ
れ
ば

東
北
地
方
に
持
ち
込
ま
れ
た
稲
作
は
気
候
条
件
の
異
な
る
九
州
地
方
の
稲
作
技
術
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
た
め
東
北
地
方
に
お

け
る
稲
作
の
浸
透
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 

一
方
、
印
度
型
稲
に
関
し
て
は
日
本
で
は
「
大
唐
米
」
の
名
称
で
知
ら
れ
て
お
り
、
小
川
ら
（
2
0
0
8）
に
よ
れ
ば
、
11

世
紀
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
中
国
に
導
入
さ
れ
た
稲
の
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
の
中
世
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
わ
ず
か
な
資
料
に
し
か
名
前
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
わ
ず
か
な
範
囲

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
世
に
は
そ
の
脱
穀
の
し
や
す
さ
を
高
く
評
価
さ
れ
、
農
民
の
自
給
米
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
。
 

②
赤
米
の
衰
退
 

 
中
世
に
日
本
に
や
っ
て
き
た
大
唐
米
は
各
地
で
名
称
は
変
え
な
が
ら
も
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
近
世
に
か

け
て
多
く
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
赤
米
、
特
に
大
唐
米
の
脱
穀
の
し
や
す
さ
も
そ

う
で
あ
る
が
、
吉
住
氏
か
ら
学
ん
だ
も
の
に
よ
る
と
、
赤
米
は
虫
害
に
強
い
品
種
で
あ
り
、
収
穫
時
期
も
一
般
米
と
比
べ

比
較
的
早
く
、
さ
ら
に
土
壌
が
十
分
で
は
な
く
て
も
育
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
は
当
時
の
農
民
か
ら
す
れ
ば
重
宝

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
消
費
者
か
ら
す
れ
ば
赤
米
は
あ
り
が
た
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
人
見
（

1
69
7
）
に
よ
れ
ば
赤

米
は
炊
け
ば
二
倍
に
な
る
た
め
庶
民
が
食
べ
る
に
は
よ
い
が
、
味
は
良
い
と
は
言
え
ず
、
腹
が
減
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
消
費
者
か
ら
は
好
ん
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
使
用
用
途
と
し
て
は
胃
に
優
し
い
こ
と
か
ら

病
人
食
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
都
市
生
活
者
を
中
心
に
白
米
の
み
を
食
べ
る
風
潮

が
広
ま
っ
て
お
り
、
農
村
に
お
い
て
も
江
戸
時
代
末
期
に
お
い
て
そ
の
風
潮
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
に

お
け
る
赤
米
の
栽
培
は
あ
く
ま
で
農
民
の
自
給
米
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
年
貢
米
と
し
て
納
め
る
白
米

の
周
辺
に
植
え
て
栽
培
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
る
な
ど
、
最
盛
期
に
お
い
て
も
大
々
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
は

言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

そ
の
た
め
明
治
時
代
以
降
特
に
印
度
型
稲
の
大
唐
米
の
駆
除
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
の
赤
米
が
駆
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
赤
米
は
穂
数
が
多
い
こ
と
と
、
古
代
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
生
命
力
が
強
く
、
土
壌
条
件
が
十
分
整
っ
て
い
な
く
と
も
栽
培
で
き
る
こ
と
か
ら
各
地
で
野
生
化
し
、
ま
た
白
米

と
交
配
す
る
種
も
現
れ
た
。
ま
た
、
脱
穀
の
し
や
す
さ
か
ら
土
に
実
が
落
ち
や
す
く
な
っ
て
お
り
そ
の
す
べ
て
を
回
収
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
赤
米
の
野
生
化
に
関
し
て
は
今
も
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

一
方
日
本
型
稲
に
関
し
て
は
一
部
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
小
川
ら
（
2
0
0
8）
に
よ
れ
ば
日
本
の
い
く
つ
か

の
神
社
で
今
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

5
.
結
論
及
び
今
後
の
展
望

 

 
赤
米
自
体
は
古
代
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
の
近
世
を
中
心
に
発
展
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
最
盛
期
の

近
世
に
お
い
て
も
食
用
と
し
て
は
劣
っ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
白
米
が
主
流
で
あ
る
現
代
で
も
食
味
の
分

野
で
活
用
す
る
に
は
難
し
そ
う
で
あ
る
。
今
後
は
近
世
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
調
べ
る
と
と
と
も
に
、
現

代
に
お
け
る
赤
米
の
活
用
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
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